

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私が初めて先輩と出会ったときのことは、今でもはっきりと覚えています。そのときの先輩の第一印象は────




　────小さい頃から走ることが大好きだった私は、三年前の春、中学校に入学すると同時に、すぐに陸上部に入部しました。そして、そこで初めて先輩と出会ったのです。

『藤ふじ本もとさん、ちょっと良いい？』

　三年生の女子に声を掛けられた私が振り返ると、彼女の隣に立っていたのは一人の男の子でした。

『こいつは高たか村むら颯そう太た。藤本さんと同じ千五百メートルをやってるから、何か分からないことがあったら聞くと良いよ』

『あっ、はい。分かりました……』

　彼女にそう返事をした私は、続いて横に佇たたずむ彼の方におずおずと目を向けます。

　部のユニフォームに身を包んだ、今より数センチほど背の低い彼は、やや肩に力が入った様子で私を見ていました。

『えっと、一年の藤ふじ本もと青あお海みと言います。よ、よろしくお願いします……』

『お、おう……俺は二年の高たか村むらだ。よ、よろしくな』

　お互いにそれだけ言って、辺りはシーンと静まり返ります。今思えば、当時は二人とも人見知りでしたね（今もでしょうか？）。

　すると、初対面で少し緊張する私を見兼ねたのか、三年生の女子が彼の肩を小突きながら明るく言いました。

『怖がらなくて大丈夫だよ、藤本さん。こいつ、基本的に人畜無害だから。おまけにヘタレだし』

『ちょ、先輩。新入りに余計なこと言わなくて良いいですから』

　楽しそうにそう言ってのける彼女に、彼はなんだか慌てた様子です。

（ジンチクムガイ……？　って何だろう？）

『まあとにかく、高村は地味で目立たない奴やつだけど、悪い奴じゃないからさ。仲良くしてやってね』

『は、はい……』

　そう言って頷うなずいて、チラリと彼の方を見ながら……。

（なんか、少し変わった人だなぁ……）

　そのときの私がなぜか一瞬そう感じたこと、今でも決して忘れません。

　なので、私の先輩の第一印象は…………『不思議な人』でした。




　その後すぐに、私は他の部員たちから期待の新人と呼ばれるようになりました。最初のタイム測定で、いきなり好記録を叩たたき出だしてしまったからです。周りが私を見る目は、期待、あるいは羨望を込めたものに変わりました。『藤本さんならきっと上位を狙える！』『全中出場も夢じゃない！』そんな声を掛けてくれる顧問や先輩方。

　私は嬉うれしい反面、ちょっぴり複雑な気持ちでした。元々、私はただ単に走るのが楽しくて陸上部に入っただけなので、大会とか、そんなものにはあまり興味が無かったからです。周りの部員たちは皆とても練習熱心で、少しでも記録を伸ばそうと必死になってトレーニングをしている人ばかりでした。そんな部の空気と自分の心との間に、多少なりとも温度差を感じていなかったと言えば嘘うそになります。




　しかし「先輩」は違いました。先輩は確かに部活もサボらないですし、練習も真面目に取り組んでいました。でもどこか他の人とは違う、そう、向いている方向が違うような、そんな雰囲気があったのです。同じ種目ということもあって、いつしか先輩とよく話すようになっていた私は、ある日彼に聞いてみることにしました。

『颯そう太た先輩、次の大会ではどのくらいのタイムを目標にしているんですか？』

『俺か？　うーん、まあ前よりも短くなれば良いいかなーとは思ってるけど』

『え？　それだけですか？』

『ああ。実は俺、そこまで記録とかにこだわってないんだよな。変に目立つのも嫌だし。自分のベストが出せれば十分かなって』

『そ、そうですか……』

　一体どうしてでしょうか、そのときの私がほんの少しだけ嬉うれしい気持ちになったのは。

　それに加えて、先輩は私に対していつも普通に接してくれました。期待の新人としての私ではなく、ただの一人の後輩として。そんな先輩と一緒に過ごす時間が、いつの間にか、私にとってすごく居心地の良いものになっていたんです。

　やっぱり、私があのとき感じた第一印象は正解だったようです。先輩は本当に『不思議な人』でした。




　こうして、私が先輩といる時間は長くなっていきました。先輩の考えた練習メニューで一緒に自主練したり、放課後二人で校外をジョギングしたり……度重なる私の誘いに、嫌な顔一つせずに付き合ってくれる先輩。ヘタレで頼りないように見えて、実はとっても優しい先輩。先輩にとっては、単に陸上好きの後輩の自主練に協力していただけだったのかもしれません。だけど……私は本当に毎日が楽しかったんですからね！

　四月、五月、六月──そうやって先輩との日々を重ねるうちに、次第に私は先輩のことを意識するようになっていきました。部活の時間が待ち遠しい理由に、走る楽しさだけでなく、先輩と会える嬉しさが加わりました。

　ですがまだ子供だった私には、この自分の気持ちが何なのか、はっきりとは分からないまま、時は流れて……。私がその正体にようやく気付いたのは、その年の八月、先輩と出会ってから四か月が経たった頃に行われた、陸上部の夏合宿のときでした。

　その合宿で、私は────




　────そこまで振り返って、ふと我に返る私。高校からの帰りの電車の中、吊つり革かわに掴つかまりながら、窓の外を流れる景色に意識を向けます。濃い灰色に覆われた薄暗い街並み。先程からずっと続く激しい雷雨は、未いまだに止やむ気配がありません。

「無事に家までたどり着けますかね～」なんて、いつものように明るく話しかけようとして、慌てて口をつぐみます。危ない、危ない、ついついいつもの癖が出てしまうところでした。もう私の隣に彼はいないのに。

　小さく息を吐いた私は、手に持った学生鞄かばんに目を向けました。そして、そのバッグに取り付けられた、一つのストラップをじっと見つめながら……。

（結局、先輩は一度もこれに気付いてくれませんでしたね……）

　人で溢あふれかえる満員電車の中で、私は一人寂しくそんなことを思うのでした。
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　朝、最寄り駅を出た俺は、学校へ向けて歩みを進めていた。その足取りは決して軽くはない。寝ぼけ眼まなこをこすりながら登校する周りの生徒たちと比べても、俺の疲労具合は特に群を抜いている。

　昨晩はほとんど眠れなかった。昨日起きたありとあらゆる出来事が、俺の脳内をぐるぐる回って離れない。栄えい子この正体を知ったこと、大勢の前で元浪人生だと暴露したこと、千ち春はるに全てを告白したこと、そして……。

　今、俺の隣に「彼女」はいない。いつも笑顔で俺を待っている駅前に、今日はあいつの姿は無かった。確か以前にも似たようなことがあった。俺が千春たちから隠れようと、掃除ロッカーの中に二人で隠れたときのことだ。あのときも翌朝彼女はいなかったが、しかしそれはあくまで日直だったから。では今回は？　そこまで考えて俺は思い出す。そうだ、あいつは昨日が日直だったじゃないか、と。だとするならば……。

　そして俺の脳内には、再び昨日のあの場面が浮かび上がってきた────





　　　　　　　　◇






　────ようやく一歩を踏み出し、千ち春はるへの一世一代の告白を果たした俺。しかしその際、彼女の口からとんでもない事実を聞かされてしまう。

『じゃあまた明日な、倉くら咲さきさん！』

　そうと分かれば、もうこうしちゃいられない。想おもい人にそう告げて、俺は急いで教室に戻ってきた。目的はもちろんあいつに会うため。しかし教室に彼女の姿は無い。待ち構えていた雄ゆう介すけと美み宇うに出迎えられながら自分の机に移動した俺は、そこでふと鞄かばんの口から顔を覗のぞかせている封筒の存在に気付く。

（こ、これは……！）

　あのラブレターと瓜うり二ふたつの見た目に動揺を隠せない。しかし何とかそれに耐えた俺は、その中から一枚の手紙を取り出した。紙を広げると、吸い込まれるように、そこに記された文章へと目を通す。

　そこには、可愛かわいらしい字でこう書かれていた。




　颯そう太た先輩へ




　先輩、おめでとうございます！　倉咲先輩とついに結ばれたんですね。いえ、見ていなくても分かりますよ、それくらい。お二人はとても良いい雰囲気でしたから。先輩の今までの苦労もようやく実りましたね。本当に良かったです。私は今、とても嬉うれしく思っています。

　ではこれで、私の役目も終わりですね。短い間でしたけど、今までありがとうございました。あまりお役に立てなくて、ごめんなさい。でも先輩の傍そばでたくさんお手伝いができて、私は本当に楽しかったです。

　颯太先輩、倉咲先輩のこと、必ず幸せにしてあげてくださいよ。約束ですからね？





藤ふじ本もと青あお海み　　






『…………』

　俺は手紙を握りしめたまま、その場に立ち尽くしていた。僅かながら体は小刻みに震えている。先程走ったからだろうか、息遣いもいつもより荒い。

（青海、お前…………）

　その手紙の後半部分は所々滲にじんでいた。特に最後の方はその滲みが酷ひどくて、書かれた文字が判別しにくいほどだった。それが何の液体によってできたのかなんて、今の俺には容易に分かってしまう。

　そのとき俺はようやく理解した。あの日彼女が流した涙の意味を。俺が千ち春はるへの思いを初めて青あお海みに熱く語った朝の踊り場で、彼女が突然流したあの涙の本当の意味を。

『そ、そんな……青海、なんで……』

『どうしたんだ、高たか村むら？』

『何読んでるの？』

　そんな俺の様子を不審に思った雄ゆう介すけと美み宇うが、俺の隣に寄ってくる。次の瞬間、手紙を鞄かばんの中に押し込んだ俺は、そのまま何も持たずに勢いよく教室を飛び出した。

『あ、おい、高村！』

　その雄介の呼びかけに、返事をしている心の余裕などあるはずも無かった。




　廊下に飛び出した俺は校内を駆けまわる。相変わらず外の天気は荒れ模様のまま。美宇は少し前まで青海と一緒にいたと言っていた。ならまだ近くにいるかもしれない。そんな一いち縷るの望みを抱いて走る。しかしどこを探しても、お目当ての人物の姿は見当たらない。

（ひょっとして、もう帰ってしまったのか？）

　数分後、ようやくその考えに至った俺は昇降口へ。すぐさま青海の下足箱をチェックするが……。中を確認した俺は、肩を落として扉を閉めた。

（骨折り損だったか……仕方ない、教室に戻ろう）

　どうやら彼女はもう校内にはいないらしい。この雷雨の中帰ったのか……そう思って歩き始めたとき、俺の視界に例の大きな笹ささが映った。多くの願い事によって装飾されたそれは、人っ子一人いない、薄暗い陰鬱とした空間に静かに鎮座している。

　俺はゆっくりとその笹に歩み寄った。昇降口には笹が全部で三つ並んでいて、いずれもカラフルに彩られている。俺は一目散にその中の一つへと向かい、顔を近づけた。そして恐る恐る、周辺の短冊に一つ一つ目を通していく。

（…………無いな）

　しかし数秒後、俺は首を傾かしげた。確かにあのとき、あいつはこの辺りに短冊を吊つるしていたはずだったが……。

（まあ、内容を知られたくなさそうにしていたし、変に盗み見るのも良くないか……）

　そう思って帰ろうとしたとき、ふと傍そばに置かれたゴミ箱が目に留まる。なぜだか無性にそれが気になった俺は、そっと中を覗のぞき込こんでみた。すると、なんとそこには……。




『おっ、いたいた。おーい、高村！　何やってんだよ、そんな所で』

『急に教室を飛び出して、何があったのよ？』

　しばらくして、ゴミ箱の前に佇たたずむ俺の元に、あの二人がやって来た。どうやら俺のことを探してくれていたらしい。

　俺はそんな彼らに返事をすることなく、手に持った一枚の短冊をじっと見つめている。その体は微動だにしない。もはや完全にマヒしてしまっている。考えないといけないことはたくさんあるのに、頭は一向に働かなかった。もし二人が来てくれなかったら、俺はあと数時間はこの場所に留とどまったままだっただろう。

『何見てんだ？』

『短冊……よね？　それ』

　俺の左右に位置取った雄ゆう介すけと美み宇うが、俺の肩越しにその紙を覗のぞき込こむ。だが、その視線から短冊を庇かばうことすらできないほどに、今の俺は放心状態だった。結果的に、その内容を彼らに見られてしまう。

　そのピンク色の短冊に書かれていたのは、至ってシンプルな一文だった。




「────大好きな先輩と恋人同士になれますように　Ａ・Ｆ」




『えっ、おい、それって……』

『…………』

　雄介のその言葉を最後に、三人は誰も口を開かない。静まり返る昇降口。雷の激しい音と光が、そんな空間を切り裂くように鋭く貫いた。





　　　　　　　　◇






　それからのことはあまりよく覚えていない。確かそのまま雄介と美宇と別れ、嵐の中帰り道を歩いたんだったか……電車に揺られながら外の景色を眺めていたような記憶もあるが、気付いたときには自分の部屋のベッドの上だった。

　あの二人は気を遣ってくれたのか、俺に何も聞いてこなかった。本当はあいつらと話した方が気が紛れて良かったのかもしれない。だがその彼らの心遣いが、そのときの俺にはちょっぴり有り難かったのも事実だった。

　その後、眠れない一晩を過ごした俺。何も考えが纏まとまらないまま、気付けばあっという間に朝を迎えてしまった。誰も俺が気持ちを整理するのを待ってなどくれない。俺の身に何が起ころうが、世界はこれまでと変わらず無機質に回っている。俺は制服に着替え、朝食を済ませると、普段通りに家を出た。

　代わり映えしない景色。しかしいつもと異なるのは、俺の横にあいつがいないことだ。俺のすぐ隣の位置を、まるで指定席かのごとく陣取っていたあの後輩。これまでも何度かいないことはあったが、今日はまたそれとは違う、なんだかとっても不思議な感覚だ。この感覚の正体は一体何だろうか。一人での静かな登校は、ドレッシングのかかっていないサラダのように、何とも味気なかった。

　もう季節は夏真っ盛りと言って良いいだろう。昨日の嵐が嘘うそのように、今朝は見渡す限りの晴天だった。辺りは夏の風物詩、セミの大合唱だ。俺はそんな中、セミの抜け殻のような精神状態で、電車に揺られ、道を歩き、高校の門をくぐり、靴を履き替え、廊下を進み、そして、一年一組の見慣れた教室の扉を開いた。




　────そこに、青あお海みはいた。




　大勢の生徒で賑にぎわう、活気溢あふれる朝の教室。その一角に、彼女の顔があった。彼女は仲良し女子グループの中に交じって、話に花を咲かせているようだった。友達の話を聞いて楽しそうに笑うその姿は、いつものあいつと何も変わらない……ように見える。だが……。

　そんな青海を見ていたら、ふと彼女と目が合った。しかし俺と視線がぶつかった途端、なんと彼女は前に座る友達の方へ、さっと目を逸そらしてしまったのだ。昨日までのあいつだったら、きっと弾はじける笑顔で俺に手を振ってくれていただろう。彼女の変化は一目瞭然だった。

「おっす、高たか村むら。おはよう！」

「おう、おはよう、柏かしわ木ぎ」

　自分の席に座った俺の元に、楽しそうにやって来る雄ゆう介すけ。彼の相変わらずの元気さに、俺の心は少し軽くなる。昨日のことには一切触れることなく、彼は明るく言った。

「もうすぐ夏休みだよな。高村は何か予定とかあるのか？」

「夏休みの予定、か。そうだな……」

　俺は教室の中を見回した。クラスのこのどこか浮足立った空気も、テストも終わり、お待ちかねの長期休暇が近づいていることが要因なのかもしれない。

「いや、特にこれと言って何も無いかな……宿題にバイトもあるし」

　正直なところ、勉強漬けだった浪人生活が長すぎて、長期休暇の遊び方なんてすっかり忘れてしまっていた。

「なんだよ～、そんなのつまらないだろ～？　まだ一年なんだし思いっきり遊ばなきゃ損じゃねえか！　なあ、どこか遊びに行こうぜ」

「どこかって言われてもな……それに柏木はサッカー部の練習があるだろ？」

「そりゃそうだが、別に毎日じゃないし、オフの日だってある……ほら、海とかどうだ？　女子たちも誘って、みんなで行こうぜ」

（海……）

　そこで俺は思い出した。昨日の千ち春はるとの会話を。




『ねえ、せっかくの夏休みだし、みんなで海にでも行かない？　青あお海みちゃんやえいっちたちも誘って、昨日のメンバーでさ』

『う、海だと……？　いや、俺は全然構わないが……面白そうだな……』

『でしょ？　じゃあ決定ね。海かぁ、楽しみだなぁ～』




（そうだ、色々あってすっかり忘れていた。俺、昨日、倉くら咲さきさんと海に遊びに行く約束をしたんだった）

　どうしてだろう、今はそれどころじゃないはずなのに、そのことを考えると自然と顔が綻んでしまうのを止められない。

「……そうだな、良いいんじゃないか？」

「だろ？　絶対楽しいと思うんだ。みんなで海に行ったら、まずはビーチバレーで遊んで、それからスイカ割りに花火に…………」

　何やらテンションが上がった様子の雄ゆう介すけは、一人ぶつぶつと海でのプランを呟つぶやき始めた。まだ日程もメンバーも何も決まっていないのに、ちと気が早すぎじゃないだろうか。まあ、上機嫌そうな彼には何も言うまい。

　そんな彼の話を聞きながら、俺は再び青海の方へチラリと目を向ける。たった数メートルしか離れていないのに、なんだか彼女が随分遠くにいるように感じた。





　　　　　　　　◇






　今日の学校は、青海のことを除けばいつも通りだった。昨日の俺の（元浪人生だという）暴露は一年の間には広まっていないのか、クラスの様子は普段と全く変わらない。まあ、たとえ皆に知られたとしても、今の俺にはもう何も恐れることは無いのだが。

　昼休み、俺は青海の元へ向かう。彼女は朝と同様、席に座って昼食を食べながら、女子数人と賑にぎやかに話をしていた。

「もし宝くじで一千万円当たったら何に使う？」

「ソシャゲの課金かなぁ」

「貯金」

「投資」

「ホラー映画を爆買い」

「やっぱ世界一周旅行でしょ！」

　相変わらず女子高生たちの話の種は尽きない。お金の使い道も十人十色なんだなぁと思いつつ、俺は気を取り直して目的の人物に話しかけた。

「…………あのさ、青あお海み」

　一瞬、彼女は俺の方に視線を向けた。だがそれも束つかの間ま、次の瞬間にはまたも俺から目を逸そらし、顔を隠してしまう。

「すみません、先輩。私、今友達と話しているので」

　若干突き放すような、その淡々とした口調に、俺は思わず声を詰まらせる。こんなに冷めた声、この後輩の口から初めて聞いた。

「いや、俺はお前に────」

「────ねえみんな、聞いてくれる？　実は今度、私の大好きなホラー映画シリーズの続編が製作されることになったんだ。とっても楽しみだよ～。それでね、それを記念して、一番人気の第三作が数日後に再上映されるんだけど────」

　俺が再び話しかけた途端、その言葉を遮って、友達に笑顔で話し始めた青海（以前も書いたように、青海はクラスの女の子たちと話すときはタメ語である）。その態度からは、俺とは一言も話したくない、そんな彼女の意志の表れが見て取れる。

「へ、へえ、そうなんだ……良かったね」

「ふ、藤ふじ本もとさん？」

　周りの友達は、青海の普段と異なる雰囲気に少し驚いている様子だった。彼女たちは青海と俺を交互に見比べながら、どこか戸惑った表情をしている。青海が俺のことを避けているのは誰の目にも明らかだった。だが当の本人はそんなことなど全く気にせず話を続けている。隣に佇たたずむ俺とは一ミリたりとも目を合わせようとしない。

（青海……）

　どうやらこの後輩、今は完全に俺と話す気が無いようだ。俺はそんな彼女にどう声を掛ければ良いいか分からず、その場に立ち尽くす。するとちょうどそのときだった。教室の入り口の方から、あの女の子の声が聞こえてきたのは。

「あっ、いた！　颯そうくーん」

　その瞬間、青海の身体からだがピクリと動いたような気がした。俺がその声に振り向くと、教室の扉の横にいたのは千ち春はるだった。同い年の先輩であり、なおかつ俺の長年の想おもい人、倉くら咲さき千春。彼女はその美しい髪を揺らしながら、俺に向かって小さく手を振っていた。

（く、倉咲さん!?　どうしてここに!?）

　驚くと同時に、俺はチラリと青海に目を向ける。彼女は依然として俺から顔を逸らしたまま、その表情は分からない。今のこの状況を思い、暫しばし悩んだ俺。だが結局、その場を離れて千春の方へと歩いて行ったのだった。

「倉咲さん、ど、どうしたんだ？　ここ、一年フロアだけど」

　俺が尋ねると、彼女は少し照れながら口を開いた。

「……えっとね、なんか、颯そうくんの顔が見たくなっちゃって。ねえ、お昼ご飯もう食べちゃった？　もしまだなら、その、一緒に食堂に食べに行かない？」

（な、なんだって……！　く、倉くら咲さきさんから、食事のお誘いだと……！）

　最初は聞き間違いかと思った。憧れの女の子からのいきなりのお誘いに、俺の心臓は大きく跳ね上がる。ついさっきまでのありとあらゆる事柄は、一瞬で何ど処こかに吹き飛んでしまった。

「お、俺で良ければ……」

　その回答は何ともヘンテコなものだった。実際食事前だったが、たとえ既に満腹だったとしても、俺に断る選択肢は無かっただろう。その返事を聞いて、千ち春はるは苦笑いを零こぼす。

「もう、そんなに畏かしこまらなくても大丈夫だよ……じゃ、じゃあ、行こっか」

「お、おう……」

　彼女が歩きだした後を追って、俺も教室を出た。その際、再び青あお海みたちの方を一いち瞥べつする。クラスでは地味な方だと思われている俺が、上級生の超絶美少女にお呼ばれしている姿は、クラスのみんなにはさぞかし驚きだったのだろう。教室の中の生徒たちは全員、呆あつ気けにとられた様子で俺と千春のことを見つめていた。たった一人、こちらに背を向けている青海だけを除いて。





　　　　　　　　◇






（…………でも、どうして？）

　千春と一緒に食堂へ向かう間、俺は隣を歩く美少女にチラチラと視線を送りながら、そんなことを考える。彼女は少々恥ずかしそうにしながらも、どことなく嬉うれしそうな様子だ。しかしどうも腑ふに落ちない。

（昨日、確か俺は倉咲さんにフラれたはずだよな？　なのに、なんで急に倉咲さんは俺を誘ったりなんか……）

　そこで俺は閃ひらめいた。

（はっ、まさか、一晩経たってやっぱり俺のことが好きになっちゃった…………とか!?）

「……ねえ、昨日はどうして急に走って行っちゃったの？」

「は、はい!?」

　急に話しかけられて、思わず声が裏返ってしまう。気付けば千春が俺の顔を見つめていた。か、可愛かわいい……。横から見る、この角度の彼女の顔もかなりの破壊力だ。見み惚とれていたら、彼女は躊躇ためらいがちに言葉を続けた。

「その……昨日の放課後の話。颯くん、いきなりあの部屋を飛び出して行っちゃったでしょ？　どうしたのかなって……」

「あ、ああ、そのことね……えっと、ちょっと急用を思い出してさ……」

「急用？」

「いや、気にしなくて良いいよ。こっちの話だから」

「ふーん……なんかその言い方、怪しいな～。颯そうくんのことだから、また何か隠し事してるんじゃない？」

　訝いぶかしげに俺の顔を覗のぞき込こむ千ち春はる。やけに鋭い。だがまあ、俺の前科を考えればそう疑いたくなるのも当然か。

「そ、そんなこと無いって……ってことは、今日俺を食事に誘ったのは、それを聞きたかったから、か？」

　俺がそう尋ねると、彼女は首を小さく横に振った。

「ううん。もちろんそれもあるけど……えっとね、颯くんと二人でお昼を食べてみたいなーって思って」

「そ、そっか……」

　千春の言葉に、俺の心臓は否いや応おうなしに波打つ。冷静ぶってはいるものの、本当は顔がにやけそうになるのを抑えるので精一杯だった。

「……ってか、食事に誘った、って大おお袈げ裟さだなぁ。学校の食堂だよ？」

　そう言って優しく微笑ほほえむ千春。二人で歩く食堂への道。周りには他の生徒も沢山いるけれども、今だけは大好きな彼女の笑顔を独り占めできているような、そんな気がして、なんだか無性に気分が高揚した。




　食堂は相変わらず大勢の生徒でごった返していた。そんな中、俺と千春はなんとか向かい合わせの席二つを確保し、そこに腰を下ろす。俺はカレー、千春はラーメンだ。

　青あお海みや栄えい子こも含めたメンバーで食事を楽しんだ（？）ことは過去にあったが（あのときは千春に中間テストの内容で質問攻めに遭って大変だった）、千春と二人っきりなのは今回が初めてだ。努めて冷静に振舞おうと、俺は小さく深呼吸する。

　一方の彼女も緊張している様子だった。やはり、昨日の告白の件がまだ頭に鮮明に残っているのだろう。ラーメンを口に運びながら、チラチラと俺の方を見る仕草はどこかぎこちない。そんな食事中、俺はふと千春に尋ねた。

「……そういえば、野の田ださんはどうしたんだ？　いつも一緒にいるイメージだけど」

　野田栄子。昨日、俺に衝撃的な真実を打ち明けた女の子。俺のトラウマの原因を作り、そして、その呪縛から俺を救い出してくれた女の子。その彼女の姿は、昨日のあの空き教室での会話以来見ていない。

「えいっちなら、部活のミーティングがあるんだって」

　その千春の返事に、俺は首を傾かしげた。

「部活？」

「あれ、知らなかったっけ？　えいっちはテニス部なの」

「えっ、そうなのか……」

　知らなかった。仮に部活に入っているにしても文化系の部活かと思っていたから、少し意外だ。

「そうだよ～。ところで、颯そうくんは何か部活入らないの？」

「俺か？　俺は、今のところは考えてないかな……バイトもあるし」

「そっか……」

「倉くら咲さきさんこそどうなんだ？　何かやりたい部活とかないのか？」

「私は別に……というか、今から入ってもね。もう二年生の夏だしさ」

　その彼女の言葉に、なぜか一瞬胸がチクッと痛んだような気がしたが、次の瞬間にはもう忘れていた。

「でも倉咲さんって、確か中学のときも帰宅部だったよな？」

「うわっ、なんで知ってるの？　もしかして颯くんって、すとーｋ」

「ち、違うって！　中学時代、ちょっとこっそり調べたんだよ。倉咲さんと同じクラスの陸上部の男子に聞いてな」

「それをストーカーって言うんじゃ……」

「うっ……し、しょうがないだろ。少しでも倉咲さんのこと、知りたかったんだから」

「……！」

　俺がそう言った途端、千ち春はるは不意に顔を赤らめ、その場で俯うつむいてしまう。やがて数秒後、再びゆっくりと麺をすすり始めた彼女。

「もう、颯くんってば……」

「だけど、本当にどの部活にも入るつもりは無いのか？」

「そうだねぇ、今のところは無いかなあ……」

「でも、倉咲さんならどんな部活でも歓迎されそうだけどな。学校の人気者だし」

「そんなこと無いよ、私のこと、なんだと思ってるの。私は……」

　そこで一旦言葉を切ってから、ややあって彼女は先を続けた。

「周りのみんなが思ってるような、そんな人間じゃないから……」

（倉咲さん……？）

　とそのとき、ふと彼女の名前を呼ぶ声が。

「あっ、倉咲さんじゃん」

「へ？」

　千春が振り返ると、すぐ傍そばには二人の女子が立っていた。悪目立ちしない程度に軽く着崩された制服に、整えられた髪型。それにほんのり明るいナチュラルメイクが、彼女たちの目鼻立ちの良さをより引き立たせている、今風の女子高生だ。二人とも、俺の見たこと無い顔だった。

「松まつ井いさんに佐さ伯えきさん、どうしたの？」

「いや、別に用があるわけじゃないんだけどさ、たまたま倉くら咲さきさんを見かけたから……ラーメン美お味いしそー」

　一人が千ち春はるの昼食を覗のぞき込こんでいると、もう一人の女子がこちらに目を向けた。

「ところで、その男子はだあれ？」

「彼は一年の颯そうくん。私と同じ中学出身なんだ」

「へえ……あっ、もしかして、例の元浪人生の人？」

「なっ!?　どうしてそれを……」

　俺が驚いて聞き返すも、彼女は平然とした様子で答える。

「だって恵めぐみが言ってたもん。昨日の放課後、十代とみられる男性が、二年の廊下で突然元浪人生だと叫び出す事案が発生したって」

　やはり雄ゆう介すけらが言っていた、俺のあの行動が一部の間で噂うわさになっているというのは本当だったようだ。だけどなんだよその言い方は。まるで変質者が起こした事件みたいな扱いじゃねーか。確かに内容自体は間違っちゃいないけど。

「さすが松井さん、情報が速いね」

　なぜか感心する千春。その言葉に、松井と呼ばれた女の子はふふんと鼻を鳴らした。

「あったりまえでしょ～？　松井美み咲さきの情報網なめんなっ！」

「まあ、その情報源はほとんど恵だけどね～。恵の情報網なめんなって言う方が正しいんじゃない？」

「うっ、うるさい優ゆう香か！　それは言わない約束でしょっ！」

　なんだか賑にぎやかな二人である。どうやら片方の女子は松井美咲、もう一方の女子は佐伯優香という名前のようだ。

　すると、松井美咲が感心したように俺のことを見つめてきた。

「でも、あの演劇部の魔の手から、倉咲さんのこと助けたんでしょ？　一年生なのにやるわね～」

　そのセリフに、佐伯優香が口を挟む。

「一年は一年でも、もともと私たちと同学年よ、美咲」

「あっ、そっか。でもまあ、別にどっちでも良いいや。とにかく、凄すごくカッコ良かったんだって？　私も見たかったな～」

「演劇部の子たちが言ってたらしいよ。あれじゃ私たちが悪役みたいじゃんって」

　よく分からないが、俺はこの先輩たちに褒められているみたいだ。彼女たちから、元浪人生の俺に対する偏見は一切感じられない。

　とそのとき、美み咲さきがニヤリと目を光らせた。千ち春はるに尋ねる。

「それで、二人はぶっちゃけどういう関係なの？」

　その言葉に俺はドキリとした。俺と千春の関係、それは……。俺の視線が千春に注がれる。彼女は何と返すだろう。

「……颯そうくんは、私の……………………と、友達、かな」

　少し間を空けて、千春は小さく笑いながら、ポツリとそう答えた。

（友達、か……）

　俺は脳内でその言葉を繰り返す。昨日彼女の口からそれを聞いたときと、全く同じ脳の信号を感じた。

「ふーん、友達ねぇ……」

　美咲は俺と千春を見比べながら、そう呟つぶやいてニヤニヤしている。信じてなさそうに見えるが、その邪悪な笑みの裏で一体何を考えているのだろうか。

　すると二人の女子は突然、思い出したように言った。

「そうだ、倉くら咲さきさん。今度の休みにみんなで遊びに行かない？」

「ボウリングとかカラオケとか！　期末テストも終わったし、パーッと打ち上げしようって恵めぐみたちとも話してるんだ！」

「倉咲さんにも来て欲しいな～。どう？」

「カラオケで倉咲さんの歌、また聞きたいよ！　とっても上手だもんね」

「打ち上げか～。そうだね、行こっかな」

　二人からのそんな熱烈な誘いを受け、首を縦に振る千春。するとその答えを聞いて、美咲たちは嬉うれしそうに笑みを見せた。

　そして彼女たちの話は続く。俺の目の前で、楽しそうに休みの予定を話し始めた三人。その和気あいあいとした空間には、とても俺が入る余地など無いように見える。俺はそんな様子を、カレーを食べながらぼんやりと見つめていた……とそのとき、

（なんか倉咲さん、俺と話しているときと若干雰囲気が違うような……）

　一瞬そんな感じを抱いたのは、俺の気のせいだろうか。




「────さっきの二人は私のクラスメイトなの。ときどき一緒に遊ぶんだ」

　美咲たちが立ち去った後、千春はそう教えてくれた。

「なんか、イケイケな感じの人たちだったな」

（あんな集団に遊びに誘われるなんて、倉咲さんはやっぱり人気者なんだな……）

「だよね。クラスでも結構中心にいるような子たちなんだ」

「クラスの中心、ねぇ……」

「あの人たち、勉強もできるんだよね。進路のこととか、熱心に話していたりもするし」

（なるほど、意識高い系って奴やつか……）

「おまけに気さくで性格も良くて。そりゃあ、必然的にクラスの中心になるよね……」

「……倉くら咲さきさんも、そのグループのメンバーなのか？」

　俺が何気なくそう問いかけると、千ち春はるは少し俯うつむきがちになって声のトーンを落とした。

「私は……どうだろう……」

「……」

　暫しばしの沈黙。そこで言葉を切った彼女は、しかし数秒後、俺の方を見て明るくこんなことを言ってきた。

「……ねえ、お昼を食べ終わったら行ってみたい所があるんだけど、良いい？」




（ここは……）

　千春の提案で俺たちがやって来たのは、またしてもこの場所だった。昇降口にある、色とりどりの短冊が吊つるされた例の大きな笹ささ。その前に立って眺めながら、千春は口を開く。

「たくさん吊るされてるね～」

「そうだな」

　ここに来ると、否いやが応おうでも昨日の出来事を思い出してしまう。ここで偶然見つけた、あの後輩の短冊。そこに書かれていた内容が俺の頭から離れない。

（青あお海み……）

　そんな俺の気持ちなど知る由もなく、千春は笑顔で話し続ける。

「このイベントね、去年もやってたんだよ。えいっちと一緒に短冊を吊るしたのを覚えてるなぁ～。何てお願いしたんだったかな」

（去年、か……）

　千春のその言葉に、少しだけ胸が締め付けられる。俺が一人孤独に勉強していたあの一年間、彼女はこの学校で何を思い、どう過ごしていたのだろうか。俺の知らない彼女の姿が、そこにはあった。

「実はまだ他の人の短冊、ちゃんと見てなかったんだよね。みんな、何てお願いしたのかな～？」

　そう言いながら、千春は目に留まった短冊を一つ一つ観察し始めた。そういえば俺もまだ確認していない。知り合いがどんなお願いをしているのか、こっそり覗のぞき見みてやろうか。ということで、彼女に倣って俺も見て回ることに。すると早速、見知った名が。




　────パパのお店がもっと繁盛しますように！　桜さくら井い美み宇う

（可愛かわいらしい字で書かれた、なんとも彼女らしいパパ想おもいで健けな気げな文面である）




　────生きている間に絶対彼女ができますように　柏かしわ木ぎ雄ゆう介すけ

（入学式からだいぶ譲歩したな。とても現役の高校生がお願いする内容とは思えないぞ）




　────Ｓ・Ｔがヘタレを卒業できるように、彼の食べるカレーにこっそり激辛香辛料を大量投入したい　野の田だ栄えい子こ

（……Ｓ・Ｔって誰のことだろう、分からないなぁ。ってか、荒療治にも程があるだろ。それに『したい』って、もはやお願いじゃなくて犯行予告じゃねーか……よ、よし、決めた。見なかったことにしよう）




　そしてしばらくして、ついに俺は見つけてしまった。無意識に探し求めていた、憧れの女の子の短冊を。しかしそこに書かれていた内容を見て、俺の動きが止まる。




　────あの人に自分の気持ちを届けられますように　倉くら咲さき千ち春はる




「えっ、これって……」

（……『あの人』って誰だ？　もしかして、倉咲さんには俺以外に好きな人が……）

「あっ、見られちゃった？」

　不意打ちのように背後から放たれたその言葉に、俺は体を震わせた。気付くとすぐ後ろに千春が立っている。俺は恐る恐る尋ねた。

「倉咲さん、これは……」

「それはね、颯そうくんに、あの交通事故の日のお礼を言えますようにって意味なんだ。本当は颯くんの秘密に気付いてたのに、勇気が出なくてなかなか言い出せなかったから」

「ああ、なんだ。そういうことか……」

　その説明を聞いてホッとした俺。どうやら少し早とちりしてしまったらしい。だが今の一連の流れはちと怖かったぞ。すると千春は、少し上を見上げながら微笑ほほえんで呟つぶやいた。

「……だからね、このお願いはもう叶かなっちゃったんだ」

「……七夕様様だな」

　俺のその返しに、千春は首を横に振った。

「違うよ、颯くんが勇気を出して言ってくれたから。全部、颯くんのおかげだよ」

「そんなこと……」

「……ねえ、ところで颯くんも短冊書いた？」

「ああ、まあな」

「何てお願いしたの？　周りのみんなに浪人生だとバレませんように、とか？」

　発想があいつと一緒じゃねーか。天然なのか、それとも狙って言っているのか。

「これだよ、これ」

　俺はその場所まで彼女を案内すると、その短冊を見せた。少し気恥ずかしくて、それを見る彼女の顔を直視できなくて、自分の目線を彼女から逸そらしながら。




　────憧れのあの人に想おもいを伝えられますように　Ｓ・Ｔ




「颯そうくん……」

「……そうだよ。だからもう俺の願いも、昨日叶かなったんだ」

「……ありがとう」

　そんな声が聞こえて、俺は千ち春はるを見た。彼女の顔は若干赤らんでいる。

「なんでだよ？」

「だって私、嬉うれしかったから……」

　倉くら咲さきさんは男子に告白されることくらい慣れっこだろ？　そんなセリフは、しかし俺の口からは出てこなかった。

「ふふっ」

「？」

「なんだか私たち、似た者同士だね……」

[image: ]

「え……？」

　そう言って、少し照れ臭そうにする千ち春はる。

（俺と倉くら咲さきさんが、似た者同士……それって……）

　とそのとき、彼女は思い出したように壁に掛けられた時計を見た。

「あっ、そうだ。そろそろ午後の授業が始まっちゃう」

「ん？　もうそんな時間か」

　気付けば、授業開始まであと五分ほどしか無かった。この女の子との時間が楽しくて、時が経たつのをすっかり忘れていた。

「じゃあ私、そろそろ行くね。またね、颯そうくん！」

「……ああ、またな」

　笑顔で俺にそう言って、彼女は足早に二年フロアへと戻って行った。それを見届けてから、俺も自分の教室へ歩き出す。

　なんだかあっという間の昼休みだった。俺をフッたはずの千春がどうして俺を誘ってくれたのかは分からない。だけど、そんな理由などどうでも良くなってしまうくらいに幸せなひと時だった。想おもい人との時間は夢のようで、少し名残惜しい。

（俺が倉咲さんと同じ学年だったら、もう少し長い間、一緒にいられたんだろうか……）

　ふと頭に浮かんだそんな感情を、俺は頭を振って消し去った。
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　しかし翌日も、彼女は俺の前に姿を現した。昼休み、またしても彼女は俺を食事に誘いにやって来たのだ。

　そして現在、俺たちは空き教室でパンを頬ほお張ばっている。今日は食堂メニューではなく、購買で購入したパンが昼食だ。

　空き教室の中にいるのは俺たち二人だけ。第三者の目の及ばないこの二人っきりの空間は、俺たちだけの秘密のスペースのように感じられて、随分と居心地が良かった。大好きな人との時間は至福の時だ。だが、俺の中で疑問が膨らんでいく。

（どうして……？）

　俺たちはあくまでただの友達に過ぎないはず。おまけに俺は彼女に一度フラれているのだ。にもかかわらず、この彼女の急な積極性はどういうことなのだろうか。

（倉咲さんは俺のこと、本当はどう思ってるんだろう……？）

「美お味いしい～」

　千春が手に持ったメロンパンが、外の光を反射してきらりと光る。それを見ながら、俺はどうしても気になっていた疑問をついに口にした。

「……なんで倉くら咲さきさんは、俺に会いに来てくれるんだ？」

「へ？」

　俺の横で美お味いしそうにパンを頬ほお張ばっていた千ち春はるは、突然の俺の質問に目を丸くする。

「もちろん俺は嬉うれしいけどさ、でも俺たちって──」

「──前に言ったじゃない。これから色々知っていこうって。まずは友達として、ね」

「……」

　そして千春は、俺の目を見ながら優しい声で言った。

「私、颯そうくんのこと、もっと知りたいの」

「倉咲さん……」

「だからね、これからも、また一年一組の教室に行っても良いいかな？」

（……そんなの、俺の返事は一つに決まっている）

「……ああ、もちろん」

　俺がゆっくりそう答えると、千春は微笑ほほえんだ。この心臓から溢あふれ出でそうになる気持ちの正体は一体何だろうか。

「あっ、メロンパン、無くなっちゃった」

　千春は空になった袋を片付けると、パックのいちご牛乳を飲み始める。ストローを咥くわえて飲む、彼女のその至極当たり前の仕草すら可愛かわいくて、俺はそんな姿を直視できずに顔を下げた。
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　こうして、俺は千春と多くの時間を過ごすようになった。憧れの同い年の先輩との甘々な生活。関係はただの友達だ。だが、俺にとってはそんなことどうでもよかった。大好きな女の子と、一緒にいられるのだから。

　一方それとは対照的に、俺と青あお海みの関係は完全に疎遠になってしまった。行き帰りも別々になり、学校でも会話が無い。彼女は例の仲良し女子たちと一緒にいることが多く、たまに俺と目が合ってもすぐに逸そらされてしまう。この後輩クラスメイトのことを気がかりに感じつつも、俺は彼女に何と声を掛ければ良いか分からない。

　俺たち三人の関係は、以前までとはまるで正反対になってしまった。昼休みや放課後は、青海と一緒に過ごす時間から、千春と仲を深める時間に変わった。あの告白の日を境に全てが変わってしまった。今、一番俺の隣にいるのは千春だ。




　今日も俺は、廊下で千春との会話を楽しんでいた。するとそのとき、偶然その横を青海が通りかかる。

「あっ……」

　千ち春はるの口から声が漏れるのとほぼ同時に、俺もその後輩の存在に気付いた。彼女も俺たちと目が合う。

　しかしそれは一瞬のことだった。青あお海みはこちらの様子を一いち瞥べつした次の瞬間、こちらから声を掛ける間もなく、慌てたように俺たちの前から走り去ってしまったのだ。

（青海……）

「あれっ、青海ちゃん、どうしたのかな？」

　事情を知らない千春が首を傾かしげる。

「そう言えば最近の颯そうくん、青海ちゃんと一緒にいるところ見ないよね。何かあったの？」

「いや……」

　俺が何も言えないでいると、しばらくして彼女は閃ひらめいたように言った。

「もしかして颯くん、青海ちゃんに何かいやらしいことでもしちゃったんじゃ……」

「な!?　そ、そんなわけ……」

「ホントに？　セクハラして怒らせちゃった、とかじゃないの？」

　俺のことを疑惑の目つきで見つめる千春。誤解だ、そう言いたいが、「じゃあどうしたの？」と鋭く尋ねられたら答えられない。

　するとそこへ、廊下に設置されたスピーカーから何やら音楽が聞こえてきた。と同時に、千春の意識が俺から逸それる。少し上を見上げるその姿から察するに、流れてくるその音楽に意識が向いている様子だ。

　それは放送委員が流すお昼の放送だった。うちの高校の生徒なら誰でも曲をリクエストすることができ、許可されればこのように昼休みに流してもらうことができる。そして今かかっているのは、アップテンポで爽快なリズムに、複数の女性シンガーたちのハーモニーが特徴的な元気溢あふれる曲だった。どこかアイドルソングのような印象。

「……」

　千春はじっとそのメロディーに耳を澄ませている。その表情は楽しそうに見えて、どこかその裏に、うっすらと切なさが隠れているように見えた。

「倉くら咲さきさん？」

　俺の呼びかけに、千春は我に返ったようにこちらを向く。

「……ああ、颯くん。ごめんごめん」

「お気に入りの曲なのか？」

「えっ、ああ、うん。ちょっとね……」

「？」

　少し赤らめた顔を俯うつむかせる千春。視線は左右に泳いでいる。しばらくそうしていたかと思うと、やがて彼女は躊躇ためらいがちに口を開いた。

「……えっとね、颯そうくんってさ、その、もしも、もしもだよ？　仲の良いい人が、意外な趣味を持っているって知ったらどう思う？」

「意外な趣味？」

「うん。それが……例えば自分にはよく分からない分野だったとしたら……その、笑ったりとか、引いちゃったりとか、する？」

　上目遣いで恐る恐る、千ち春はるは言葉を紡いだ。

「……別に、そうなんだって思うだけだよ」

「……え？」

「趣味なんて人それぞれだろ。他人に迷惑を掛けたりしない物なんだったら、それでその人の印象が急に変わったりなんか、しないと思うぜ」

「そ、そっか……」

「それにさ、それくらいのことで距離ができたりするような人なんて、初めから仲が良いなんて言えないだろ？」

「そ、それは……」

　俺の言葉に千春は少し黙り込む。その顔は、ややハッとした様子で何かを必死に考えている、そんな真剣な表情だった。

「……ねえ、颯くん」

「なんだ？」

　そして数秒後、千春は俺の目を見つめながら、はっきりとした声でこう言ったのだ。

「明日の放課後、私に付き合ってくれない？　ちょっと行きたい所があるの」
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（行きたい所ってどこだろう……？）

　翌日の放課後、俺は校舎の入り口の所で相手を待っていた。

（でもこれって、倉くら咲さきさんからのデートのお誘いってことだよな。楽しみだなぁ……）

　これからのことにワクワクしながら待つこと数分、彼女が現れる。

「ごめーん、颯くん。帰りのホームルームが長引いちゃって！　待った？」

「いや、俺も今来たとこ」

　俺はそんなお決まりの言葉を返した。待ち遠しくて、放課後になるや否やすぐに教室を飛び出して来たなんて言えない。

　もちろん青あお海みのことが気にならないと言えば嘘うそになる。でも今はこの大切な時間をできるだけ楽しみたい、その気持ちでいっぱいだった。

「じゃあ、行こっか」

「ああ」

　そして俺たちは二人並んで歩き出す。普段だったら鬱陶しいはずの夏の暑い日差しなんて、今日は全く気にもならなかった。




　千ち春はるに連れられて向かった先は日につ本ぽん橋ばしだった。

「行きたい所ってここか？」

「うん」

　以前、お詫わびという名目で青あお海みと一緒にやって来たこの場所。高校から徒歩数分の距離にあるこの一帯は、今日も賑にぎやかだ。

「付いて来て」

「おう」

　千春に言われるがまま、俺は彼女に付いて歩いた。彼女は慣れた足取りで、目的地に向けて進んで行く。美少女を連れているからなのか、心なしか周りの人の視線を感じるような気がするのは自意識過剰だろうか。派手な看板が立ち並ぶこのカラフルな空間で、この女の子の可愛かわいさは余計に輝いて見える。

　歩きながら、不意に千春は口を開いた。

「……颯そうくん、昨日言ってたよね？」

　その話し方はどこかぎこちない。ちょっぴり緊張しているのか、その顔もやや硬かった。

「仲が良いい子に意外な趣味があったとしても、笑ったりなんかしないって」

「ああ、言ったよ」

　俺がそう返すと、千春は俺の目をじっと見て言った。

「……武士に二言は無い……よね？」

　俺は武士では無い。だが二言が無いことは断言できる。だから、俺は小さく頷うなずいた。

「そ、そう……」

　信じてもらえたのだろうか、少しホッとしたような表情で、彼女は再び前を向いた。

　やがて彼女は一つの店の前で立ち止まった。俺にちらりと視線を送ってから、中に入る。そこは、アニメ系の商品を多く取り扱う、青色がイメージカラーの某ショップだった。以前俺と青海が、フィギュアを眺めていた千春と栄えい子こに遭遇した例の店だ。

　俺がほんの一ひと月つきほど前のそんな出来事を回想している間も、千春はどんどんと店の奥の方へ足を踏み入れていく。左右に所狭しと商品が陳列された中をしばらく進むと、彼女はとある場所でようやくその足を止とめた。彼女の目の前には、中央にアニメの映像が流れているディスプレイが置かれ、その周りには、ＣＤや書籍といったその作品の関連商品らしき物が並べられている。どうやらその作品の特設コーナーのようだ。

　そのブースの前で立ち止まった彼女は、目の前の数々のグッズが目に入るや否や、やや緊張気味だった顔を和らげた。

「これこれ、これが欲しかったんだよ～」

　そして、そんな喜びの声を上げながら一枚のＣＤを手に取る。お目当てのものが見つかった様子の彼女の顔は、いつにも増して明るい。

「これでコンプリートかな……」

　そう言って彼女は、美少女キャラで埋め尽くされたそのスペースをなおも物色し始めた。その姿は心底楽しそうな、そんな風に見える。

（倉くら咲さきさん、なんだかとっても幸せそうだなぁ……）

　そんな千ち春はるを隣でじっと見つめていた俺。興味津々な様子でグッズを吟味する彼女の行動は、いつまで見ていても飽きない。

　すると少し経たってから、不意に俺の方を向いた千春は小さく照れ笑いを浮かべた。

「……えっとね、実は私……他のみんなには秘密にしてるんだけど、中学のときからずっと深夜アニメにハマってて……」




　それから千春は話を続けた。どうやら彼女は深夜時間帯に放送されている、可愛かわいい女の子がたくさん出てくる美少女系アニメが大好きなのだという。しかもこの秘密を知っているのは、自分以外では栄えい子こだけらしい。

「それで、私がこの高校を選んだ理由も、この街の近くにあったからなんだ。学校帰りにすぐに遊びに行けるから。学力的にもちょうど良かったし……」

　千春がわざわざ地元から遠いこの学校を選んだのはそういうことだったのか。俺がずっと気になっていた疑問が、ここで一つ解決した。

「なるほど、そういうことだったのか……」

「…………変、かな？　女の子なのに、こんな趣味を持ってるなんて……」

　上目遣いをしながら、そう不安そうに尋ねてくる千春。その可愛さに一瞬ドキッと心を持って行かれそうになりながらも、俺は努めて冷静にこう答える。

「いや、これっぽっちも変だとは思わないな。だって昨日も言っただろ？　趣味なんて人それぞれだって。だから全然恥ずかしがること無いと、俺は思う」

　俺のその言葉に、千春は安心したように顔を上げると、

「……そっか、そうだよね……ありがとう、颯そうくん」

　そう言って俺ににっこりと微笑ほほえんでくれた。ゆるふわな薄茶色の髪が小さく揺れる。そんな髪の動きすら愛いとおしく感じて、彼女の表情に己の心臓が仕留められそうになる。

「だから昨日、俺にあんなこと聞いたんだな」

「うん」

「だけど、どうして俺にだけ……クラスの仲の良いい子たちにも内緒にしてるんだろ？」

「だって、颯そうくんにだったら話しても大丈夫だって、そう思えたから」

　はっきりとした口調で、千ち春はるはそう言った。なんだかこそばゆい。

「……それに、私の趣味のこと、颯くんには知って欲しかったんだ」

　そう話して微笑ほほえんだ千春は、さらに勢いよく続ける。

「だってさ、この女の子たち見てよ！　みんなとっても可愛かわいいでしょ！」

「ああ、確かに……」

　俺は改めて目の前のブースを観察しつつ答えた。煌きらびやかな衣装を身に纏まとった複数の女の子たちが、笑顔で俺たちのことを見つめている。

「彼女たちはね、アイドルをやってるんだけど、みんなそれぞれ苦労や悩みがあって……でも決して諦めること無く、仲間と共に前へ進んでいくの。そんな姿を見てるとね、私も勇気を貰もらえるんだ。それでね……」

　そこまで話した千春は、一人の女の子のグッズを持ち上げた。

「私の推しメンはこの子なんだ。名前は雫しずくちゃん。クールキャラで、あまり感情を表には出さないんだけど、奥に秘めた想おもいは凄すごく強くて……誰よりもアイドルのことを真剣に考えていて、陰の努力を怠らない頑張り屋さんでね。その一方でたまに垣かい間ま見みせる弱みだったり、変なところでツボに入って笑い出しちゃったりするところとか、人間味があるというか、ギャップがあって応援したくなるの。その可愛さと言ったら──」

　つい数分前までの硬さが嘘うそだったかのように、淀よどみ無なく饒じよう舌ぜつに語る千春。今までずっと我慢していた想いが体の奥から湧き出て来る、その快感を抑えられないような、そんな印象を受けた。

（もしかしたら、この『好きの気持ち』を、ずっと誰かと共有したかったのかな）

　彼女の様子を見ながら、俺はふとそんなことを思ったのだった。

「──でねっ、雫ちゃんと一番仲が良いいメンバーが……って、あっ」

　そこでようやく我に返った千春は、ハッとしたように言葉を止めた。苦笑いを浮かべながら、ゆっくりと俺の方を見る。

「えっと……あはは、ごめんね。夢中になっちゃってたよ」

「いや、それだけ好きってことだろ？　このアニメと雫ちゃんの魅力が、余すこと無く伝わって来たよ」

「そ、そう……ねえ、颯くんはこのメンバーの中で誰が一番可愛いと思う？」

　彼女からのそんな問いに、俺は数秒考えてから一人の女の子を指差した。無難に雫ちゃんにしようかとも思ったが、あえて別の女の子を指名。

「そうだな……この子かな？」

「おぉ～」

「なんだよその反応は」

「いや、そこ行ったかぁ～と思って」

　なんだか嬉うれしそうな千ち春はるである。誰かとこんな会話をすることも、今までほとんど無かったに違いない。

「この子は瑞みず葉はちゃんって言って、ファンの人気投票で常に一位の子なんだ。さすが颯そうくん、見る目あるね。やっぱり瑞葉ちゃん、可愛かわいいもんね～」

　その少女を見つめながらそう話す千春。それを聞きながら、しかし俺はこう思うのだ。

（確かにその女の子も含め、皆可愛いと思う。だけど……）

　本音を言えば、どのキャラにだって一番は付けられない。だって俺にとって一番のアイドルは、今、俺の前で誰よりも笑顔を輝かせている、このアニメ好きの女の子なんだから。




「……でも、倉くら咲さきさんはいつごろからこういうのにハマったんだ？」

　俺は近くに置かれた、キャライラスト付きのミニタオルを一枚、手に取りながら尋ねた。

「えっと、それはね……」

　少し落ち着いた口調で返した千春。さっきまでとはやや空気が変わる。暫しばし間を取ってから、彼女はポツリポツリと言葉を紡ぎ始めた。

「私の家ってさ、両親が共働きでね。だから小さいときから、私はいつも家に一人でいることが多かったの」

　彼女はその頃を思い出すかのように懐かしそうな目をする。

「それで小学校低学年くらいの頃からかな、一人のときにね、よくテレビでアニメを見ていたんだ。一人で過ごす時間も、アニメを見ていたらちっとも寂しくなかった。ううん、それどころか、とっても楽しかったの。話に夢中になっていたら、孤独なんて感じなかったから。それからかな、私にとって、アニメが生活の一部になったのは」

「なるほど……」

「当時は夕方にやってる子供向けアニメだったんだけどね。それが中学生の頃から、次第に深夜の美少女アニメにハマるようになって……いつの間にか虜とりこになってた」

　千春は目の前の棚に置かれたキャラ物のぬいぐるみを優しく撫なでる。

「だからね、私ってこう見えて、一人が苦じゃないんだ。みんなで遊ぶのも好きだけど、一人でアニメを見ているときが一番楽しかったり、そんな人間なの」

「もしかして、倉咲さんが部活に入らないのって……」

「……そうだね、それが理由、かな」

「……クラスのみんなには、言わないのか？」

「あの人たちは良いい人たちだけど、でもそういうのには興味無さそうだから。やっぱり、偏見を持つ人もいるかもしれないしね。私は、みんなと上う手まく付き合っていきたいの」

「そっか……」

　クラスのみんなと一緒にいるときの表の顔と、一人でアニメなどの趣味を楽しむ裏の顔。彼女はその二つを上う手まく使い分けながら、今まで生きてきたのだろう。

　それで俺は思い出した。数日前の食堂での、千ち春はると美み咲さき・優ゆう香かとのやり取りを。あの二人は互いを下の名前で呼び合っていたのに、千春だけは苗みよう字じにさん付け。加えて、二人と千春の間にうっすらと感じられた距離感。それらが妙に気になっていたのだが、彼女の説明を聞いてようやく腑ふに落ちた。

　クラスの中心メンバーたちとの絶妙な距離を保ちつつ、自分の趣味も全力で楽しむ。外と内とのバランスを大切にする他人との接し方……それは、小さい頃から一人でいる時間が長かった彼女が自然と身に付けた、学校での身の振り方、生き方だったのかもしれない。

　すると目の前の画面では、そのアイドルの女の子たちが歌に合わせて華麗に踊り始めた。その曲を聞きながら、千春が説明する。

「昨日学校で流れていた曲は、これの初期シリーズの曲なんだよ」

「あっ、だから倉くら咲さきさん、あんなに反応してたんだな」

　俺がそう言うと、千春は少し恥ずかしそうに笑った。

「うん。懐かしくて、あれを聞いていた頃のこと、思い出しちゃって……」

　そう言って、彼女は遠い目をした。恐らく、そのときも一人だったのだろう。

「音楽って、それを聞いていた頃の自分を蘇よみがえらせる力があると思わない？」

　その顔には、懐かしさと嬉うれしさと、切なさを全部足して三で割ったような、そんな何とも言えない表情が浮かんでいた。

「良いい記憶はもちろん、それがたとえ悪い記憶だったとしても、その歌詞とメロディーは容赦なく私の心の奥底から、それを掘り返してくるんだ」

「……そうだな。凄すごく分かるよ、その気持ち」

　俺も小五のとき、クラスのみんなからハブられていたあの頃に聞いていた曲は、今でも聞くのが若干怖くなったりする。

「まあ、歌自体には何の責任も無いんだけどね」

　千春がそう言い終わったとき、画面上ではちょうど一曲が終了したところだった。アウトロがすぅっと抜けて行った後、静かなステージ上ではアイドルたちがポーズを決めている。そう考えると、作り手にとっては一つの曲でも、聞く人たちそれぞれによって何万通りもの曲ができるのだと言えるかもしれない。

「ホント、良い曲だなぁ……」

　千春はポツリとそう呟つぶやいた。惚ほれ惚ぼれした様子で画面を見つめている。その姿を見る俺の脳内には、千春が自分の部屋でアニメを見ている光景が浮かんできた。自室で一人アニメと音楽を楽しむ、皆の知らないこの女の子の姿を想像したとき、俺は……。

「それじゃあ、そろそろ他の所も見て廻まわろっか！」

　千ち春はるは笑顔で俺を振り返ると、明るくそう告げた。そのにこやかな顔を見ていたら、なぜだか俺の胸は熱くなった。




　それから、店内をさらに巡った俺たち。千春には先程のシリーズ以外にも好きなアニメがたくさんあるようで、色々なコーナーに足を運んでは、楽しそうにグッズを眺める。横にいる俺に、その作品の面白さを伝授することも忘れない。もう隠す必要がなくなったからだろう、彼女は吹っ切れたように今の時間を満喫している様子だった。

　俺も大好きな彼女といられて幸せだった。青あお海みの件を先送りにして自分だけ楽しんで良いいのだろうか、そんな罪悪感ももちろん心の片隅にはあった。だが、千春と一緒にいるとそんな悩みもどこかに行ってしまう。彼女の弾はじけんばかりの笑顔を見ながら、

（俺は本当に、この子のことが好きなんだなぁ……）

　たった今日一日の間に、俺は何度そう思っただろう。




「楽しかったね～」

　結局一つの店内だけで二時間近くを過ごしてしまった。外に出た俺たちを夏の熱気が包み込む。七月の昼は長いが、それでも若干日は傾き始めている。

　すると俺の方を向いた千春は、突然申し訳なさそうな表情になった。

「……颯そうくん、今日はごめんね」

「？」

「私のわがままに付き合わせちゃって」

「そんなこと、無いさ」

「退屈じゃなかった？　私、勝手に一人で熱くなっちゃってたかも……」

「いや、楽しかったよ。倉くら咲さきさんのおかげで、いろんな面白そうな作品をたくさん知ることができたし」

「そ、そう？」

「ああ。それに、倉咲さんの新しい一面が分かって、嬉うれしかった」

　俺が小さく落とした言葉に、千春は顔を赤らめる。実際、本当に嬉しかった。（栄えい子こ以外は）誰も知らない彼女の秘密を、この俺だけが知っているのだ。そう考えると、何やら得体の知れない感情が湧いてくる。この気持ちに名前を付けるとすれば何だろう。

　千春は携帯を取り出すと、その画面を見ながら言った。

「もうこんな時間か～。じゃあ、今日はもう帰ろ────」

「────倉咲さん」

　駅の方へ歩き出す千春を、俺は静かに呼び止めた。足を止めた彼女は、不思議そうにこちらを振り返る。

「どうしたの、颯そうくん？」

「……ちょっと、付いて来て欲しい場所があるんだ」




　数分後、俺たちはカラオケ店の個室の中にいた。ソファに座る俺の対面に立って、両手にマイクを握る千ち春はる。二人きりの小さな室内には、この女の子の美しい歌声が響いている。

　やがて、一曲歌い終わった彼女は満足そうにマイクを下ろした。目に掛かった前髪を手で軽く払いながら、俺に問いかける。

「…………えへへ、どう、だったかな？」

「……最高だったよ」

　俺はそう答えてから、テーブルの向こう側に佇たたずむ千春に尋ね返した。

「倉くら咲さきさんはどうだった？」

「そうだね…………とっても気持ち良かった」

　その言葉に一切の嘘うそ偽いつわりが無いことは、彼女の今の表情を見ればすぐに分かる。今しがた彼女が歌ったのは、先程アニメショップで聞いた、あのアイドルシリーズの曲だ。

「……ありがとう、颯くん」

「？」

「私のために、ここに連れてきてくれたんでしょ？」
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　その問いかけに、俺の頭には数日前の食堂で聞いた、千ち春はるたちの会話が浮かぶ。




『そうだ、倉くら咲さきさん。今度の休みにみんなで遊びに行かない？』

『ボウリングとかカラオケとか！　期末テストも終わったし、パーッと打ち上げしようって恵めぐみたちとも話してるんだ！』

『倉咲さんにも来て欲しいな～。どう？』

『カラオケで倉咲さんの歌、また聞きたいよ！　とっても上手だもんね』




（……そう、それで俺は思ったんだ。倉咲さんはこういう場所で、今までずっと本当の自分を出せずにいたんじゃないかって）

　クラスのメンバーと一緒のときは、周りに合わせて自分を抑えていた千春。本当は自分の好きなアニソンを思いっきり歌いたいのに、空気を読んでそれを隠して……それが彼女の処世術だったから。

　趣味を楽しむ千春は、（栄えい子こを除いて）今までずっと一人だった。こんな場所で他の人を前に、真に好きな曲を歌う機会なんてほとんど無かったに違いない。

　昨日廊下で彼女が見せた、あのやや切なそうな表情を思い出す。そんな彼女のために、俺が少しでもその楽しさを共有できる相手になれるのだとしたら……。そう考えたとき、俺の足は自然とこの場所へ向かっていたのだった。

「……ま、まあな」

「私、嬉うれしかったよ。こんな場所でアニソンを歌うことなんて無かったから、最初は少し緊張したけど……でも歌っている間に颯そうくんの顔を見たら、そんなこと忘れてしまうくらいに、凄すごく安心できたの」

「そっか……」

　微笑ほほえむ彼女を見ていると、俺も笑顔になる。彼女から掛けられたその言葉は、俺にとって一番嬉しい一言だった。

「……にしても、倉咲さんの歌の上う手まさは、あの子たちが言っていたように圧巻だったな」

「そ、そんなこと……」

　千春は照れつつそう言ったかと思うと、次の瞬間、ゆっくりと俺にマイクを差し出してきた。少し顔を赤らめながら、その目は真っすぐに俺のことを見つめている。

「なんだ？」

「なんだ、じゃないでしょ？　ほら、颯くんも何か歌ってよ。私だけ歌って、それで終わりなんて許さないんだからねっ」

「……分かったよ」

「ふふっ、颯くんの歌声、楽しみだなあ……」

「……お手柔らかに頼むぜ」

　こうして俺たちはそれから一時間、目一杯カラオケを楽しんだ。千ち春はるの歌は本当に上手で心地良かった。いつまでも聞いていたい、そう思わせるくらいに。アニソンを熱唱しているときの彼女の姿は、今日一番輝いていただろう。

　たった一時間、サッカーだと一試合も終わらないくらいの短い時間だったけれど、憧れの女の子とのカラオケは心の底から楽しくて……。

（この時間がずっと続けば良いいのにな……）

　今日ほどこの気持ちが強くなったことは、今まで一度も無かったはずだ。





　　　　　　　　◇






　週末がやって来た。時期はもう七月中旬、あと十日ほどで夏休みだ。今日は学校も休みだし、バイトのシフトも入っていない。特に予定の無い一日である。久々に訪れた休息の時間に、俺は自分の部屋で目的も無くゴロゴロして過ごしていた。

　先日の千春との放課後デート（と言っても差し支えないのではないか）。彼女の新たな一面を知り、俺はますますあの女の子に惹ひかれていた。そして、ここ最近の彼女とのやり取りを振り返る。一度はフラれたものの、『友達』として、今は悪くない関係を築けているんじゃないだろうか。これは嬉うれしい誤算だった。まさか、告白を断られてからの方がより親密になれるなんて。今は俺の人生で、一番千春との仲が近づいていると言って良い。

　午後になって、ふと自分の部屋を掃除しようと思い立ち、重い腰を上げた俺。一学期の間に溜たまった、色々な書類やノート等を整理していると……。

（おや、これは……）

　プリント類の山の中から出てきたのは、とある写真だった。それは今から三か月ほど前の四月下旬、新入生全員で奈良に校外学習に行ったときの物だ。

　整理整頓の手が止まる。俺の思考は、その校外学習のときまで遡って行った────





　　　　　　　　◇






　その日、俺たち新一年生一行は、新入生オリエンテーションという名の校外学習で奈良に来ていた。大阪から電車で約一時間、近きん鉄てつ奈良駅から地上に出ると、そこはもう奈良の中心部である。

『えへへ～、まさか颯そう太た先輩と一緒に遠足に行ける日が来るなんて～』

『中学のときは学年が違ったから、そんな機会無かったもんな』

　俺の隣には、なんだかとても嬉しそうな青あお海みがいる。今は自由散策の時間。俺たちは男子五人、女子五人の計十人グループで行動していた。元々は男女別で動いていたのだが、途中から合流したのである。

　そしてそんな一行は現在、奈良公園の中へと足を踏み入れていた。ここは鹿がたくさん生息していることで有名な、奈良のお馴な染じみ一大観光スポットの一つだ。

『わあ～、先輩！　鹿さんです！　鹿さんがたくさんいますよ！』

『ホントだな。ところでその手に持っているのは何だ？』

『これですか？　これは鹿せんべいですよ。鹿さんたちにあげようかなって思いまして』

　なんだか校外学習を心から満喫しているような様子の青あお海みである。

『あっ、ちょっとあの鹿さんにあげてきますねっ』

　そう言うと青海は、狙いを定めた一頭の鹿の元へ小走りで駆け寄って行った。

（元気だな……）

　俺はその後ろ姿を見送ると、改めて辺りを見回した。公園内はたくさんの観光客で賑にぎわっていた。辺り一面に広がる、手入れの行き届いた綺き麗れいな緑の芝生。その上をのんびりと歩くたくさんの鹿たち。ポツリポツリとそびえる木々は、風が抜けると葉の擦こすれ合う音を響かせる。どこかゆったりとした、落ち着きを感じさせる新鮮な空気のおかげで、これまでの日々の疲れがリフレッシュされそうだ。

（……去年の今頃は、倉くら咲さきさんもここに来て、俺と同じ景色を見ていたんだろうか）

　ふとそんなことを想おもってしまう。もし浪人なんてせず、今の高校に千ち春はると同じ学年で入学できていたら、彼女と一緒にこの公園を回れていたのだろうか。一緒に鹿せんべいをあげたり、ソフトクリームを食べたりできたのだろうか。

（…………って、俺は何を考えているんだ！　そんなどうしようもないことを想像したってしょうがないだろ！）

　俺は頭を振って気持ちを切り替えると、先程青海が去って行った方向へと視線を戻した。だが……。

（あれ？　あいつどこ行った？）

『おーい、高たか村むらー！』

　俺の背後から雄ゆう介すけの声が聞こえる。振り返ると、彼は一頭の鹿の背中に手を当てながら、こっちに向かってもう一方の手を大きく振っているところだった。

　その一人と一頭の近くまでやって来た俺は尋ねる。

『どうしたんだ、お揃そろいで』

『この鹿、俺にすっごく懐いてくれるんだよ。もうマブダチだな』

『そうかい（マブダチって言葉、久々に聞いたぞ）』

　俺がこのクラスメイトの年齢詐称疑惑をさらに深めていることなど露知らず、雄介は俺に携帯を手渡してくる。

『ってなわけで、ツーショット写真を撮りたいから、撮影をお願いできるか？』

『了解』

　俺は彼の携帯を拝借すると、鹿との仲良し写真を撮ってあげた。

『サンキュー。お、そうだ。高たか村むらも一緒に入らないか？　三人で撮ろうぜ』

　そして俺と雄ゆう介すけは鹿の左右に陣取った。こうして間近で見ると、結構可愛かわいらしいんだな。いや、雄介がじゃなくて、鹿が。

『……で？　誰が撮るんだよ？』

　二人と一頭が横に並んだ状態で、俺がそんなツッコミを入れた、そのときだった。公園中に聞こえるんじゃないかという大きな叫び声が、俺たちの耳を突き破ったのは。

『キャ─────！！！！』

『この声は……藤ふじ本もと!?』

『行くぞ、高村！』

　俺たちは目を合わせると、すぐさま駆け出した。




　青あお海みはあっという間に見つかった。というのも、鹿せんべいを持つ彼女の元には大量の鹿が群がり、探そうとしなくたって嫌でも目に入る目立ちっぷりだったからである。餌を求めて集まったおよそ十頭近い鹿に囲まれ、大慌ての青海。走って来た俺の姿に気付いた彼女は、鹿せんべいを持った右手を精一杯俺の方に伸ばしながら、大声で叫ぶのだった。

『助けてくださーい、颯そう太たせんぱーい！』

『何やってるんだよ、お前は！』

　一瞬助けようかと思った俺だったが、なんか面白いんで少し離れた所からその光景を眺めてやることにした。

『きゃー、鹿と戯れる藤本さん、かわいー！』

『こっち見て、藤本さん！』

『藤本さん、鹿に愛されてるね！』

　グループの他の女子たちもそんな言葉を掛けながら、楽しそうにパシャパシャと写真を撮りまくっている。どうやら助けようという気は微み塵じんも無いらしい。

　そんな孤立無援の状況の中、青海は一人、必死に救いを求め続けていた。

『私を見捨てないでくださーい、颯太せんぱーい！』





　　　　　　　　◇






（────楽しかったな、校外学習……）

　そこまで回顧した俺は、心の中でポツリとそう呟つぶやいた。大勢で賑にぎやかに過ごす一日は、浪人生活を終えたばかりの俺にとっては、とても新鮮で懐かしいもので……。

　俺は再び手に持った写真に目を向けた。多くの鹿に囲まれ、アタフタする青髪の女の子の姿が、そこには写っている。

（青あお海み、お前は本当にドジと言うか、おっちょこちょいと言うか……）

　その滑稽な様子を眺めながら、クスリと笑う。そんな散々（？）な目に遭いながらも、その日の青海はいつにも増してずっと楽しそうだった。思えば高校で再会してからの彼女は、以前とは打って変わって、明るく元気な女の子になっていた。だけど……。

　青海が俺に言った言葉、俺に見せた態度。その裏に隠された彼女の真意に、当時の俺は全く気付いていなかった。今になって思えば、そのどれもがしっくりくる。

　俺は中学時代の、陸上部での彼女を再び思い返した。周囲の期待に押しつぶされそうになり、倒れるまでハードな練習を続けた青海。そして俺はこう思うのだ。

（……あいつはあの頃からずっとそうだ。いつも自分一人で抱え込んで、無理をしてしまうんだ）

　気付けば、外はもう夕方になっていた。色々なことを考えていたら、いつの間にかかなり時間が過ぎてしまっていたらしい。

　結局、部屋の掃除は最後まで終わらなかった。
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　週も明け、月曜日の昼休み。教室にいた俺の元にやって来たのは、今日は千ち春はるではなくあの人物だった。

「なあ、高たか村むら」

「柏かしわ木ぎ、どうした？」

　俺が雄ゆう介すけに呼ばれて振り返ると、彼は何やら教室のドアの方を指差している。

「あれ、お前に来客じゃないのか？」

　彼の示す方角に目を向けるとそこには、ドアの陰に隠れるようにしながらこちらの方を見つめている、金髪ツインテールの女の子の姿が。俺と目が合うや否や、彼女は右手でこちらに手招きする。来いということらしい。

　席から立ち上がった俺は、彼女の傍そばまで歩いて行った。

「どうしたんだ？　桜さくら井いが俺を呼びに来るなんて珍しいな」

　それには答えず、その女の子──美み宇うは不満顔を見せる。

「もう、早く気付きなさいよね。美宇、ここでずっと待ってたんだから」

　どうやら彼女は少し前からここにいたらしい。

「それなら俺の名前を呼ぶか、直接俺の所まで来てくれたら良かったのに」

「そ、そんなの恥ずかしいじゃない。それに、他のクラスの教室に入るのって勇気がいるし……」

　美宇は少しバツが悪そうな顔をしながら、囁ささやくような声でそう言った。そうだった、確かこいつは超が付くほどの人見知りだったっけ。つまり一組の教室の前まで来たは良いいものの、俺の呼び出し方に困り、そのままずっとこの場所で立ち往生していた、ということなのだろう。

（まったく……雄介が気付いてくれなかったらどうするつもりだったんだよ）

「それで？　用件は何なんだ？」

「そうね……あの辺りで話しましょうか」

　美宇は他の通行人の邪魔にならないよう、廊下の窓側の端を指差した。それに従い、俺たち二人はそのスペースへと移動する。外の熱気が感じられるくらい窓に近い場所まで来たところで、彼女は切り出した。

「…………で？」

「で、とは？」

「いい加減、そろそろ話してくれても良いいんじゃない？」

「何の話だ？」

「だーかーらー、あの日の放課後の話よ。美み宇うが知ってるのは、あんたが二年の廊下で倉くら咲さきさんを助けたってことだけ。その後、彼女と一体何があったの？」

　美宇はこの数日間、ずっとそれを疑問に思いつつも、俺に気を遣って聞かずにいてくれていたようだ。彼女のその疑問に、ゆっくりと頷うなずいた俺。

「別に隠していたわけじゃないんだ。分かった、話すよ」

　これまで何かと俺のサポートをしてくれたこの女の子には、その内容を知る権利がある。それに俺も、誰かにこの思いを話したい気持ちでいっぱいだったのだ。

「実は────」




　それから俺は、あの日の出来事について美宇に話した。空き教室で千ち春はるに全てを打ち明け、そして彼女に想おもいを伝えたこと、その全てをこの女の子に説明する。すると数分後、俺の話を聞き終えた美宇は、とても嬉うれしそうな顔で声を上げた。

「すごいじゃない、高たか村むら！　ついに倉咲さんに告白できたのね。やっと一歩を踏み出せたんだ」

「ああ。だけどこれも全部、桜さくら井いが色々手伝ってくれたからだよ。俺一人じゃきっと無理だったと思う。だからさ、本当に感謝してるんだ」

　俺の言葉に、美宇は分かりやすく顔を赤らめた。

「べ、別に、私は何もしてないわよっ。ただ高村が頑張っただけ」

「……」

「結構時間がかかっちゃったけど、それでもようやく目標を達成できたのね」

「まあ、結果はフラれたんだけどな」

　俺が自嘲気味にそう言って苦笑いすると、彼女は瞬まばたきする。

「でも先週だったかしら、あんたが倉咲さんと仲良く校内を歩いているところ、目撃したわよ？　美宇、こっそりチラ見してたんだから」

「チラ見してたのかよ……実はあの日以来、なぜか倉咲さんと一緒に過ごす時間が多くなってさ」

「へえ……」

　そして俺は、ここ数日の彼女とのやり取りについてかいつまんで話した。

「……それはなかなか良い感じに聞こえるわね。もうデートまがいのことまでしちゃってるみたいだし。これ、倉咲さんのあんたに対する印象は悪くないと思うわよ」

「だけど……あくまで『友達』、なんだよな」

「でも、彼女と仲良く過ごせてるんでしょ？　以前までと比べたら遥はるかに急接近してるんだし、今はそれで十分なんじゃないかしら」

「まあ、それもそうっちゃそうだが……」

　その意見に軽く同意しつつそう答えてから、俺は小さな声でポツリと呟つぶやく。

「それより問題は……青あお海みがな……」

「あっ、そっか……藤ふじ本もとさんよね……」

　俺の発したその名前を聞いて、美み宇うも若干険しい顔をしながら腕を組んだ。あの放課後に例の短冊を見てしまった彼女、恐らく青海の件についても察しているのだろう。

「ここ数日間、あいつと全く会話できてないんだよな……」

「……確かに、なんて声を掛けるのが正解か迷うわよね……高たか村むらが倉くら咲さきさんとイチャイチャしているところを彼女に見られているんなら、なおさら余計に気まずいだろうし」

「イチャイチャか……」

　しかしその話題は唐突に打ち切られることとなった。なぜなら、美宇がとある襲撃に見舞われたからである。

「あー、美宇ちゃんだ！」

　その声にビクッと反応する美宇。俺が何事かと後ろを振り返ると、そこには二人組の女の子が立っていた。

「美宇ちゃん、いつ見てもちっちゃくてかわいいね！　ところでこんな所で何やってるの？　ひょっとして迷子？」

「ち、違っ……」

「そうそう美宇ちゃん、勉強で分かんないところがあったらいつでも聞いてね！　高校生の内容はまだ美宇ちゃんには早すぎるでしょ？　だからお姉さんたちが優しく教えてあげるからね～」

「ほら美宇ちゃん、お菓子あげる！　美お味いしいでちゅよー」

　そうして二人は散々俺たちの前で喋しやべり倒した挙句、美宇に包み紙に入ったチョコレートを手渡すと、そのまま去って行った。そんな後ろ姿を見つめながら、俺は言葉を漏らす。

「……なんだったんだ、今のは……」

　すると、美宇が恨めしそうに小さな声で嘆き始めた。

「……もう、少し美宇の体格が小さいからって、美宇のこと子供扱いばっかりしてぇ～！」

　そして彼女は説明してくれた。なんでも、彼女はその見た目から、クラスのみんなに小学生のような扱いを受けて可愛かわいがられているのだという。

「ああ、そういうことね……。確かにお前はパッと見、高校生っぽくないもんな。でも可愛がられているなら良かったじゃないか。俺はてっきり、お前がクラスでは独りぼっちなんだと────」

「良くないわよ！　美宇は小学生どころか、実際は彼女たちよりも一つ上の先輩なのよ？　本来なら『美み宇うちゃん』、じゃなくて『桜さくら井い先輩』って慕われるべき存在なのにぃ～」

「じゃあ、そのことをクラスのみんなに伝えれば済む話じゃないか」

「……あんたの口からそんな提案が出て来るとは驚きだわ」

「…………それもそうだな。すまん。さっきのは忘れてくれ」

「はぁ……」

　美宇は溜ため息いきをつきながらも、しかしその手は今貰もらったばかりのチョコレートの包み紙を広げていた。

「そんなこと言っておいて、貰ったものはちゃっかり食べるんだな」

「別に良いいでしょ！　頂き物は食べないと悪いし……」

　そして彼女は、その一口サイズのチョコレートを口に放り込む。すると……。

「あっ、美お味いしいぃ……」

　その甘さに、不ふ貞て腐くされていた彼女の顔が途端に綻んだ。なんとも単純な元浪人生である。俺はそんな幸せそうな彼女の顔を、暫しばし呆あきれながら見つめていた。
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　その日の放課後、俺は喫茶店での業務に励んでいた。食器を洗う俺の横で、美宇がふと尋ねてくる。

「そういや高たか村むら、あんたってまだここで働き続けるの？」

「は？　なぜ？」

「だって、倉くら咲さきさんにフィギュアをプレゼントするお金を稼ぐためにバイトを始めたんでしょ？　既に目的は果たしたんだから、もう汗水流して働く動機が無くなったんじゃないのかな、って思って」

　美宇のその言葉に、俺は力強く首を横に振った。

「いや、俺はここを辞めるつもりはからきし無い。マスターが雇ってくれる限り、俺はこの喫茶店の一員であり続けたいと思っている」

「どうして？」

「元浪人生の俺なんかを雇ってくれて、こんなに温かい職場を与えてくれて、俺はマスターに心から感謝しているんだよ。俺は恩返しがしたいんだ。必要性が無くなったらはい辞めますなんて、俺はそんな薄情な人間じゃない。それに……」

　俺は決して広いとは言えない、こぢんまりとしたこの店内を見回した。

「俺はもっとここで働きたいんだ。この場所は、俺に自信を付けさせてくれた空間だから」

「高村……」

　数秒後、美宇は何やら小悪魔的な笑みを浮かべた。

「分かったわ。じゃあ、美み宇うはこれからもあんたのこと、こき使ってやるから覚悟してなさい」

「はいはい……」

　とそのとき、不意に従業員用の扉が開く。中から顔を出したマスターが、こちらに声を掛けてきた。

「高たか村むら君、ちょっと来てくれないかい？」

「どうしましたか、マスター？」

「荷物を運ぶのを手伝ってもらいたいんだ。結構重いから、若い男の人の手を借りたい」

「分かりました、すぐ行きます！」

　俺は皿洗いの手を止め、その場に向かおうとする。するとそんな俺の背後から美宇が言った。

「早速仕事ね。恩返し、して来なさいよ？」

「お前が言うなよ。ってか、これくらいで大おお袈げ裟さだって」

　ただ荷物を運ぶだけだろ、そう彼女に返しながらも、俺の足取りは軽かった。




「ホント、助かるよ」

「いえ、これくらいなんてことないです」

　両手で大きな段ボール箱を抱えて歩く俺。今俺はマスターと一緒に、その荷物を店の裏手の倉庫から控室まで運んでいる最中だった。中には店で提供する食材などが入っているのだという。結構重い。

　やがて控室に到着。段ボール箱を指定の場所に置くと、俺はふぅと大きく息をついた。

「お疲れ様。コーヒーでも飲むかい？」

「ありがとうございます！」

　マスターは手慣れた動きで、二人分のコーヒーを用意してくれた。俺たちは控室に置かれたソファに向かい合って座り、その至福の一杯を口に運ぶ。

「高村君も、うちで働き始めてからもうすぐ二か月だね。どうだい、仕事の方は？」

「はい、おかげさまで、結構慣れてきたかなぁと思います。とっても楽しいです」

「そうかい、それは何よりだ。美宇とも上う手まくやれているようで一安心だよ」

「そ、それは、まあ……」

　マスターの言葉に俺は苦笑いする。確かに、上手くやれていると言えばやれているのだろう。最初はどうなることかと思ったが、今では普通に会話もできている。それに、もうお互いの『秘密』を知った仲だしな……。

「高村君が来てからのあいつは、以前より明るくなったような気がするよ」

「そう、ですか？」

「ああ。君と話しているときの美み宇うは、普段のあいつなんだ」

「と、言いますと？」

「美宇はね、他人と話すときはいつも口ごもったり慌てたりして、まともに会話できないことがほとんどなんだよ。まあ、接客は慣れているから別だけれども。なのにそんなあいつが、高たか村むら君には自然体で話せている。それが私には少し驚きだったのさ。私以外にあんな表情を見せる姿は、これまであまり見たことが無かったからね」

「……」

「先日はうちの店に大勢やって来てくれて、とても賑にぎやかに過ごせて、美宇もとても嬉うれしそうにしていたよ」

　先日とはあの「期末テストお疲れ様会」のことだろう。だがそう話すマスターの表情の方が、よっぽど嬉しそうに感じた。

「……ところで、学校での彼女はどうだい？　友達はできそうなのかな？」

「違うクラスなんで、詳しい様子は分からないですけど、結構可愛かわいがられているみたいですよ。子供扱いされているとか何とか」

「ほう」

「でも、友達は……」

　俺はそこから何て言えば良いいか分からず、口をつぐんでしまった。

「そうか……まあさっきも言ったが、あいつは極度の人見知りだからね。いくら高村君のおかげで変わりつつあると言っても、そう簡単じゃないことくらい私にも分かっているよ」

　彼は優しい表情でそう答えた。そこで俺は、ずっと疑問に思っていたことを尋ねてみる。

「桜さくら井いって、なんであんなに人見知りなんですか？　もしかして、浪人していたことと何か関係が……」

　するとマスターは驚いたように目を瞬まばたきさせた。

「おや、高村君は美宇が元浪人生だって知っていたのか？」

「えっ、あっ…………その、桜井が自ら教えてくれました」

　そういや、俺が美宇の秘密を知っていること、まだマスターは知らないんだった。口が滑ったと思い焦ったが、結局俺は正直に白状した。

　そんな俺の言葉を聞いて、マスターは顎に手を当てて考える。

「なるほど、あいつが自分から……」

　そう言葉を零こぼしてから、彼は改めて俺の顔をまじまじと見つめた。

「それだけ、君のことを信頼している、ってことなんだろうね……」

「そうでしょうか……」

「まあ良い。事情を知っているんなら話が早い」

　そして彼はコーヒーを一口飲みこんでから、娘の過去について話し始めた。

「……美み宇うは昔から体が弱くてね。小さい頃は頻繁に病院のお世話になっていたんだ。高校浪人した理由も、ちょうど受験の時期に大きな病気で長期入院していて、試験を受けられなかったせいなんだよ」

「長期入院、ですか……」

　自分と同じだ、俺はそう思った。俺が高校にも行けず病院で必死にリハビリを続けていた頃、美宇も懸命に病気と闘っていたのか。浪人生になることを覚悟の上で、翌年元気に高校に入学するために。そう考えると、あの女の子への親近感がさらに増してくる。どうやら、あいつは高校にも行けないくらいの超絶馬鹿ではなかったらしい。

「でも安心して欲しい。これでも今はかなり元気になったんだよ。その入院以来、一年以上も風邪ひとつ引いていないんだ。まあ、相変わらず体力は無いようだけれどね」

　マスターの言葉に俺は思い出す。いつぞやの通学路、全速力で逃げ出した俺を追いかける彼女は、少し走っただけでとてつもなく疲れ果てていたことを。

「そういうこともあって、小さい頃から学校を休みがちだったから、仲の良いい友達を作り辛づらかったんだろうね。それに元気なときも、彼女は私の店の手伝いばかりしていて、友達と遊んだりすることもほとんど無かったんだ。だから他人との接し方が分からないまま、今まで来てしまったのかもしれない」

「他人との接し方……」

「だけど私は美宇に人見知りを直して、友達を作って欲しいと思っている。今までできなかった分、普通の高校生のように青春を楽しんでもらいたいんだ」

「それで高校生のバイトを募集したり、していたんですよね」

「ああ、その通りだ。少しでも、あいつのために何かしてあげたくてね」

　彼は優しさの中に真剣な表情を浮かべながらそう言った。それを聞いた俺は改めてマスターの方に向き直ると、ハッキリとした口調で告げる。

「大丈夫ですよ、マスター」

「高たか村むら君……？」

「桜さくら井いなら絶対、友達くらい簡単に作れます。あいつはああ見えて、芯の強い人間です。それに、他人との接し方だってしっかり分かってますよ。なので、マスターが心配する必要なんかありません」

　俺の気持ちは伝わっただろうか、マスターは表情を緩めながら小さく一つ息を吐いた。

「……そう言ってくれて、嬉うれしいよ。私は本当に、素晴らしい人材を採用したようだね」

「俺に任せてください。必ず、美宇もマスターも喜ぶ結果をお見せしますから」




　マスターとの話を終えた俺は、ようやく厨ちゆう房ぼうに戻って来た。少し長話をしてしまった。急いで皿洗いの続きをしないと。

「……遅かったわね」

　厨ちゆう房ぼうの端では、美み宇うがホットケーキの生地を作っているところだった。俺の方を見ることなく、小さな声でそう呟つぶやく彼女。

「ちょっとな」

　軽くそう返して食器を手に取ると、俺は洗い物を再開した。店内をさっと見回すが、今はお客さんがいない様子。とそのとき、不意に発せられた彼女の声が俺の耳に届いた。

「────美宇はね、高たか村むらのことがちょっぴり羨ましいのよ」

　突然投げかけられたその不可解な言葉に、俺は首を傾かしげる。

「羨ましい……？　どうしてだ？」

「だって、高村は仲の良いい友達に恵まれているじゃない。学校でもいつも楽しそうだし。美宇、ああいうのを見ると正直ちょっと良いなあって、憧れちゃう」

　何やら彼女の雰囲気がいつもと違う。俺は少し考えてから口を開いた。

「……桜さくら井いは楽しくないのか、高校生活？」

「楽しくないことはないわよ。でも……やっぱり、一人くらい友達が欲しいかな……」

　しんみりとした調子でそう言って、美宇は顔を俯うつむかせた。俺はハッとしたように彼女の顔を見る。やはり彼女自身も「友達を作りたい」、そう思っていたのだ。しかし、いつも生意気な彼女がこんな弱音を吐くなんて珍しい。もしかして……俺はふと思い当たった可能性の真偽を、彼女に確かめる。

「ひょっとしてお前、さっきの俺とマスターの会話を……」

　それは当たりだった。彼女は控えめに顔を上下させたのだ。

「うん、あんたが戻って来るのが遅いから、ちょっと見に行ったの。そのとき……少し聞いちゃった」

　暫しばらく辺りには沈黙が流れる。先程から美宇の様子が変だったのはそういうことだったのか。だが俺は努めて明るい声で先を続けた。

「……桜井だって、友達くらいすぐにできるさ」

「本当に？　でも美宇、人見知りだし……」

「そんなことないって。だって、俺と今こうやって普通に話せているじゃないか」

「それは高村が美宇と同じ立場の人間だからであって……」

「そうじゃなくてもだ。俺が浪人生だと発覚する前から、お前は俺と会話できてただろ。それに、お前が店のお客さんとしっかり笑顔で会話できていること、俺は知ってるぞ」

「あっ……」

「な？　だからさ、怖がらなくても大丈夫だって。思い切って話しかけてみるんだよ。変に気を張らずに、自然体の自分でな。桜井ならきっとできるから」

　俺がそう優しく声を掛けると、美宇は下を向いたまま小さく頷うなずいた。

「う、うん……ありがと……」

　その顔が赤っぽく見えるのは、外から差し込む夕ゆう陽ひのせいだろうか。

「お前なら必ず勇気を出せる。なんてったって、この俺にだってできたんだから」

　続けて放ったその俺の言葉に、彼女はゆっくりと頭を上げてこちらを見た。その顔にはどこか意地悪げな笑みが浮かんでいる。

「……その言葉、説得力あり過ぎね」

「うるせえ」

　そう言って笑う彼女は、いつもの美み宇うだった。
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「あらっ、高たか村むら君じゃない？」

　その日の帰り道、俺が駅のホームで電車を待っていると、ふとそんな声が聞こえてきた。俺がその声に振り返ると、そこに立っていたのは栄えい子こだ。

「バイトの帰りかしら？」

「そうだよ。野の田ださんは……」

「私はさっきまで部活だったの」

　俺の隣までやって来た栄子からは、なんだか爽やかな香りがする。よく見れば髪も少し濡ぬれているようだ。涼しげな夏服は汚れ一つ無く、彼女の清潔感を漂わせている。どうやら部活後にシャワーを浴びたっぽい。

「……何よ、私のことジロジロ見て」

「い、いや、別に何でもない」

「なんか視線がいやらしかったんだけど」

　俺のことを訝いぶかしげに見る彼女の視線から逃れようと、俺は話題を変えた。

「そ、それより野田さんってテニス部なんだってな。倉くら咲さきさんから聞いたよ」

「そうよ。もうすぐ大会だから、今日もみっちり練習したわ」

　そう言って、栄子は体を解ほぐすためか伸びをした。その様子をチラリと見ながら俺は呟つぶやく。

「……でも、なんか少し意外だな」

「何が？」

「いや、野田さんが体育会系の部活に入っているイメージが、あまり無かったからさ」

「私のイメージって何よ？」

「生徒会か風紀委員会に入ってるイメージ。それで、ルールを守らない生徒に次々と処罰を与える恐怖政治を行っているイメージ」

「……あなた、まだ小学生のときの私の印象を引きずってるわね」

「……違うのか？」

　俺がそう尋ねると、栄えい子こは一つ息を吐いてから、目の前の線路を見つつ話し始めた。

「もう今はさすがに、あの頃みたいなことはしてないわ。私だって、成長すれば考え方も大人になるのよ。私もある程度は周りの空気を読めるようになったってこと。まあ、その変化が本当に正しいものなのかって問われたら、その答えは分からないけどね」

「そっか……」

　しばらく見ない間に、時として人間というものは大きく変化するものだ。青あお海みのことを知る俺にとっては、それ自体は特に驚くべきことではない。

「テニス部に入ったのは、昔からテニスが好きだったからよ」

「そうなのか。小学生のとき、そんな話は全然……」

　俺のその言葉に、彼女は顔を俯うつむかせた。

「……そんなの当たり前でしょ？　誰も私の内面のことなんて、知ろうとしなかったんだから」

「……ごめん」

「なんで高たか村むら君が謝るのよ。あなたは私のことを一人の心ある人間として見てくれた、初めての人だったのよ？　あのときのあなたの行動があったから、私は転校してからも学校生活を頑張れたの」

　そして栄子は続ける。転校後も彼女の行動は変わらず、その結果、やはりクラスでは浮いた存在だったという。しかしあの日俺が発した言葉が、そんな辛つらい時期を過ごす彼女の心の支えになっていたのだそうだ。

　やがて小学校から中学校へと進んで行くにつれて、彼女も次第に周囲に適応していくようになる。高校に入学する頃には目立って他人に注意することも減り、周りに疎まれるようなことも無くなっていた。相変わらず友達はおらず、教室に一人でいることに変わりは無かったようだが。

「……それでね、そんなある日、千ち春はるが私に声を掛けてくれたの」

　ちょっとしたきっかけから知り合った二人。一緒に過ごすうちに、いつの間にか仲良しの親友になっていた。そして……。

「私がテニスを好きなのを知った千春は、テニス部に入る後押しをしてくれたのよ」

　勇気が出なかった栄子を、千春は無む理り矢や理りテニス部に連れて行き、そのまま彼女の入部するきっかけを作ってくれたらしい。

「私一人だったら、永遠に入部なんてできなかったと思う。千春には本当に感謝してるの。もちろんそれだけじゃない。こんな私と仲良くしてくれて、私にとって、千春は一番の親友よ」

「そうだったのか……」

　俺は納得した。栄えい子この気持ちが俺にはよく分かる。彼女もまた、誰かに背中を押されて一歩を踏み出すことができた一人だったのだ。

「……テニス部、楽しいか？」

「……もちろん」

　そう答えて、栄子は小さく微笑ほほえんだ。とてもすがすがしい笑みだった。

　とそこへ、電車の接近アナウンスと共に、その車体が駅構内に侵入してくる。扉が開くのを待って、俺と栄子はその電車に乗り込んだ。

「そういえば、野の田ださんってこっちの方角だったっけ？」

「今日はこの後塾があるのよ。それで、こっち方面なの」

「塾？　塾にも通ってるのか？」

「そうよ」

　何でもないことのようにさらりとそう答える栄子。一方俺は舌を巻いていた。

「凄すごいな……部活もして、さらに塾もだなんて……」

「そんなの、高校生だったら別に珍しいことでもないと思うけど」

「でも大変だろ？　疲れないか？」

「大丈夫よ。体力には自信があるし」

　そう返して笑みを見せる栄子。俺たちは吊つり革かわに掴つかまりながら、隣に立って話していた。密閉された空間の中で、彼女から届く例の甘い香りがより強くなる。

「塾にはどうして通ってるんだ？」

「受験のためよ、大学受験。もう二年生だし、今から勉強しておかないとね」

「大学受験、か……」

　俺はポツリとそのワードを繰り返した。

（野田さん、進路のこともしっかり考えてるんだな……）

　凄いな、そう思うと同時に、なんだか胸の奥がチクリとする。一瞬、正体の分からない寂しい気持ちに襲われたのはなぜだろうか。

「そうそう、お礼がまだだったわね」

「お礼？」

「あの日、千ち春はるを演劇部の勧誘から救い出してくれて、ありがと」

「なんだ、そのことか……いや、別に大したことじゃないよ」

「あの人たち、結構しつこいのよね……。私としても困ってたんだけど、撃退してくれたみたいで助かったわ。あの日、私は部活でその場にいなかったから」

「……どういたしまして」

「……ところで、千春とは最近どうなの？　彼女から話は聞いてるけど、それによるとなかなか良いい雰囲気らしいじゃない」

「……まあな。以前と比べたら、かなり仲を深められていると思う」

「そう……ほらね、やっぱり勇気を出して告白して正解だったでしょ？」

　そう言って、彼女は俺を見て笑みを浮かべた。俺はゆっくりと頷うなずいて、それに答える。

「二人で一緒にアニメショップにも行ったそうね」

「それも聞いたのか？　……そうだよ、色々見て回ったな」

「千ち春はるの秘密を知って、びっくりした？」

　栄えい子こが聞いてくる。彼女は俺以外で千春のアニメ好きを知っている唯一の人物らしい。

「そりゃ多少は驚いたけど、変だなんてこれっぽっちも思わなかったけどな。むしろ倉くら咲さきさんから色々オススメを紹介してもらって、俺も興味が出てきたよ」

　俺がそう答えると、栄子はふふっと笑みを零こぼした。そして俺から視線を逸そらしつつ、小さく言葉を漏らす。

「そういうところ、なのかしらね……」

「？」

「それにしても、高たか村むら君のことを話す千春は凄すごく生き生きとしているわ。その日のカラオケもとっても楽しかったって、笑顔で言っていたし」

「でもさ、不思議なんだよな。彼女は俺の告白を断ったはずなのに、どうしてか向こうから頻繁に誘って来るんだよ。確かに凄く嬉うれしいのは事実なんだけど」

「……多分千春は、考えてるんだと思う」

　栄子はそうポツリと呟つぶやいた。

「考えてるって……何を？」

　俺がそう聞き返すが、栄子はその問いにはっきりとは答えない。

「以前私は千春のことを鈍感だって言ったけど、彼女はああ見えて慎重でもあるのよ」

「慎重……」

「ええ。いつも周りに明るく振舞っているように見えて、意外と自分の本心を明かさない。付き合う人を選んでいるって言うか、まあ適度な距離感ってのを大事にしているのよね」

「ああ、それは確かにそうだな」

　前に千春がアニメショップで言っていたことを思い出す。みんなといるのも好きだけど、一人で趣味に興じている時間も好き。だから上う手まくバランスを取って、学校生活を送っていると。

「だけど一方で、気になった人には自分から積極的に関わりに行きたくなるそうなの。だから今の高村君は、彼女にとってそういう存在なんじゃないかしら」

「なるほど……」

　だとするならば……俺にもまだチャンスはあるってことなのだろうか。

「でもやっぱり付き合うってなると、どうしても慎重になってしまうんだと思う」

「まあ、それは当然だよな」

　俺がそう返すと、しかし栄えい子こは続いて意味深なセリフを口にしたのだ。

「……私が千ち春はるに聞いた話だと、その慎重さの原因には、どうやら中学のときの出来事が少し関係しているとかなんとか」

「中学のとき……って、何かあったのか？」

　即座に聞き返す俺。なんだそれは？　とても気になる。

「そこまでは彼女から聞いてないのね。そうね……まあ、高たか村むら君になら話しても大丈夫かしら」

　やや思案してから頷うなずいて、栄子はその出来事について語り始めた。




　────栄子の話した内容は概おおむねこんな感じだった。

　当時、千春はクラスの中心グループに属していた。それが彼女が望んでのことだったのかは分からない。だが、そのルックスと性格の良さに加え、親しみやすさも兼ね備えた彼女がそのポジションに入るのは必然だっただろう。千春はアニヲタを隠しながら、そのグループの中で平和な中学生活を送っていた。今と変わらず、適度な距離感で。

　しかし、その状況を変える出来事が起こる。ある日、千春はとある男子に告白されたのだ。その男子はクラスの二番手グループに属していて、かなり顔立ちの整った人物だった。だがまだ恋愛なんて全く分からない千春。彼と付き合うつもりなど無かったため、その告白を断ったのだという。ところがその際、心優しい彼女ははっきりと否定することができず、あいまいに言葉を濁してしまった。

「それで、相手の男子はＯＫされたと勘違いしてしまったらしく、それから千春にしつこく絡むようになっていったらしいの」

「なるほど……そういうところ、倉くら咲さきさんらしいな……」

「しかもそれだけじゃないわ。なんとその男はね、千春のことを自分のステータスのための道具としてしか見てなかったのよ」

「ステータスのための、道具……？」

「そう。二番手グループだった彼は、クラスの頂点に君臨するグループの中でも特に周りからの人気が高い千春と付き合うことで、自分の価値を高めようとしたのよ」

　その男子は前からそういう性格だったらしい。学校の多くの人気ある美少女たちに、甘い言葉を掛けて付き合っては別れるを繰り返す。常に自分の傍そばにイケてる女子を置いて、自尊心を保ち続けたいタイプの人間。

　外面は良いいため、彼の甘いマスクと表向き優しい言葉に惹ひかれ、付き合ってしまう女子も多かった。彼女たちにとっても、イケメンと付き合うことで得られる満足感や、他の女子に対する優越感は魅力でもあった。

　しかし千ち春はるは違った。彼女は元来、他者と比べてどうこうとか、ステータスとかそんなものには端はなから興味が無い。また、その男子はいつも執しつ拗ように絡んでくるのに、話の内容は自慢話ばかり。自分のことを好きだとは言ってくれるものの、どこか違和感があったのだという。実際、彼は千春の可愛かわいさこそ好きだったが、本当の彼女を愛していたわけでは決して無かったのだ。

「結局しばらく経たって、彼は自分から千春の元を去ったらしいわ。告白の誤解に気付いたのか、また別の女の子を見つけたのか、理由はよく分からないようだけどね。千春はホッとしたみたいよ。でも後から彼のこれまでの話を聞いて、彼女はショックを受けたの」

　あの男子が自分に告白し、アピールしてきたのは単にステータスのためだった。その事実を知って、千春は悩んだ。恋愛の意味、異性と付き合う理由、彼女は中学生ながらにそんなことを考えるようになった。しかし一向に答えは出なかったという。

「それで千春は、恋愛に対して消極的になってしまったの。それまでも誰とも付き合ったこと無かったみたいだけど、より用心深くなったのね」

「そんなことが、あったのか……」

　同じ学年だったのに全然知らなかった。俺の気付かないところで、大好きな女の子の身にそんなことが起きていたなんて。

「つまりね、千春は高たか村むら君と一緒に過ごす中で、あなたのことを色々知りながら、自分の気持ちを考えているのよ、きっと」

『私、颯そうくんのこと、もっと知りたいの』

　先週の昼休み、空き教室であの女の子が発した言葉が、その映像と共に蘇よみがえる。

（そっか、なるほどな……）

「……まあ、話としてはそういうことよ」

「教えてくれてありがとな、野の田ださん」

「別に、これくらいどうってこと無いわ」

　そう返してから、栄えい子こは不意に尋ねてきた。

「でもさっきも話したけど、千春は高村君にアニメが好きなこと、打ち明けてくれたのよね？」

「この前な。アニメショップに案内されて」

「それって……」

　何か言いかけた栄子だったが、そのときふと気付いたように、意識を目の前の窓の外へ向けた。暗い地下トンネルを抜けた電車は、今ホームの中へと滑り込んでいるところだ。

「……って、そんな話をしていたらもう駅に着いたわ。じゃあね、私はここで降りるから」

「おう、勉強頑張れよ」

　俺は彼女にそんな声を掛けた。やがて、ものの数秒もしないうちに電車は停止する。すると扉が開く直前、俺の方を振り返った栄えい子こはこう言ったのだった。

「……あなたはまっすぐ家に帰りなさいよ。寄り道ばっかりして遊んでたら、先生に言いつけてやるんだから」

「大丈夫だって……野の田ださん、やっぱりまだ小学生のときの性格、残ってるじゃねーか」




　扉が閉まり、また電車が動き出す。すぐに栄子の姿が見えなくなると、窓の外は再び漆黒の闇に包まれた。その景色（と言えるかは分からないが）をぼんやりと眺める俺。

（倉くら咲さきさんの過去に、そんなことが……）

　俺は先程の会話を改めて思い返す。恋愛に消極的になってしまった千ち春はる。絶妙な線引きを守りながら他人と接する千春。その彼女の生き方は、なんだか少し以前の自分に似ている気がした。

（俺は倉咲さんのために、何ができるのだろうか……）

　そんなことを考えながら、俺はそのままゆっくりと目を閉じた。





　　　　　　　　◇






　翌朝、学校へ向かう通学路を歩いていた俺の隣に、スススッとあの人物が寄って来る。

「おはよう、高たか村むら」

「……なんだよ、桜さくら井い」

　美み宇うは俺の隣にポジションを取ると、そのまま俺と同じスピードで歩き始めた。その様子に俺は疑問を抱く。電車通学ではない彼女は、普段この道を通らないはず。横を歩くこの金髪少女は、周りの景色に目を配りながら世間話に花を咲かせる。

「今日も良いい天気ね～」

「おお、そうだな……」

　俺がそう返してから、暫しばしの沈黙。明らかに様子がおかしい。俺に何か用件があるに違いない。するとやはりその推測は的中した。数秒後、美宇は俺の顔を横から見上げながら、不意にこんなことを言ってきたのである。

「……ねえ高村、ちょっと相談があるんだけど、良いかしら？」

「相談？」

「ええ、実は……」

　そして、彼女が少し躊躇ためらいがちに口にしたその内容を、俺は聞き返した。

「────同じクラスに友達になりたい女の子がいる？」

　その言葉にゆっくりと頷うなずく美宇。

「そうなの。だけど、どうしたら良いか分からなくて……」

「普段はその子と話したりするのか？」

「彼女とは席が隣同士なんだけど、よく朝に美み宇うに挨拶をしてくれるのよ。でも美宇は緊張しちゃって、いつもちゃんと返事ができなかった……でもね、その子は大人しくて優しくてとっても良いい子なの。だから、もっと仲良くなってみたいなって」

「なるほど……」

　そして美宇は小さな声で呟つぶやいた。

「……昨日、あんたが言ってくれたでしょ？　桜さくら井いならきっとできるって。それで美宇、一晩考えたのよ。そして、勇気を出してみようかな、そう思ったの」

「桜井……」

　彼女の顔にはほんの少し、決意のようなものが浮かんでいる、そんな風に見えた。

（この女の子にも、ついに一歩を踏み出すときが来たんだな……）

　そんな姿を見ていると、なんだか嬉うれしさがこみあげてくる。だから俺は間髪入れずに彼女にこう告げたのだった。

「分かったよ」

「え？」

「俺が協力してやる。桜井がその女の子と無事仲良くなれるように、俺がお前の手助けをしてやるよ」

「べ、べつに、美宇はあんたの助けなんか借りなくても……」

「じゃあ、なんでわざわざそのことを俺に相談しに来たんだ？」

「うっ……それは……」

　俺は小さく溜ため息いきをつくと言った。

「よし、というわけで早速今から桜井のクラスに行ってみようぜ。善は急げだ。ほら、行くぞ」

　俺はそう言って歩みを速めた。なんだろう、俺はこの生意気な女の子のために何かしてあげたくて、体がうずうずしていたのだ。それは結果的に、マスターとの約束を果たすことにも繋つながる。一歩を踏み出そうとする彼女の背中をそっと押してあげることができるのなら、それは俺の本望だ。

「ちょ、待ちなさいよっ」

　速度を上げた俺に遅れまいと、美宇は慌てたように俺の後ろに付いてくる。そして……。

「よ、よろしくお願いします……」

　彼女のいるであろう方向から聞こえてきたその声は、空耳だろうか。




　数分後、俺たちは一年フロアの、一年四組と書かれた教室の扉の前に佇たたずんでいた。さながら不審者のように、俺と美宇は廊下から教室の中の様子を窺うかがう。

「それでどうだ？　その子はいるのか？」

「えーっと、あっ、いたわ」

　中を探っていた美み宇うの視線が一点で止まった。彼女と同じ方角を見ると、教室の中央列の一番後ろの席に、一人の女子生徒が座っている。美宇と同様小柄な体つきで、清せい楚そ感溢あふれる佇たたずまいが目を引いた。どうやら一人で静かに本を読んでいるらしい。

「あの子よ、あの子。席に座って本を読んでいる、ダークブラウンの髪の女の子。名前は神かん林ばやし玲れ奈なさんっていうの」

「確かに大人しそうな子だな……」

「この時間、彼女はいつもあんな感じで本を読んでいるの。美宇の席は彼女の右隣なんだけど、美宇が自分の席に着くと、毎日『おはよう』って明るく声を掛けてくれるのよ」

「良いい子じゃないか」

「でも美宇は上う手まく返せなくて……いつも後で『ああ～、やっちゃった……』って、自己嫌悪に苛さいなまれる日々」

「そんなの……『おはよう』って返事すれば良いだけじゃないか」

「そう、なんだけど……恥ずかしくて……」

　そこで俺は彼女にこう問いかけてみる。

「お前、店での接客はいつも上手にできているよな？　それは何でだと思う？」

「それはだって、小さい頃からずっとやってて慣れているから……」

「だろ？　だからこれだって同じだ。慣れるんだよ。でもそのためには、最初の行動を起こさないと何も始まらない」

「それは……」

「とりあえず、今からちょっと彼女に話しかけてみろよ。俺がここから見ていてやるから」

「……分かったわ」

　俺の提案に、美宇はぎこちなくそう言って頷うなずいた。ゴクリ、息を呑のむ彼女。その体は幾分強こわ張ばっているように見受けられる。

「行ってくるわ。いい？　見てなさいよ」

　なぜかドヤ顔を見せた彼女は、そんなよく分からない捨すて台詞ぜりふを残して、ゆっくりと教室の中に入って行った。ロボットのような動きで、カクカクと進む美宇。俺はその様子を固唾を飲んで見守る。やがて自身の机の場所までたどり着いたとき、その少女──玲奈は美宇の存在に気付いた。茶色の髪が揺れ、彼女の顔はそのロボットの方を向く。

　さあ、美宇は一体彼女とどんな受け答えをするのだろうか。

「おはよう、桜さくら井いさん」

「お、おは、おは、おおおお……」

「今日も外暑いね。日に日に気温が上がってるみたい」

「そ、そそそそそうね、こ、ここのまま行ったら十二月にはご、五十度くらいになっちゃうんじゃないかしらっ！」

「そ、そうなのかな……？」

「あっ、えっと、そそそそその……」

　受け狙いだったのか、自分でもよく分からないことを口走ってしまったのか、彼女の真意は不明だが、美み宇うは不思議そうな反応を見せる玲れ奈なを前に、ありえないくらいに取り乱している。泳ぎまくる目に、震える手足。口から出てくる言葉はいつの間にか、どこの言語かも判別できないものになっていた。確かに今日は暑い。そのことは、全身が汗だくになっている今の美宇の姿を見れば一目瞭然だ。

（何やってるんだよ、あいつは……ありゃ重症だな……）

　終始テンパる彼女はまともに会話ができていない。完全に挙動不審である。慌てる美宇の様子をじっと見つめる玲奈。見つめられて、美宇のダメージはさらに蓄積されていく。

　一方、そんな彼女たちの様子を見ていた俺は、別のことが気になっていた。

（あの女の子、前にどこかで見たことがあるような……）

　彼女の見た目、雰囲気になぜかうっすらと見覚えがある。以前、何かのタイミングで遭遇したのだろうか。しかし過去を思い返してみてもどれもピンと来ない。まあこの狭い校内、違うクラスと言えど、どこかですれ違っていたとしても全然おかしくはないのだが。

　それに、今はそれどころでは無かった。俺は死に瀕ひんした美宇に視線を戻す。もうこれ以上はとても見ていられない。俺は彼女に聞こえるよう、小声で名前を呼びかける。

「桜さくら井い、桜井！」

　美宇はその声に即座に反応した。救いを求めるような目でこちらに顔を向けた彼女は、俺と目が合った途端、その顔に僅かに安あん堵どの表情を浮かべる。そして、彼女は玲奈の方に振り返ると、

「あっ、そそその、美宇、せせ世界を救いに行かなくちゃいけないから、まままたねっ」

　混こん沌とんとしたそんな言葉をその女の子に伝えて、逃げるように俺の場所まで駆け戻って来たのだった。なぜかすごく息が上がっている。

「お前、さすがに酷ひどすぎないか？　どれだけ人見知りが激しいんだよ……」

「しょ、しょうがないじゃない！　何て言えば正解か分からないんだから……」

「別に正解なんて無いんだよ。桜井が話したいと思うこと、それを話せば良いいんだ」

「話したいと思うこと……」

「例えばさ、彼女は本を読んでただろ？　だからそれについて質問してみるんだよ。『何の本読んでるの？』、みたいにさ」

「……でも、もしその本が反応に困るようなヤバい内容の本だったらどうするのよ？」

「考え過ぎだって……とにかくもう一度行って来いよ。今度はしっかりな」

「うぅぅ……わ、分かったわよ……」

　先程とは違って俺にドヤ顔を見せること無く、不安そうな表情でそう言ってから、美み宇うは再び戦場へと足を踏み入れた。カタツムリより遅いんじゃないかというスピードで、玲れ奈なの元へと歩み寄って行く。その姿はまるで、か弱い女の子に背後から忍び寄る変質者のよう。やっと彼女の至近距離まで来たところで、美宇は言った。

「か、かかかかか神かん林ばやしさんっ」

　早くも読書を再開していた玲奈は、その呼びかけに少し驚いた顔で美宇の方を見る。

「どうしたの、桜さくら井いさん？」

「そ、そそその、神林さんは、なな何の本を、読んでるのかな～、なんて」

　よしよし、苦しみながらもちゃんと言えたぞ。俺は頷うなずいた。だが……。

「これ？　『世界脱獄全集』だよ？」

　そう言いながら、玲奈は読んでいたその本を持ち上げ、そのおぞましい表紙を美宇に見せたのだ。

「…………は？」

　美宇の動きが止まる。

「これはね、世界中のあらゆる脱獄事件の詳細が記録された本なの。脱獄のプロたちがどうやって看守を欺き、刑務所の外へ逃げ出すことに成功したか、その一部始終が写真やイラスト付きで克明に記述されているの」

　本の説明をする玲奈はなんだか楽しそうだった。幼げで可愛かわいらしい顔をした彼女の口から、『脱獄』だの『刑務所』だのといった単語が出てくる様は、なんとも奇妙である。

「例えば七十六ページから登場するこの死刑囚なんかね、とんでもない方法を思いついちゃうの。それはね────」

　彼女の話は止まらない。一見思いつくままに語っているように見えて、そのトークは論理的かつ、本の魅力が伝わってくる明瞭なものだった。是非ともその本を引っ提げて、ビブリオバトルにでも出ると良いい。

「…………」

　そんな玲奈を前にした美宇はというと……駄目だ、先程から完全に固まってしまっている。どう反応したら良いか混乱しているのだろう。正直、これは俺も正解が分からない。

（まさか本当にヤバい内容の本だったとは……美宇の不安、ズバリ的中じゃねーか）




　そして数分後、彼女の語りはようやく終了した。

「────というわけでね、凄すごく面白いんだ。参考になることもたくさんあって、とてもためになる本なの」

（何の参考にするんですかね……）

　陰から見守る俺がそんなツッコミをしていると、玲れ奈なは硬直する美み宇うに尋ねた。

「あ、あの……もし良かったら、桜さくら井いさんも読んでみる？」

「えっ!?　あっ、え、えっと、み、みみ美宇は、そそその……」

　また先程のように、慌てて言葉に詰まる美宇。すると彼女は不意に俺の方を振り返った。

　たーかーむーらー！

　声は出ていなかったが、その口の大きな動きから、彼女が俺の名前を呼んでいることが判別できる。パニックに陥った彼女は俺に助けを求めていた。疲弊しきった苦しそうな表情で、右手は俺を招くジェスチャーを見せながら。

（……ったく、しょうがねえなあ……）

　俺は溜ため息いきを一つ漏らすと、教室の扉の陰から姿を現し、二人の女の子の元へと向かう。だがその際歩いて行けば良いいものを、早く美宇を助けたかったのだろうか、俺は無意識に小走りで駆けてしまったのだ。とそのとき────

「んなああああ!?」




　────気付いたときには、俺は教室の床の上でうつぶせに倒れていた。その手が掴つかんでいたのは、教室に置かれた冷たい無機質な机の脚だ。幸い怪け我がは無さそうだったが、どうやら俺はまたも、何も無い場所で転んでしまったらしい。そういえば以前にも似たようなことがあったような……。

　気を付けないとな、そんなことを思いながら俺は立ち上がる。

「いたた……」

「ちょっと高たか村むら、あんた何してるのよ……」

　美宇は呆あきれた様子で俺のことを眺めていた。

「悪い、悪い。大丈夫だ、何も問題無い」

　俺は苦笑い混じりにそう返事をしてから、改めて玲奈の方に向き直る。

「いきなり見苦しいところを見せてしまったが、気にしないでくれ。神かん林ばやしさん、だったっけ？　俺は一組の高村颯そう太ただ。それでだな────」

　俺の計画はこうだった。桜井の実家が喫茶店をやっていることを玲奈に伝え、店に遊びに来てくれるように頼むのだ。そうすれば二人の仲も深まるんじゃないか。どうせ美宇は自分から言い出せないだろうから、俺がそのきっかけ作りをしてやろう、そういう考えだった。ところが、事態は思わぬ展開へと進む。

「あ、あ、あ、あなたはもしかして……！」

　なぜか玲奈の様子がおかしい。彼女は驚いたように椅子から立ち上がると、小刻みに震えながら俺のことをじっと見つめていた。握りしめられた左手は自身の胸の前に置かれ、右手の人差し指は俺に向かって差されている。異変を感じた俺は話をストップした。

「神かん林ばやしさん……？」

「あの、入学式のときの……！」

「入学式？」

　俺はそう聞き返してから、思い返す。はて、入学式のときに何かあっただろうか？　あまり記憶が無い。もう三か月以上も前の話だしな……。しかし呑のん気きにそんなことを考えていた俺は、彼女の口から飛び出したその内容に、当時の記憶を強烈に呼び覚まされることとなる。

「新入生の退場のときに、わざと転んで私の生足に抱き着いた、変態男子高校生……！」

「なっ!?!?!?」

　俺は思わずそんな言葉を叫んでいた。そして彼女の顔、全身、さらにミニスカートから伸びた砂浜のような白い脚を、改めてまじまじと観察する。そうだ、確かに俺はあの日、この女の子のこの脚に思いっきりしがみついてしまったんだ。

「そんなにジロジロ見ないで……恥ずかしい……」

「あっ、ごめん……」

　恥ずかしさに顔を赤らめる玲れ奈なに、俺は慌てて謝罪する。

（そうか、彼女の顔にうっすら見覚えがあったのは、そういうことだったのか）

　もちろん俺はその事件のことを忘れていたわけではない。だが時が経たち、色々な出来事に振り回されている間に、徐々にその記憶が風化しつつあったのは事実だ。でもまさか、こんな場所であのときの女の子（被害者）と再会するなんて。

　するとそんなとき、その衝撃の事件のことを今まさに初めて知ったであろう人物が、やにわに口を開いた。

「はあ!?　高たか村むら、あんた、こんな可愛かわいい子に何てことしてんのよ！」

　美み宇うは信じられないとでも言うような表情でそう叫んで、俺に向かって息巻く。

「神林さん、早くその変態から離れて！」

「あっ、う、うん……！」

　美宇の呼びかけを聞いた玲奈は、俺から逃れるように距離を取って美宇の傍そばへ。自分の近くまでやって来たその少女を庇かばうように、美宇は彼女と俺の間に自分の半身を入れる。

「違うんだ！　これは……」

「何が違うのよ？　要するに、あんたが嫌がる神林さんの身体からだに、無む理り矢や理り痴漢行為を働いたってことでしょ!?」

「いや、痴漢行為って……（確かに間違いでは無いかもしれないが……）」

　すると俺たちの騒ぎを聞いて、なんだか辺りもざわつき始めた。

「うそ、うちの学校に性犯罪者が……」

「サイテー」

「神かん林ばやしさん、かわいそう……」

　教室にいた他の生徒たちのそんな声が、矢継ぎ早に俺の耳に聞こえてくる。周りの生徒たちの、俺を蔑むように見る視線が痛い。

　一方玲れ奈なはその場に立ちすくんだまま、顔を俯うつむかせていた。

「うぅぅぅぅ……」

「ほら、見なさいよ！　神林さん、辛つらそうじゃない！」

　そう言われ、俺は改めてその女の子に目を向けた。美み宇うの言う通り、恥ずかしそうに体を震わせている彼女。その様子は、あのとき俺からセクハラを受けた直後の、彼女の姿そのものだった。それを見て俺は思う。

（そうだ、ヘタレだった当時の俺は、あのときはあの場から逃げ出してしまった。だけど本来、一番にしなければならないことがあったはずなんだ。だとするならば、俺は……）

　そして俺は玲奈の目の前で、勢いよくその場に土下座したのだ。

「神林さん、ごめん！　いきなりあんなことをして、入学早々嫌な思いをさせて、本当に悪かった！」

　俺は心からの謝罪の気持ちを彼女に伝えた。床に手をつき頭を下げ、誠心誠意。

「もう二度とあんなことはしない！　許してもらえるためだったら何でもする！　だからどうか許してくれ！」

　もはや遅すぎるかもしれない。今更だと言われるかもしれない。だけど俺は、あの日できなかった彼女への謝罪を果たさなければ、どうしても気が済まなかった。

　床と密着する俺は下を向いているため、玲奈と美宇の様子は分からない。二人は一体どんな気持ちで、こんな俺の姿を見ているのだろうか。

「あっ、えっと……」

　やがて俺の頭上から、戸惑いがちな玲奈の声が聞こえてくる。

「た、高たか村むら君だっけ？　顔、上げて良いいよ？」

　その言葉に、俺は彼女の顔を見上げた。その表情はどこか困り顔だ。

「……許して、くれるのか？」

「別に、怒ってるわけじゃないの。ただ、あのときのことを思い出して、恥ずかしくなっちゃって……それに、こんな所で土下座なんかされる方が、もっと困っちゃうよ……」

　そう彼女に言われ、俺はようやくゆっくりと起き上がった。改めて彼女に告げる。

「本当にすまない。謝るのが遅くなってしまって……」

「う、うん……」

　そして俺は、彼女の目を見ながら真剣な口調で言った。

「だけどこれだけは信じて欲しい。あれは決してわざとじゃないんだ、バランスを崩して倒れてしまったんだよ。だから事故なんだ。……とは言っても、もちろん俺が悪いことに変わりは無いんだけど」

「えっ、そうなの……？」

　俺のその話に、玲れ奈なは目を丸くした。それに対し、黙って俺たちのやり取りを聞いていた美み宇うが口を挟んでくる。

「それ、本当なの？」

「ああ」

「……魔が差してしまった、とかじゃなくて？」

「だから違うって！　っていうか、あんなに大勢の目がある場所でわざと女子の脚にしがみつくなんて、常人にはできる芸当じゃないだろ」

「へえ、自分のこと常人だと思ってるんだ～」

　なぜか小馬鹿にしたような笑みを浮かべながら、美宇はそう言った。

「……まあ、少なくともヘタレの俺にそんな度胸などあるはずが無い。いや、度胸っていうのも変だけどさ」

「ふーん……」

　怪け訝げんな様子の美宇。この金髪少女の、俺に対する疑惑の目は消えない。

「どう、神かん林ばやしさん？　高たか村むら容疑者はこのように供述しているけど、信じる？」

「うーん、嘘うそは言っていないように感じたけど……」

　だけど、と言って彼女は先を続けた。

「もうかなり昔の話だし、今日ちゃんと謝ってくれたから、私は大丈夫だよ」

　玲奈は少し照れながら、しかし優しい表情でそう言ってくれた。その菩ぼ薩さつのような笑みに俺の心はスッと軽くなる。この子はもしや天使だろうか。

「えー、甘くないかしら？　可愛かわいい神林さんにそんなセクハラをするなんて、美宇は許せないわね……何とかして償わせないと……」

　金髪少女はなおもそんなことをブツブツ呟つぶやいている。とそのとき、

「ねえ、桜さくら井いさん……」

「ん？　どうかした？」

　美宇は隣の女の子の方を向く。すると玲奈は、満面の温かな微笑ほほえみを美宇に見せた。

「さっきは私のこと庇かばってくれて、ありがとう、桜井さん」

　玲奈のその言葉に、美宇は意表を突かれたように動きを静止させた。そして次の瞬間、彼女は我に返ったように、また数分前のようなあの挙動不審さを見せ始めたのである。

「えっと、そそれは、そ、そそその……」

　どうやら俺の事件の発覚により、しばらくの間、自分が人見知りだということを忘れてしまっていたらしい。俺という敵が現れたことで、美宇は自然と（無意識に）玲奈の味方になれたのだろう。よく考えれば、俺を糾弾する間、彼女はずっと玲奈に対して普通に話しかけられていたではないか。しかし今の玲れ奈なの一言で我に返り、人見知りが再発してしまったように見える。

　ところが、先程当たり前に会話ができたという感覚のおかげだろうか、彼女のその動揺はやがてすぐに落ち着いた。玲奈との接し方に自信が付いたのかもしれない。肩の力を抜いた美み宇うは数秒呼吸を整えた後、少しぎこちなく、小さな声ではあったけれど、はっきりと返事をした。

「ど、どういたしまして……」

「私を守ってくれる桜さくら井いさん、カッコ良かったよ」

「そ、そうかしら……」

　そして、二人はそのまま会話を続けた。やっぱりまだどこかよそよそしい。だけどつい数分前まであった、二人の間の壁（主に美宇が一方的に作り上げた壁）がほんの少しだけ薄くなったような、そんな気がした。

　そんな二人の様子を傍そばで見守っていた俺は、頃合いを見計らって玲奈に話しかける。

「神かん林ばやしさん、ちょっと良いいか？」

「なに、高たか村むら君？」

　振り向いた彼女に俺は話し始めた。当初の計画を実行するには今が絶好のタイミングだ、そう思ったから。

「……実は、桜井の実家は喫茶店なんだ」

「そうなの？」

　玲奈が美宇を振り返ると、彼女は照れ臭そうに小さく頷うなずく。

「え、ええ、まあね……」

「それでさ、俺から一つ提案があるんだが……」

　そして俺は玲奈に、今日の放課後、美宇の喫茶店に遊びに来るのはどうか、そう誘ってみた。料理も絶品だし、店の雰囲気も良いから是非来て欲しい、そう伝えたのだ。

「俺もそこでバイトをしてるんだよ。でも最近お客さんが少なくてさ。遊びに来てくれると凄すごく助かる。もし暇ならで良いんだが」

　あくまで理由としてはそういう体で進めることにしていた。そしてそんな俺からの提案を、玲奈は快く了承してくれた。

「桜井さんの喫茶店、楽しみだなぁ……」

　さらにこの計画には、先程の一連の流れの中で思いついたばかりの、新たな動機付けも加わっていた。それは……。

「それでさ、入学式の事件のお詫わびに、俺が神林さんの分をご馳ち走そうするよ」

「「へ？」」

　揃そろってそんな返事をする、美宇と玲奈の二人。

（俺が彼女にできる償いと言ったら、それくらいしか無いからな……）

　俺だって、先程の謝罪だけで済むなんてこれっぽっちも思っちゃいない。何か彼女のためにできることがあるのなら、そしてそれが美み宇うの手助けにもなるのなら、これが最善の選択肢かな、そう考えたのだ。結局お金で解決するのか、そんな印象を持たれそうではあるが……。

「そんな、悪いよ……」

　遠慮がちにそう答える玲れ奈なに対し、美宇の方はなぜか乗り気だ。

「良いいんじゃない？　向こうからご馳ち走そうするって言ってるんだし」

「でも……」

　あくまでそう言って躊躇ためらう様子の玲奈に、美宇はさらにけしかける。

「お詫わびなんだから、ここは素直に受け取って構わないのよ。別に高たか村むらに気を遣う必要なんて無いわ」

「頼む、ご馳走させてくれ。そうでもしないと、俺の気が済まないんだ」

　俺もこの被害者の女の子の目を見て訴える。すると、彼女はようやく首を縦に振った。

「じゃあ、お言葉に甘えて……」

「そうこなくっちゃ！」

　なぜか喜ぶ美宇。お前はさっきから何がしたいんだ？　玲奈はその美宇のテンションの高さに気持ちが楽になったのか、顔を緩め楽しそうに微笑ほほえんだ。

「だけどそっか～、お詫びねぇ……」

　腕組みをしながら、美宇はそんなことを呟つぶやく。そのときふと、彼女は余計なことを思い出してしまった。

「……そういやあんた、確かさっき『何でもする』って口走っていたような気がするんだけど」

「聞き間違いでしょう。俺の記憶にはございません」

　そんな俺の回答は無視し、美宇は何やら小悪魔的な笑みを浮かべる。その目は完全に邪悪の瞳と化していた。

「確かにそうよね、ただご馳走するってだけじゃあ、罪の重さと釣り合わないもの。やっぱり償いはしっかりしないとね……さて、何をしてもらおうかしら？」

　美宇は腕組みをして考えを巡らせ始めた。なんだか嫌な予感がする。ってか、そもそもお前はこの事件に全く関係無いだろうが。

「神かん林ばやしさんも、何でもお願いして構わないわよ。今の高村だったら、どんな内容でも言うことを聞いてくれると思うから」

「わ、分かったよ……えっとね……」

　玲奈までもが、美宇にそそのかされて考え始めてしまった。完全に美宇のペースに乗せられている様子だ。身の危険を感じた俺は、ゆっくりと後ずさりする。

「えっと、そろそろ朝のホームルームが始まるから、俺は一組の教室に戻らないと……じゃ、じゃあな！」

　そう言って逃げ出そうとした俺だったが、彼女たちの反応の方が素早かった。

「あっ、逃がさないわよ！」

　なんと俺が走り出そうとした刹那、美み宇うと玲れ奈なは瞬時に俺の両隣に移動し、左右の腕をそれぞれがっしりと掴つかんできたのである。

「この犯人、逃走の恐れがあるわ！　逮捕よ、逮捕、緊急逮捕！」

　俺の両腕は女子高生二人によって完全にホールドされていた。女の子の柔らかい身体からだが脇腹に押し付けられ、俺の左右からは良いい香りが広がって来る。俺の肘が玲奈の右胸に当たったような気がするんですけど、気のせいでしょうか？

（ちょっ、この状況はまずいって……いろんな意味で！）

　だが実際、いくら俺が体力の無い元浪人生とは言え、さすがにこの小柄な女子二人に抱きしめられて、身動きが取れなくなるほどの男ではない。俺は腕に力を入れて勢いよく二人から逃れると、そのまま教室の扉へとダッシュした。

「あっ、こらっ！」

　しかし俺は、彼女たちにその扉の前に先回りされてしまう。

「美宇たちのお願いを聞くまで、絶対にここから一歩も外に出させないんだから」

「そうだよ、高たか村むら君は私たちに逮捕されたの」

　扉の前で両手を広げ、俺を通せんぼする二人。玲奈もいつの間にかノリノリである。

（なんなんだよ、こいつらのこの執念は……ってか、息合い過ぎじゃねえか、この二人）

　これでは出られそうにない。逮捕されたらしい俺は、完全にこの部屋に閉じ込められてしまったようだ。しかしこれじゃ完全に、留置場に入れられた被疑者である。

（参ったな、万事休すか……仕方ない、こうなったら）

　俺は最後の一筋の望みにかけて、目の前の玲奈にあれについて尋ねてみた、が……。

「……なあ、さっきの本に載っていた、とっておきの脱獄方法を俺に教えてくれないか？」

「ダメ」

　意地悪な笑みを浮かべた彼女の口から発せられたその返事は、本当に容赦ないものだった。





　　　　　　　　◇






（はぁ～、今朝は酷ひどい目に遭った）

　その日の放課後、俺は道を歩きながら小さく溜ため息いきをつく。

　今朝はあの後なんとか釈放され、無事一組へと帰還することができた。美み宇うの友達作りの手伝いをしに行っただけなのに、まさかあんな目に遭うなんて。教室の自分の席に座ってようやく、生きている喜びを実感した俺。そして一日の授業を終えた今、俺は再び四組の二人と合流し、桜さくら井い家の喫茶店へと向かっているところである。

「学校の近くにあるんだね」

「そ、そうよ……」

「近くって良いいね。通学も楽でしょ？」

「ま、まあね……」

　美宇と玲れ奈なの二人は横に並んで歩いていた。俺はその後ろに続く。美宇はやや緊張しながらも、玲奈とそれなりの受け答えができているようだ。今までは恐らくこうはいかなかったのだろう。やはり今朝のあの出来事が、良いきっかけになったのかもしれない。

（俺、少しはあいつの役に立ったのかな……）

　後ろから美宇の横顔を見つめながら、俺はそんなことを考える。時折見せる彼女の笑みが目に入る度たびに、俺の心は嬉うれしい気持ちで溢あふれた。




　そして俺たちは店内へ。俺と玲奈が席に座ってメニューを見ている間、美宇は一時姿を消す。しばらくして俺たちの前に現れたときの彼女は、数分前の制服姿から、ウエイトレス姿に早変わりしていた。どうやら玲奈に見せたかったらしい。俺にとっては見慣れたものであるが、その見た目は相変わらず似合っている。恥ずかしそうに顔を赤らめ、視線を左右に泳がせながら、美宇は目の前の女の子に尋ねた。

「ど、どうかな……？」

「とても似合ってるよ。可愛かわいいね、桜井さん」

「か、かかかわいい……!?」

　彼女の人見知りが悪化してしまいそうな、そんな優しい言葉は破壊力抜群だ。

「あ、ありがとう……」

「すごいね、小さい頃からここで働いてるんだよね？」

「いや、まあ、働いてるって言うかパパのお手伝いって言うか……」

「おや？」

　そのとき従業員用の扉が開き、中からそのパパが顔を覗のぞかせた。彼は娘とアルバイトの二人と一緒にいる、見覚えのない女子高生の存在に気付くと目をパチクリさせる。

「いらっしゃい、高たか村むら君。それで、そちらの子は……」

　その問いに、すぐさま声を出したのは美宇だった。

「えっとね、パパ！　か、彼女はね、み、美宇と同じクラスの、神かん林ばやし玲奈さん」

「神林と言います。今日は桜井さんにお店に誘われまして」

　マスターに向かって小さくお辞儀をする玲れ奈な。とても丁寧な挨拶だ。やはりその雰囲気通り、何とも礼儀正しい女の子である。

「そうかい、いらっしゃい。うちはただの喫茶店だけど、まあゆっくりしていってくれ」

「はい、お気遣いありがとうございます」

　マスターはそれだけ言うと、また仕事をするため奥に戻って行った。あくまで普通のお客さんとして自然に接していたように見えて、この俺は実は気付いていた。彼の表情が、いつもより綻んでいたことを。

　それから俺たち三人は、軽めの食事を楽しんだ。美み宇うも席に座って話に参加する。

「……それにしても、よく高たか村むらが入学式のときの犯人だって気付いたわね」

　美宇のそんな質問に、玲奈は答えた。

「見た目が似ていたのもあるけど、今朝私の目の前で思いっきり転んだでしょ？　転倒して机の脚にしがみついた光景が、あの日の場面とそっくりだったから。それで突然、あの出来事が頭に蘇よみがえって来て……」

「神かん林ばやしさん……」

　美宇はポツリとそう呟つぶやいてから、俺の顔を見て言う。

「まったく……入学早々、強制わいせつとはね……」

「本当に悪かったよ」

「とにかく、今日はあんたのおごりだからね」

「ああ」

「……ちゃんと美宇の分も払いなさいよ」

「だから桜さくら井いは関係無いだろ。ってか、ここお前の家じゃねーか」




　そんな三人での会話の途中、店の奥のトイレに行った俺。するとそこから出たところで、突然背後から声を掛けられた。

「────ありがと、高村」

「なんだ、桜井か。びっくりさせるなよ……」

「今朝のお礼、まだ言えてなかったから……おかげで神林さんと、少しだけど話せるようになったわ」

　少し小声で美宇は言う。玲奈に聞こえないようにするためだろう。ここから彼女の席までは距離があるし、壁で死角になっていて俺たちの姿は見えない。

「どういたしまして。俺も少しは手伝えたか？」

「何言ってんの、大活躍よ。あんたがあそこで現れてくれたから、話題もできたし、彼女と普通にお話ができて……本当に助かったんだから。感謝してる」

　しんみりとした調子で美宇はそう言った。彼女の口からそんなセリフを聞くなんて珍しい。恥ずかしいのか、俺と目を合わせようとはせず、下の方を向いたままだったが。

「そっか……なら良かったよ」

「にしても考えたわね。あの場で転んで自分の正体を気付かせて騒ぎにすることで、美み宇うが人見知りを気にならなくさせようってアイデアだったんでしょう？」

「ちげえよ。あれはただの偶然だって。そんなハイリスクローリターンな捨て身の作戦、俺が実行するわけないだろ」

「そうなの？　でもまあ、結果的にそうなったわけだし、高たか村むらが体を張ってくれたのは事実だから……」

　そこまで言って、美宇は俺の目を見ながらこう尋ねてきた。

「……ねえ、高村はどうしてそこまで協力してくれるの？　美宇なんかのために……」

「別にそこまでと言われるほどのことをした覚えは無いけどな……だけど、やっぱり俺たちは同じ元浪人生だろ？　高校浪人という苦労を経験した者同士、お前の気持ちを俺は他の人よりは理解できると思うんだ。だからさ、少しでも力になれたらなって、そう思っただけだよ」

「高村……」

「まあ、俺が倉くら咲さきさんに告白するとき色々協力してくれたし、そのお返しでもあるけど」

「そ、そう…………あ、ありがと」

　嬉うれしいのか困っているのか、そんなよく分からない表情を浮かべながら、美宇は顔を俯うつむかせている。そして数秒後、くるりと体の向きを変えた彼女。

「そ、そろそろ戻るわよっ。神かん林ばやしさんが待ってる」

　そう言って歩き出したその後ろ姿は、なんだか以前より堂々としているように見えた。




　一時間後、俺と玲れ奈なは美宇と別れ、喫茶店を後にした。ここに来る前と比べて、財布が明らかに軽い。

「その、本当に良かったのかな……？　ご馳ち走そうになっちゃって……」

「気にするな。何度も話したように、これは俺からのささやかなお詫わびの気持ちだから」

　夏の夕方はじっとりと蒸し暑い。ついさっきまで涼しい店内にいたというのに、もう汗が噴き出している。

「……楽しかったか、今日は？」

「うん。桜さくら井いさんと色々話せて、良かった」

「そっか」

「前からお話ししてみたいって思ってたの」

　玲奈は嬉しそうにそう呟つぶやく。確かに二人は仲良くお話しできていた。最初は俺を介していた会話も、後半はいつの間にか二人だけの世界になっていた。たった今日一日の間で、飛躍的な進歩と言える。結局、きっかけ一つでどうにでもなるものなのかもしれない。

　隣を歩く彼女の姿を、俺は横目にちらりと見た。整えられたダークブラウンの髪が、夕ゆう陽ひを受けて眩まぶしく光る。

　この子は大人しい性格だし、口調も穏やかだ。たまにぶっ飛んだ言動をしたり、ちょっと変わっているところはあるけれど、美み宇うにとってはきっと相性の良いい女の子だろう。

（良かったな、桜さくら井い）

　俺は黄金色に輝く空を見上げながら、そんなことを思ったのだった。





　　　　　　　　◇






　その日から三日が経過した。時は週末、金曜日の放課後。一学期終了まであと僅か。明日からの三連休を挟んで、いよいよ来週の火曜日が終業式である。

　あれから美宇は、教室でも少しずつ玲れ奈なと話せるようになったらしい。朝「おはよう」と声を掛けられて、しっかり「おはよう」と返事ができるようになったらしい。二人はたった数日で急速に打ち解けていた。俺はバイトの時間に、美宇からのそんな報告を聞く。その話をする彼女の表情は心底嬉うれしそうだ。

　一方、俺は千ち春はるとの甘々な生活を満喫していた。夏休み前最後の一週間。学校でこの想おもい人と過ごせる時間も、あと少ししか無い。夏休みに入ったら、千春とも会えなくなってしまうのだろうか。それに、青あお海みも……。俺の心には、少しの寂しさと焦りがあった。

　しかし、そんなことを考えていたのは俺だけではなかったようだ。

「……高たか村むら、あのさ」

「どうした？」

　俺は喫茶店での仕事中、美宇から話しかけられた。こいつがこんな感じで俺の名前を呼ぶのは、たいてい何かお願いがあるときだ。俺は少し身構えながら、彼女の方を向く。

「またお願いがあるの。ちょっと美宇に付き合いなさい」

「今度は何だよ……？」

「実は、明後日あさつての日曜に、神かん林ばやしさんと遊びに行くことになったんだけど」

「そっか、それは良かったじゃないか」

　早くも遊びに行く約束までしたのか。その事実に、内心驚く俺。

「神林さんともっと仲良くなりたくて、美宇が誘ったの。それに、もう夏休みだしね……」

　夏休みになれば、必然的に学校の友達と会う機会は減少する。何もしなくても顔を合わすことができた日々から、自分から動かないと友達に会えない日々に変わる。

　美宇も、せっかくコミュニケーションが取れるようになった今の状況を、無駄にはしたくないのだろう。だって長期間顔を見ない時期が続けば、たとえ二学期になって再会したとしても、また今のように接することができるとは限らないのだから。美み宇うと玲れ奈なのような、一学期のラストに急に仲良くなっただけの関係であれば、なおさらである。

「なるほどな。それでお願いってのは何なんだ？」

　俺がそう尋ねると、彼女が話したのは意外な内容だった。

「ええ。だからその前日、つまり明日にそのリハーサルをしようと思うの。それを是非高たか村むらに手伝って欲しいのよ」

「は？　リハーサル？」

　話の内容に似つかわしくない単語が、彼女の口から飛び出した。俺は思わず聞き返す。

「そう、リハーサル」

　そして美宇は説明した。どうやらこの人見知りの女の子は、当日廻まわる予定の店やその経路、話す話題から食事メニューまで、全て綿密に計画を立てているらしい。そしてそのプランが無事上う手まく遂行できるかどうか、それと全く同じ行動をとってみることで、事前にシミュレーションしたいのだという。

「────とまあ、そういうことよ」

　美宇は説明を終えると、その計画が書かれたノートを見せてきた。待ち合わせ場所や時刻はもちろん、トイレに行くタイミングからショップ店員に話しかけられたときの対応に至るまで、事細かにびっしりと書き記されている。これを必死になって考えて作成したのだと思うと、なんだか涙ぐましい。

「……いや、同性のクラスメイトと遊びに行くだけだろ？　何もそこまで念入りにしなくても……初めてできた彼女と初デートに行く男じゃないんだから……」

「そ、それは……べ、べつに良いいじゃないっ」

　美宇はそう言ってそっぽを向く。

「それで、リハーサル……シミュレーションをするのは分かったが、俺は何を手伝えば良いんだ？」

「高村には神かん林ばやしさんの役をしてもらうわ」

「はい？」

「だから、このプラン通りに、美宇と一緒に一日を過ごしてもらうってこと！」

　至極当たり前のことのように、美宇はそう断言した。なんか色々ツッコミどころが盛りだくさんなんだが、とりあえず……。

「いや、せめて女子に頼めよ。男の俺だったら、実際と勝手が違うかもしれないしさ」

　俺のその言葉に、美宇は顔を俯うつむかせる。

「あんたくらいしか、頼める人がいないんだからしょうがないでしょ……」

「……ならマスターはどうだ？　絶対に喜んで引き受けてくれると思うぜ？」

「そんなのただの親子の休日じゃない。それにパパは仕事があるから」

「……」

　まあ、別に俺も嫌というわけではない。その内容に不安があるのは事実だが……。

（だけどそうすることで、少しでも桜さくら井いの自信に繋つながるのなら、俺も協力してやるか）

「……じゃあ、頼んだわよ」

「ったく……」

　こうして俺は、渋々了解したのであった。




　翌日、土曜日。指定された時刻（午前十時）の十分前に、俺は梅うめ田だの某有名な待ち合わせスポットに来ていた。

「あっ、高たか村むら！　おーい！」

　人ごみに紛れて、背の小さな美み宇うが一生懸命こっちに向かって手を振っている。その彼女の雰囲気は、どことなく普段と違っていた。このために気合いを入れて準備したのだろう。おめかししたそのオシャレな格かつ好こうのせいか、今日の彼女は実際より大人びて見える。

「もう、遅いわよ」

「ちゃんと予定時刻の十分前に到着したつもりなんだが……」

「男の人は女の人より先に来るものなのよ」

「俺は今日は女子高生の役のつもりで来たんだが」
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「まあ良いいわ。予定時刻には間に合ってるんだし。次から気を付けなさいよ？」

「……お前、今目の前にいるのが俺じゃなくて神かん林ばやしさんだと分かってるんだろうな？　彼女だと思って接しないと、明日のシミュレーションにならないじゃないか」

「それもそうだけど……なんか、あんたを見て神林さんだと思うのって難しいというか……ってかそう言うなら、あんたももっと神林さんになり切りなさいよ」

　そんなもっとも（？）な指摘を受けた俺は、裏声を使ってできる限り精一杯の、女の子──「神林玲れ奈な」の声を出した。

「桜さくら井いさん、ごめんね？　待った？」

「…………ごめん、やっぱ無理そう」

「……俺も悪かったよ。自分で言ってて自分を殴りたくなった」

「……こうしない？　美み宇うたちの関係はあくまでいつものままで、今日は計画通りに店を廻まわれるか、何か問題は無いかの確認をメインにするってことで」

「それが良いと思うぞ。多分このままだと俺の喉が持たない」

「決定ね。じゃあ今日は一日、そういうことでよろしく。それじゃ早速、最初の目的地に行くわよ」

　そう言って美宇は歩き出す。俺を振り返った彼女の口調は、高たか村むら颯そう太たに対してのそれだった。

「ほら、急ぐわよ。時間が押してるんだから」

「なんでまだ集合時刻五分前なのに、もう時間が押してるんだよ。計画の時点で破綻してるじゃねーか」




　そして俺たちは美宇の立てたプラン通りに、多種多様な店を廻って楽しんだ。……楽しんだと書いたが、実際は場所によって俺の心境は様々だ。書店や雑貨屋、ゲームセンターなどはまだ良い。問題はファッション関係のお店だ。女子高生二人組という設定上、見て回るのは当然ながらレディースファッションのエリア。

　横に美宇がいるとはいえ、このゾーンを男（しかも高校生）の俺がウロウロするのはなんとも気まずい。他の女性の視線を感じるような気がするし、美宇は「似合うかしら」などと言いながら、女の子用のキャミソールを俺に合わせてくる。下着のコーナーに足を踏み入れたときなんて、俺の心臓は破裂しそうだった。自分が玲奈であることも忘れ、目のやり場に困った俺はずっと下を見つめていた。

　というか、今日は俺たちの関係はいつものままじゃなかったのかよ。明日する予定のやり取りを、彼女は忠実に再現しているようだ。

　結局、店員や他のお客さん全員から、俺が女装癖を持つ男だという大変ありがたくない誤解をされたくらいの頃に、俺たちはようやくその店を後にしたのだった。

　お昼をまわり、女の子に人気のオシャレなカフェで、ランチタイム中の俺たち。この店ももちろん美み宇うがチョイスしたものだ。俺の周りはカップルや若い女の子たちで溢あふれかえっている。落ち着かない。だがそれは美宇も同じらしい。

「……桜さくら井いって、こういう店よく来るのか？」

「……はじめてよ」

　ソワソワと周りを気にしながら答える美宇。食事の味よりも、他のことが気になる様子。

「あまり無理するなよ。明日は別の店にしても良いいんだぞ？」

「何言ってるのよ。今日の目的を忘れたの？　本番で困らないようにするために、リハーサルってのはあるんじゃない」

「はいはい……」

（それにしてもこれ、俺たちは普通に周りからカップルだと思われてるんじゃ……）

　実際は恋人同士のデートでも何でもなく、ただの元浪人生同士のリハーサルなんだけどな。そんなことを思って、俺は一人苦笑いする。すると向かいの席に座る美宇が、俺の顔を見ながらポツリと呟つぶやいた。

「……午後は映画を見るわよ」

　そして昼食後、俺たちは近くの映画館へ。

「恋愛ものか……」

　上映中の映画が一覧となって表示されている場所の前で、俺は声を漏らす。

「神かん林ばやしさん、ラブストーリーが好きらしいの。だからこれがピッタリかなと思ってね」

「脱獄ものじゃないのか……え？　今から見るのか？」

「当たり前じゃない。何のためのシミュレーションよ」

「でもさ、今日見ちゃったらネタバレにならねーか？」

　そう指摘するも、美宇はそんな俺の心配などいとも簡単に切り捨てた。

「まあ、別に二回見たって良いじゃない！　さあ、いざ乗り込むわよ！」

「あっ、おい、待てって！」

　受付へと向かう金髪少女を、俺は慌てて追いかける。とそのとき、

「────あの名作ホラーパニック映画が帰って来た！　シリーズ最新作の製作決定に合わせ、過去一番のヒットとなった第三作が、本日から全国の劇場で再上映開始！　あのゾンビたちの恐怖が今、スクリーンに蘇よみがえる！」

　受付前のモニターから流れるそんな煽あおり文句が、なぜか俺の耳にこびりついた。




「────う～ん、楽しかったわね～」

　美宇が大きく伸びをしながらそう言葉を零こぼす。時刻はもう夕方。俺たちは彼女のプランに忠実に従い、今ようやく全行程を終えたところだった。

「今日はありがと。おかげで、明日に向けて良いい練習になったわ」

「そりゃ良かったな。こっちは女の子向けの店ばかり巡らされて、生きた心地がしなかったぞ……」

「まあ、これをきっかけに高たか村むらが新しい趣味に目覚めるんだとしたら、それはそれで有りなんじゃないかしら」

「有りじゃねーよ」

　それにしても、と俺は美み宇うを見ながら思う。この女の子は今日一日中、本当にずっと楽しそうだった。それに彼女が途中から、これがリハーサルだということなんて忘れて、純粋にこの時間を楽しんでいたような気がするのは、俺の思い違いなのだろうか。

「……じゃあ、明日は楽しんで来いよ。今日一日これだけ念入りにリハーサルしたんだ。もう何も心配なことなんて無いだろ？」

「そうね、多分……」

「また今度、どうだったか聞かせてくれよな。こんなに協力してやったんだし、俺にはその権利くらいあるはずだ」

　しかし俺がそう言った途端、彼女はキョトンとした様子で俺の顔を見たのだ。

「何言ってるのよ。明日は高村も来るのよ？」

「は？」

「美宇と神かん林ばやしさんがちゃんと無事に一日を過ごせるかどうか、あんたには後ろから見守っていて欲しいの」

「……尾行しろってことか？」

「理解が早くて助かるわ」

「さすがにそれはまずくないか？　下手したら捕まるかも……」

「大丈夫よ。美宇がとっておきのストーカーテクニックを高村に伝授してあげる」

　美宇は自信満々にそう言った。そういえばこいつは以前、ずっと俺のことをストーカーしていたっけ。そのときに身に付けたノウハウでも有るというのか。

「……お願い、高村。あんたがいてくれたら美宇、安心して神林さんと遊べると思うの」

　美宇はたまにしか見せない真剣な表情で俺のことを見つめる。その様子からは、冗談めいた気持ちなどは感じられない。

（……しょうがないな、どうせ乗り掛かった舟だ。こうなったら最後まで、この二人の行く末を見届けてやろう）

　そして俺は目の前の金髪少女の前で、軽く笑みを零こぼしたのだった。

「……分かったよ。じゃあまた、明日な」





　　　　　　　　◇






　一晩が過ぎ、再び太陽が昇ってくる。いよいよ美み宇うが一歩を踏み出す日、日曜日がやって来た。俺は昨日と同じ時刻に家を出ると、同じ電車に乗って、昨日と同じ待ち合わせ場所へと向かう。

　夕べあの後、美宇からストーカーの極意を授かった俺。今日はそれを活いかして、バレないように（＋俺が捕まらないように）二人を追跡しなければならない。

　目的地に到着すると、昨日とは異なり、俺は柱の陰に隠れて様子を見守ることに。俺の視線の先にはちょうど二十四時間前と同様、美宇が一人ぽつんと立っている。しかしその洗練された格かつ好こうに反して、今日の彼女はどこか落ち着きが無い。

　数分後、玲れ奈なが現れた。お互いに少し緊張した様子の二人。やはり休日にクラスメイトと遊びに行くのは、彼女たちにとってはややハードルが高いのかもしれない。

　だがそのとき、美宇は自分から玲奈に話しかけた。その顔には精一杯の笑みが広がっている。自分が誘った手前、彼女にこの休日を楽しんでもらわなければ、そう気合いが入っているのだろう。内容までは聞き取れないが、美宇の話を聞いて玲奈も笑顔を見せる。不器用ながらも頑張る元浪人生の姿は、何とも健けな気げだ。

　少し会話した後、彼女たちは早速最初の店へ移動し始めた。俺も後を追う。

（桜さくら井い、大丈夫かな……）

　だがそんな俺の心配は杞き憂ゆうだった。初めこそどこかぎこちなかった彼女たちだったが、いろんな店を廻まわるにつれて、二人の表情は次第に柔らかくなっていったのだ。時間の経過と共に徐々に慣れてきたのもあるだろう。それになんだかんだ言っても、今日のために練り上げた美宇のプランは優れていた。店のチョイスや会話内容など、美宇の完璧なエスコートに、玲奈も彼女との時間を楽しんでいるようだった。

　中でも特に大きかったのはＣＤショップでのこと。そこでなんと、美宇と玲奈が同じアーティストのファンであることが発覚し、彼女らは瞬く間に意気投合した。『共通の趣味』、それは友達との仲を深める上で、やはり最強のツールなのだろう。

（共通の趣味、ねえ……）

　俺はそんな二人を見ながら、頭の中でゆっくりとその言葉を繰り返していた。




　その後も美宇と玲奈はショッピングを続け、二人の間の距離もだんだん縮まっていく。俺が前に感じた、この二人の相性はとても良さそうだというのは本当だった。一緒の時間を過ごす彼女たちの姿はとても居心地が良さそうで、何とも微笑ほほえましい。

　一方俺はそんな様子を、数メートル後ろからずっと見守っていた。怪しまれないよう、あくまで通行人のふりをしながら。とはいえこの俺の行動は、周りの人には不審者として映ってはいないだろうか。そう不安に思う気持ちは拭い去れない。

　ましてやファッションエリアで、美み宇うたちが女性物の下着を物色している様子をこっそり覗のぞいていたときなんて、一歩間違えれば本当に変質者として逮捕されるんじゃないかと冷や冷やものだった。しかし何人もの女性に汚い物を見るような目で見られながらも、俺は何とか無事にそこから生還する。美宇から授かったストーカー技術のおかげなのか、それともたまたまか。俺はめでたく、女装癖を持つストーカーへと進化したのだった。

　そんな俺の極限の状況など知る由も無く、二人の行程は進む。例のオシャレなカフェでのランチを楽しみ（店内での美宇は昨日よりは自然体だった）、映画館にて感動必至のラブストーリーを鑑賞する。その上映終了後、二人は仲良く映画の感想を語り合っていた。いつもより興奮の色が隠せない様子の玲れ奈なは、とても満足げである。どうやら、美宇は映画のチョイスも完璧だったらしい。

　────本当に順調に、美宇の立てた計画通りに事は進んでいた。




　夕方、とあるショップを後にした美宇と玲奈は、商業施設のビルの中を歩いていた。まだ今しがたの映画の話でもしているのだろうか、盛り上がる彼女たち。完全に打ち解けた雰囲気の二人は、とてもリラックスしているようだ。今朝待ち合わせ場所で見せていた、あの緊張した様子などまるで忘れてしまったみたいに。

　彼女たちの少し後ろを歩く俺は、そんな光景を見つめながら一人笑みを零こぼしていた。

（もう、俺無しでも大丈夫そうだな……）

　もしまた美宇が挙動不審を発症してどうしようもなくなったら、俺が出て行ってなんとかフォローしてやろう。実は内心そんな風に考えていたのだが、この二人の様子を見る限り、その必要は無さそうだ。あんなに幸せそうな、美宇の笑顔を見る限り……。

（…………ん？）

　俺はふと違和感を覚えた。先程まで心の底から楽しそうにしていた金髪少女の顔から、明るさが消えていく。そして数分と経たたないうちに、彼女は苦しそうに息を荒らげ始めたのだ。何とか顔に張り付かせていた笑みも消え、今や足元もフラフラとおぼつかない。

「桜さくら井いさん……どうしたの？」

　当然玲奈も彼女の異変にすぐに気付く。すると次の瞬間、美宇は横の壁に手をついたかと思うと、そのまま体を屈かがめてその壁にもたれかかってしまったのだ。

「はあ、はあ……」

「桜井さん、大丈夫!?」

　玲奈が驚いた表情で叫ぶ。その傍そばで歪ゆがんだ顔を俯うつむかせながら、肩で息をしている美宇。商業施設の通路で突然しゃがみ込んでしまった女子高生に、周りの人たちの視線も集まっていた。

（あいつ、もしかして……ったく！）

　事態を把握した俺は隠れていた物陰から飛び出すと、急いで美み宇うの元へと走り寄る。

「おい大丈夫か、桜さくら井い！」

　俺は座り込むこの女の子の頭上から声を掛けた。彼女はゆっくりとこちらに顔を向ける。

「た、高たか村むら……」

「えっ、高村君がどうしてここに……？」

　思いがけない人物の登場に驚く玲れ奈な。そんな彼女に俺は言った。

「今はそんなことより、とにかく、桜井を近くの椅子まで運ぶぞ！」

「わ、分かった！」

　こうして俺は玲奈と二人がかりで、この女の子を休める場所へ連れて行ったのだった。




「……ったく、何やってんだよ、お前は……」

「悪かったわね……」

　数分後、美宇は疲れ切った様子でソファに体を預けていた。その隣には玲奈が座る。ここは商業施設の中にある、広々とした休憩スペースである。二人の前に立つ俺は、美宇への言葉をさらに続けた。

「無理するなって……ただでさえ、桜井は他の人より体力無いんだから……」

「だって……」

　苦い顔をして口をつぐむ彼女を、俺は呆あきれ半分心配半分の気持ちで見つめていた。

　一週間ほど前にマスターから聞いた話を思い出す。幼い頃から病気がちで、体が弱かったこの小柄な女の子。いくら以前よりは元気になったとはいえ、この二日間の強行スケジュールはさすがに彼女の体にこたえたのだろう。基本的に長い間立ちっぱなし歩きっぱなしだし、やはり緊張や気合いのせいで、体力をいつも以上に使ったらしい。普段慣れないことをして、本人も気付かないうちに体が限界を迎えてしまったようだ。

　さらに俺は、一連の美宇の計画のことを思い返してみる。

（思えば、確かにあいつの立てた予定はなかなかハードだった。分刻みのスケジュールで、全然ゆとりが無かったからな……）

　自分の体のことを考慮に入れなかった点。それが、一見完璧なように見える美宇のプランに潜んでいた、唯一の見落としだった。

「ちょっとはマシになってきたわ……」

　やがて美宇はそう呟つぶやいて体を起こした。顔色もさっきより良くなっている。ずっと心配そうにしていた玲奈も、それを見てホッとしたように表情を和らげた。するとその彼女の視線が、俺の方を向く。

「……でも、高村君はなんであのときあの場にいたの？」

「そ、それは……」

　玲れ奈なの当然ともいえる疑問に、俺はまごつく。これはどう答えるべきなのか……そう悩んでいると、美み宇うが口を開いた。

「美宇がお願いしたのよ。美宇たちの今日の様子を、遠くから見守っていて欲しいってね」

「おい、桜さくら井いっ」

「別に良いいわよ。本当のことでしょ？」

「そうだったんだ……ってことは、高たか村むら君は一日中、ずっとか弱い私たちの後ろを執しつ拗ように付け回していたと……」

　玲奈が神妙な面持ちになって言い放つ。

（なんか言い方が気になるなあ……）

「……でも助かったわ。おかげさまで、少し休んだしもう大丈夫よ」

　そう言って美宇はゆっくりとソファから立ち上がった。

「本当か？　まだ休んでいた方が……」

「平気よ、これくらい。さっきはちょっとフラッとしてしまっただけだから」

　そして服のしわを伸ばしながら、彼女は続けた。

「それに、美宇のせいでかなりプランが乱れてしまっているし……早く遅れを取り戻さないとね」

「……いや、プランのことはもう良いだろ」




　とまあそんなトラブルが起こりつつも、なんとか今日一日の予定は全て終了した。美宇が倒れてからは俺もそのまま合流し、以降は三人で店を廻まわった。美宇は再び元気を取り戻したらしい。玲奈と楽しいひと時を過ごす彼女の姿を、俺は今度はすぐ近くから眺める。彼女の見せる笑顔に、俺も一安心だ。

「────今日は誘ってくれてありがとう、桜井さん。とっても楽しかったよ」

　美宇が一日の計画の最後に選んだ場所は、とあるビルの中層階にある屋外エリアだった。日は沈みかけ、紅あかい西の空と昏くらい東の空とが美しいコントラストを描いている。多少蒸し暑いながらも、吹き抜ける風のおかげで不快さはあまり感じられない。この辺りはそれほど人が多くないようで、現在この一角には俺たち三人しかいなかった。

「こちらこそ、最高の一日だったわ。その……心配かけちゃって、ごめんなさい」

「ううん、そんなの全然気にしなくて良いよ。それより、本当にもう大丈夫？」

「ええ。もうへっちゃらよ」

　そう返しながら、美宇は握った左右の手を胸の前へ持って行く。本人としては元気アピールのつもりなのだろうが、なんだかボクサーの戦闘態勢のようにも見えて少し可お笑かしい。

「ふふっ、安心した」

　玲れ奈なはそんな美み宇うを見ながら、屈託なく笑う。そして外の景色へと顔を向けた。

「綺き麗れいだね……」

「そうね……」

　手て摺すりに掴つかまり横に並んで話す二人。俺はその近くから、そんな彼女たちのことを見守る。しばらくして、美宇がちらりと一瞬俺を見たかと思うと、玲奈に向かって口を開いた。

「……あのね、神かん林ばやしさん。大事な話があるの」

　ポツリと落とされたその言葉に、玲奈はキョトンとしながら美宇の方に顔を向ける。

「大事な話？」

「うん。そ、その……ずっと学校のみんなには黙ってたんだけど……」

　緊張した面持ちの美宇の顔が、ビルの明かりに照らされる。俺は彼女が何を言おうとしているのか、すぐに気付いてしまった。息を呑のんで、目の前の金髪少女に集中する。

　しかしそれからしばらく経たっても、美宇の口からはその先の言葉が出て来ない。沈黙が流れる。最後の勇気が出ずに、言いい淀よどんでいる様子の彼女。この小さな女の子は、「打ち明けたいけど怖い」、そんな相反する気持ちに苦しみ、葛藤していた。

　するとそんな美宇の姿を黙って見ていた玲奈は、次の瞬間、こう言ったのである。

「……もしかして、それって、桜さくら井いさんが高校浪人していたって話？」

（なっ!?）

　俺と美宇の反応は全くもって一緒だった。驚く美宇の口から、小さく言葉が漏れる。

「ど、どうして……」

　予想外の展開に戸惑う俺たちの前で、玲奈は説明を始めた。

「……えっとね、この前、桜井さんの喫茶店に三人で遊びに行ったよね。そのとき、店の奥で桜井さんが高たか村むら君と話していた内容を、偶然聞いちゃったんだ」

　その返事に俺はピンときた。確かにトイレの帰りに、俺は美宇と二人で少し会話した。そういやそのとき、浪人生とかどうとか口走っていたような気がする。どうやら、その内容を玲奈に聞かれてしまっていたらしい。

「そう、だったんだ……」

「……ごめんね」

　申し訳なさそうな玲奈の前で、美宇は首を横に振る。

「神林さんが謝る必要、無い。それより……」

　ゆっくりと深呼吸をした彼女は、覚悟を決めたように口を開いた。

「……その通りよ。実は美宇は高校浪人した、元浪人生なの。だから、本当は神林さんの一つ年上で……」

「……うん」

「隠していてごめんなさい。普段は誰にも話していないのよ。でも神林さんにだけは、絶対に伝えたいって思っていたから。今日ここで言おうって、初めからそう決めてたの」

　美み宇うは力強い口調でそう言った。その目は真剣だ。

　俺は驚いていた。計画の時点で既に、この場所で真実を告げる、そう決意していたのかと。その美宇の覚悟が俺の胸に刺さる。俺の驚きは、すぐに嬉うれしさに変わった。

　以前夜の喫茶店で話したとき、『そもそも浪人の話ができるような友達がいないんだけどね』、そう話して自虐めいた笑いを見せていた彼女。しかしそんなあいつも、ついに勇気を出すことができた。今度こそ、本当に一歩を踏み出したのだ。

　しかしそこで、美宇は自嘲気味に笑う。

「なのに結局詰まっちゃって、先に言われちゃうなんて、ホント、情けない限りね」

「あっ、えっと……」

「ううん、神かん林ばやしさんは気にしなくて良いいの。ちゃんと伝えられたから、私はそれで満足」

　そう返して、暫しばし間を置いてから、彼女は真っすぐに玲れ奈なの目を見て言った。

「……周りのクラスメイトより一つ年上のこんな美宇だけど、それでも神林さんは、美宇の友達になってくれる？」

　やや不安げに、そう尋ねる美宇。しかし玲奈の返事はいたってシンプルだった。

「もちろんだよ」

　その短い言葉を聞いて、美宇の顔からはすっと陰りが消えていった。力の入っていた体が緩み、握られた手の拳は開かれる。玲奈はさらに続けた。

「第一、桜さくら井いさんが高校浪人していたとか、私にはそんなことどうだって良いの。だって、私は高校に入学してからの、今のこの目の前の桜井さんしか知らないんだから」

「神林さん……」

　すると玲奈は思いついたように、冗談っぽく笑みを浮かべながら言う。

「あっ、でも……桜井さんは実際は私の年上ってことは、これからは敬語で話しかけるべきなのかな？　桜井先輩、おはようッス！　みたいな感じで」

（なぜに体育会系……？）

「いや、今まで通りタメ口でお願い。その方が、気が楽だから」

「ふふっ、了解。じゃあ美宇ちゃんって呼んでも良い？」

「み、美宇ちゃん……！」

　その慣れない呼び名を繰り返してから、その名前の女の子は真っ赤な顔でこくりと頷うなずいた。それを見て、玲奈は再び口を開く。

「それじゃあ、改めてこれからよろしくね、美宇ちゃん！」

「……う、うん、よろしく……！　れ、玲奈ちゃん！」

　そう言って、美宇は満面の笑みを見せた。その晴れやかな顔は、今日どころか、ここ数日間で一番の笑顔だっただろう。今ここにようやく、真の友情が結ばれたのだ。

（友達、出来て良かったな、桜さくら井い……）

　俺はそんな二人の様子を眺めながら、静かに目を細める。太陽が沈んで黒一色に染め上げられた空の上では、真っ白な満月が綺き麗れいに輝いていた。




（桜井、よく頑張ったな……）

　その後二人と別れ、人ごみの中を一人歩く俺。昨日今日と、あっという間に過ぎ去った時間を再び回想する。勇気を出し、夢を叶かなえた美み宇うの姿はとても格かつ好こ良くて、晴れ晴れと輝いていた。その映像を脳内で振り返りながら、ふと今日のとある場面が頭に浮かぶ。

（共通の趣味、か…………まだ、開いてるよな？）

　駅へと向かう途中、俺は不意に進路を変え、レンタルビデオショップへと向かった。店の中へ足を踏み入れると、そのまま足早にとあるコーナーへ。

　──目的の物はすぐに見つかった。なぜなら専用のブースが設けられるくらいに、とても大々的に紹介されていたから。そして俺はそのシリーズのブルーレイディスクを二枚、一寸たりとも迷うことなく、その場で一気に購入したのだった。
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（夏休み、かあ……）

　私は間近に迫ったそれを思いながら、小さく溜ため息いきをつきました。多くの生徒たちにとっては、一年で最大の楽しみと言っても良いい夏休み。しかし今の私の気持ちは複雑です。待ち望む気持ちもある反面、来て欲しくないという感情もあります。

　でも今、終業式を翌日に控えた私の心境はどちらかと言われれば、やはり「もうすぐ夏休みで嬉うれしい」、の方でしょうか。だって、学校で先輩の顔を見なくて良くなるのですから…………どうしてでしょう、ホッとするはずなのに、なぜか胸がチクリと痛みます。

　今日は月曜日ですが祝日です。私は一日中、家の中に閉じこもっていました。大好きなホラー映画も、今はあまり見る気分になりません。

（先輩……）

　冷房の効いていない室内はじっとりと暑く、汗が流れます。窓の外からはセミの大合唱が聞こえてきます。もう夏真っ盛りです。

　私は太陽が照りつける窓の外に目を向けました。夏になると、いつもあのときのことを思い出してしまいます。三年前の夏、当時中学一年生だった私が、「先輩」へ抱いていた気持ちの正体に気付いた、あの夏合宿のことを────





　　　　　　　　◇






　────私が中一のときの夏、私の所属する陸上部は夏合宿のため、とある合宿施設を訪れていました。大阪からバスで数時間ほど、山のふもとにある自然豊かな場所。空気が美お味いしくて、見渡す限り山と田畑の緑が広がっています。この場所でこれから五日間、みっちりトレーニングです。

　私はこの合宿をとても楽しみにしていました。大好きな陸上漬けの五日間。しかし理由はそれだけではありません。気になる先輩と一緒に過ごせることが嬉うれしくて、柄にも無く合宿前日はよく眠れませんでした。

　ハードながらも楽しい練習。その合間、先輩とおしゃべりしたりしながら、私は充実した時間を送っていました。

　そんな合宿三日目の夕方、自由時間に売店に立ち寄った私。その中でふと、とあるストラップを目にします。この地域のご当地マスコットでしょうか、可愛かわいらしくデフォルメされたそのキャラクターに、私の目は釘くぎ付づけになっていました。

（可愛いなぁ……）

『藤ふじ本もと、何見てるんだ？』

『あっ、先輩』

　振り返ると、先輩がこちらに向かって歩いて来るところでした。

『颯そう太た先輩、見てくださいっ。このストラップ、とっても可愛いですよ』

　私は目の前に陳列されているその商品を指差します。すると、先輩もそれをじっと見ながら言いました。

『……確かに可愛らしいな』

『ですよね！』

『……買ってやろうか？』

『えっ？』

　驚いて先輩の方を見ますが、冗談を言っているようには見えません。

『いえ、そんなの申し訳ないですよ』

『気にするな。見たところ、中学生の俺でも買えるような値段だし。藤本は毎日練習を一生懸命頑張ってるからな。そのご褒美だ』

『本当ですか、あ、ありがとうございます、先輩！』

　そして先輩は、購入したストラップを私に手渡してくれました。

『ほらよ、大切に使えよ』

『もちろんですっ』

　私は元気よく返事をして、彼に笑顔を見せます。

『これで、明日の練習メニューも頑張れそうですよ』

『はは、大おお袈げ裟さだな、藤ふじ本もとは』

　そう言って、先輩は笑っていました。




　先輩にストラップを買ってもらったのが嬉うれしくて、私はそれからずっとそれを持ち歩いていました。夜の練習のときも、夕食のときも。お風呂場にまで持って行こうとするので、同じ部屋の女子から呆あきれられたのを覚えています。結局持って入りましたが……。もちろん寝るときだって、それを手に握っていました。そのおかげでしょうか、その日はいつも以上に熟睡できたような、そんな気がします。

　そして次の日がやって来ます。四日目はこの合宿で一番の目玉（？）となる練習メニューが予定されていました。それは、合宿所の近くにある山の中を走るトレーニングです。主に長距離種目の選手たちが行うもので、アップダウンの激しい数キロにわたるコースを走破することで、持久力や忍耐力を付けるのが狙いです。この部の伝統メニューのようで、上級生の女子の先輩に聞くと、去年も同じことをしたそうでした。

　まず女子がスタートし、数分遅れて男子が後から出発することになっていました。というわけで、早速トレーニング開始です。私は軽快な走りであっという間に他の部員を引き離し、一人山道を楽しんでいました。木々の芳かぐわしい香りや、暑いのに不快ではない、そんな自然の中のコースを味わいつつ駆けて行きます。調子に乗ってペースを速めたら、大きめの石ころに躓つまずいて一度バランスを崩してしまったこともありましたが、それ以外は特に問題も無く、全体の三分の二辺りの所まで進みました。

　しかしそのとき、私は異変に気付きます。それは走りながら、ふとズボンのポケットに手を入れたときのことです。

（…………無い）

　そう、無いのです。そこに大事に入れておいたはずの、あのストラップが。

（スタートしたときはあったはずだよね。ってことは、途中で落としたのかな……）

　とすれば心当たりは一つしかありません。少し前の地点で、石ころに躓いて転んでしまったあのときです。きっとその近くに落ちているはず、そう思った私はすぐに引き返しました。ゴールよりも何よりも、私にとって一番大切なものはそれだったからです。

（確かこの辺りだったと思うけど……）

　数分後、私はその現場まで戻ってきました。ところが、いくら探しても目的の物は見当たりません。徐々に焦りが募ります。

　もしかして、そう思った私は横を見ました。舗装された道路の隣は、木々がうっそうと生い茂った地面が広がっています。少し下り坂になっていて、落とした拍子にストラップがそこまで跳んだのだとしたら、そのまま勢いで転がって行った可能性も無くはありません。

（……ちょっとだけなら、大丈夫、だよね？）

　そして私は脇道へ、その木々の間へと入って行きます。少し調べて、収穫が無ければすぐに戻るつもりでした。ですがついつい意地になって捜索しているうちに、いつの間にかかなり奥まで来てしまったようです。一瞬恐怖が頭をよぎり、引き返そうとした次の瞬間！

『きゃ、きゃあああ！』

　足を滑らした私は、そのまま急な斜面を転がり落ちていきました。一瞬何が起きたか分かりません。数秒後、少し開けた平地の所でようやく私の回転は止まりました。仰あお向むけの体勢で、空を見上げる私。やがて起き上がろうとしますが……。

『い、痛っ！』

　足首に激痛が走りました。どうやら捻ひねってしまったようです。

『うそ、これじゃ私、ここから一歩も動けない……』

　見知らぬ場所で、たった一人。携帯も無く、助けも呼べません（持っていたとしても恐らく圏外でしょうが……）。最悪の事態を想像して、背筋が凍ります。

（私、なにやってるんだろう……）

　草地の上に寝転がって夕暮れの空を見つめながら、私は大きく溜ため息いきをつきました。

（先輩が私のためにせっかく買ってくれたストラップを落としたりなんかして、挙句の果てにこんな所で動けなくなって……私、本当に馬鹿だなあ……）

　そう思って自虐めいた笑いを浮かべようとしますが、上う手まく笑えません。どこかから聞こえる小鳥のさえずりが、そんな自分をあざ笑っているように感じました。

　次第に、辺りは暗くなっていきます。私は体を起こしたものの、立ち上がることができずその場に座り込んでいました。助けが来る気配はありません。寂しさと心細さがどんどん高まっていきます。

（どうしよう……このままだと、私……………………颯そう太た先輩）

　そのとき脳裏に浮かんだのは、あの人の顔でした。いつも優しく私の相手をしてくれる、一学年上の先輩。先輩にまた会いたい。このとき私ははっきりと、そう思ったのです。

　ですが、それも叶かなわぬ夢なのでしょうか。私はここで誰にも気付いてもらうことなく、一人寂しく孤独死する運命なのでしょうか。なんとかしたくて、でもどうしようもできなくて、私は泣きそうになるのを必死に堪こらえていました。




　このままだと、体より先に精神が限界に達してしまいそうです。そんなことを考えていた、そのときでした。

『────藤ふじ本もとっ！』

　その声に振り向くと、私の目の前、そこには一番見たかった顔があったのです。

『そ、颯そう太た先輩……』

『良かった、見つかって』

　先輩はそう言って、ほっと安心したように息を漏らしました。

『大丈夫か？　ったく、探したぞ……』

　そんなことを呟つぶやきながら、ゆっくりとこちらに歩いてくる先輩。するとその心配そうな彼の顔が、急にぼやけて見えなくなります。あれ？　どうしたのでしょう？

『……って、おい藤本！　お前、なに泣いてんだよ！』

『…………へ？』

　先輩の言葉に気付くと、なんと私の目には大粒の涙が溢あふれていました。その涙は瞬く間に、滝となって私の顔を流れ始めます。

『う、うぅぅ、せ、せんぱい～！』

『あっ、おい！』

　私は号泣しながら、駆け寄って来た先輩のズボンを掴つかみ、そこに頭を押し付けました。先輩が来るまではずっと我慢できていたのに、どうしてでしょう。彼の姿を見た途端、何かの糸が切れてしまったかのように涙が止まりません。

　先輩は私と同じ目線の高さになるようにしゃがみ込んで、私が泣なき止やむまでずっと、何も言わずに傍そばにいてくれました。




『……どうだ？　泣き止んだか？』

　しばらくして、先輩が私に尋ねます。私は黙ったまま、小さくこくりと頷うなずきました。それを見て、彼は優しい笑みを浮かべます。

『でも、どうしてここが……』

『ほら、これ』

　そう言って彼は、私に右手を差し出しました。その掌てのひらには、あのストラップがちょこんと乗っています。

『ランニングコースの途中に落ちてたんだ』

　先輩の話によると、ストラップが道端に落ちているのを発見して、嫌な予感がしたそうです。そしてそのすぐ先で、誰かが脇道に入って行った形跡を見つけ、後を追って来てくれたとのことでした。

『お前のことだから、どうせ探しに入ったんだろうなって。このストラップ、とても気に入っていたみたいだったし』

『先輩……』

『それでしばらく歩いていたら、遠くにお前の姿がチラッと見えてな。急いで駆け付けたんだよ』

『そうだったんですか……』

　そして先輩は、差し出した手をさらに私に近づけました。私はその手の上からストラップを受け取ると、それをまじまじと見つめます。

『……足、怪け我がしてるのか？』

　何となく雰囲気で察したのでしょうか、彼はそう言って私の脚に目を向けました。

『はい……そこで転んで、足首痛めちゃって……』

『なに？』

　私が指し示した方角には、先程私が転げ落ちた坂があります。そちらを一いち瞥べつした先輩は、再び私の方に向き直ると言いました。

『痛かっただろ？　他に怪我はしてないか？』

『はい、恐らくは……』

『……そっか……でも、こんな所に一人でよく頑張ったな。偉いぞ』

　そう言って、先輩は私の頭をなでなでしてくれます。その手の優しさに触れた途端、スイッチでも押されたかのように、また私の体からは力が抜けていきました。

『や、やめてください、先輩っ。ま、また、泣いちゃいますぅ……』

　私はぎゅっと、手に持ったストラップを握りしめます。そんな私のことを穏やかな眼まな差ざしで見つめながら、先輩は言いました。

『よしよし、じゃあそろそろ戻るぞ。みんな心配してる』

『……はい』

『……ほれ』

『？』

　先輩は私に背を向けたかと思うと、少し屈かがんでこちらを振り返ります。

『おんぶ、するよ。足が痛くて歩けないんだろ？』

　そのお言葉に甘えて、私は先輩におんぶをしてもらいました。先輩の背中に体を預けます。自分の体と先輩の体が服越しに密着して、多少気恥ずかしさはありましたが、それよりも安らかな気持ちの方がずっと強かったです。

『……先輩、本当にありがとうございました』

『良いいって』

『餓死しなくて、済みましたよ』

『大おお袈げ裟さだなあ、藤ふじ本もとは。人はそんな簡単には死なないよ』

　先輩が笑いを零こぼす声が小さく聞こえてきます。さっき私の前に現れた先輩はとっても格かつ好こ良くて、その姿を見た瞬間、不安な心が一瞬で和らいで……。

『……先輩が来てくれて、嬉うれしかったです』

『ん、そうか？　まあ、他のみんなも藤本のこと一緒に探してたから、たとえ俺が見つけなくても、多分他の誰かがすぐに発見してくれていたと思うぜ。だから心配無用だ』

『あっ、えっと……』

　その返事を聞いて、私は先輩の肩に顔を押し付けます。

（違いますよ、先輩……先輩だったから、こんなに嬉しかったんじゃないですか……）

　しかしその言葉は、とうとう私の口からは出て来ませんでした。

　ゆらゆらと揺られながら、私はこっそりと先輩の頭を眺めます。先輩の背中の上は温かく感じられて、とても心地良いい物でした。それでも私のそれよりはずいぶん大きく固く、男の子なんだなあと実感させられます。

（颯そう太た先輩……）

　一緒にいて居心地が良くて、気になる存在だった先輩。そんな彼のことをどう思っているのか、私はずっと分からないでいました。

　だけど、今日あそこで一人孤独を感じていたとき、私が一番に会いたいと願ったのは先輩でした。もう二度と会えなくなるかもしれない、そう考えた瞬間に、「絶対に、絶対にイヤだ」、そんな強烈な不快感が心の底から湧き上がってきて、自分がここまで先輩のことを思っていたのかと、はっきり自覚させられたのです。
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　そして先輩の顔を見たときの喜びは、それはもうあり得ないくらいに大きくて……。

　そのとき私は、この四か月近くの間ずっと抱いていた、颯そう太た先輩に対する気持ちの正体に、やっと気付いたのです。

（ああ、そっか……）




　────私、この先輩のこと……好き、なんだ。




　……私はふと空を見上げました。背後の気配を感じたのか、先輩が問いかけます。

『どうした？』

『星、綺き麗れいですね……』

　その言葉に、彼もまた顔を上へ向けました（おんぶしながらなので、少々きつい体勢ですが）。二人で見上げる夜空は、あちこちに星の明かりが煌きらめいていて、美しいの一言です。

『大阪だとこんなに見えないですもんね』

『そうだな……』

　もし救助が来ず、あそこで一人でこの空を見上げていたとしたら、こんな風に綺麗だと思えたでしょうか。夏の星座を勉強して来たら良かったなあ、そんなことをふと思います。そしたら、もっと先輩と星の話題で盛り上がれたのに。

　それでも、なんだか普段は見られない景色を私たちだけで独占できているような気がして、気持ちが高まります。満天の星ほし々ぼしを見ていると、心が洗われるようで、私にもまた少しずつ元気が戻ってきました。

『……先輩。私、このストラップ、もう二度と無くしたりしませんから』

『……ああ』

　他に誰もいない山の中で、先輩と一緒に見たこの星空の美しさ、私は一生忘れません。




　その後私は安静を命じられ、結局最終日の練習には一度も参加できないまま、合宿は終了してしまいました。例のストラップは通学鞄かばんに付け、それ以来、登下校でも学校でも常に一緒です。

　あの夜、ついに自身の気持ちを自覚した私。ですが、二人の関係がこれまでと特に変わることは無く……私はいつも通りに先輩と接し、先輩もまた同じです。変化したことと言えば、部活の時間がさらに楽しみになったことくらいでしょうか。

　告白なんて大それた行動は、まだ自分には早すぎな気がしましたし、何よりしたいとも思いませんでした。それで今のこの心地良いい関係がもしも終わってしまったら……そう考えると、とても怖くて。それに、今のままで私は十分幸せだったのです。

　だけど……。

（いつか、この私にも勇気が出せるときが来たら、そのときは必ず…………）

　中一の夏、私は一人、そんな決意をしたのでした────





　　　　　　　　◇






（────あれからもう三年かぁ……）

　私の意識は再び現実に戻ってきます。夏の暑さはあのときとちっとも違いませんが、私たちの関係は大きく変化してしまいました。

　あの日の私の決意。それを実行に移せたのは、それから一年半後の冬のことでした。ようやく勇気を出して先輩にラブレターを送ったものの、しかしその結果は……。

　そして私は、自分の通学鞄かばんへと目を向けました。そこにはもちろん、あのストラップが今も変わらずに付けられています。中学から高校へ進学する際に、ちゃんと新しい鞄に付け替えたのです。私はそれを手で掴つかむと、顔に近づけてじっと見つめます。

（颯そう太た先輩……）

　そのマスコットキャラの笑顔が、目を覆った液体で滲にじんで見えなくなりました。





　　　　　　　　◇






　一学期の終業式の日の朝、俺は勢いよく家を出た。ある一つの決意を持って、電車に揺られ、通学路を歩き、学校へと向かう。準備は万端。俺には今日、絶対にやらねばならないことがあるのだ。一年一組の教室に入り、彼女の姿を確認すると、俺の手には人知れず力が入った。

　終業式の今日は学校が終わるのも早い。講堂で校長先生のありがたいお話を聞き、教室でのホームルームを終えると、正午を跨またいだ頃には早くも最後の鐘が鳴る。

「皆さん、夏休みだからと言って、羽目を外し過ぎないようにしてくださいね。それに宿題も早めにやっておくこと。それではまた、二学期の最初の日に元気でお会いしましょう」

　そんな担任のお決まりの忠告と挨拶を聞き終えると、長かった一学期もこれでようやく終了である。入学してから一番とも思える歓声に包まれる室内。希望に胸膨らませた彼、彼女たちは、一人、また一人と教室を後にする。雄ゆう介すけも、部活の練習へと張り切って飛び出して行った。

　そして教室から少しずつ人が減っていく中、俺はあいつの傍そばへと近寄った。彼女は自分の席に座って、ちょうど帰る支度をしているところだった。

「……青あお海み」

「……なんですか？」

　彼女は鞄かばんにノートをしまいながら、その顔を一切俺に向けることなく淡々と答える。

「……今日一日、時間あるよな？」

「はい？」

　彼女はそこでようやく俺の方を見た。その彼女の怪け訝げんな顔に向かって、俺は続ける。

「ほら、お前この間言ってただろ？　期末テストで全教科欠点回避を成し遂げたから、そのご褒美に、俺と一緒に遊びに行きたいって。だからさ、それだよ。今日、これから一緒に遊びに行かないか？　今は正午だ。今日はまだたっぷり時間があるし。な、良いいだろ？」

　しかしその俺の提案に対する彼女の返事は、何とも冷たいものだった。

「ああ……そう言えば私、そんなこと言ってましたね。でももうその件は良いです。忘れてください」

「いや、忘れてって言われても……」

「それに私、今日はこの後クラスのみんなで遊びに行く約束をしているので。ですから、ごめんなさ────」

　彼女は最後まで言えなかった。俺の元から立ち去ろうとした彼女の腕を、俺ががっしりと掴つかんだからだ。

「ちょっと、いや、放してくださいっ！」

　抵抗する青海。正直、俺はこのままこのクラスメイトを思いっきり抱きしめたい気分だった。だが衆人環視の教室の中、そんなことができるはずもない。それに、羽目を外さないよう先程担任から忠告されたばかりではないか。

「こらっ、暴れるなって！　じゃ、じゃあこうしよう！　これはご褒美なんかじゃない、俺からのお願いだ！　俺が今日、青海と一緒に遊びに行きたいんだよ！　だから頼む！　今日は俺に付き合ってくれ！」

　もう周りの反応などどうでもよかった。俺はそこまで一気に叫び終えると、大きく息をつく。一方青海は俺の言葉を聞くと、ようやく抵抗をやめた。彼女の腕が力無く下ろされるのを見て、俺も掴んでいた手を放す。彼女の顔には、困惑の色がありありと浮かんでいた。

「えっと……」

「ちょっとちょっと、何やってるの高たか村むら君？　藤ふじ本もとさん、大丈夫？」

　青海と仲の良い女子が、俺たちの騒ぎを聞いて駆け寄って来た。俺は彼女に言う。

「あのさ、今日青海とみんなで遊びに行くんだってな。だが悪いけど、青海は俺が誘っても構わないか？　今日だけ、今日だけだから」

　その言葉にハテナと首を捻ひねった彼女は、続いてこう証言した。

「……え、何の話？　私たち、今日は元々遊ぶ約束なんて何もしてないんだけど……」

「なに？」

　俺の視線はすぐさま青あお海みの方へ向いた。すぐ隣で、彼女は俺から顔を逸そらし、バツが悪そうに俯うつむいている。

「……もう一度聞くぞ、青海。今日、これから俺と一緒に遊びに行ってくれるよな？」

　俺がそう尋ねると、ついに観念したのだろうか、彼女は渋々といった様子で、こくりと首を小さく縦に振ったのだった。





　　　　　　　　◇






　こうして俺と青海は、その足で繁華街へと向かった。高校を出て南に歩くこと十数分、やって来たのは天王寺だ。時期は七月下旬、どの学校でも夏休みが始まる頃とあって、俺たちと同じ高校生と思われる制服姿の男女の姿が、この時間帯でも多数見受けられた。人ごみで青海とはぐれないよう気を付けながら、俺は彼女を連れて廻まわる。

　俺の計画は、今日この場所に青海を連れて来て、一緒に仲良く遊ぶというものだった。一学期最後のこの日、この後輩クラスメイトと話をしておきたかったのだ。こんな状態のまま、夏休みなんて迎えられない。美み宇うが玲れ奈なと遊ぶときに立てたプランを参考にしつつ、俺も自分なりの行程を練り上げたのだった（美宇のプランほど細かくはないが……）。

　まず初めに、ショッピングモールにあるフードコートで昼食を取った俺たち。続いて足を運んだ先は動物園だ。そこで多種多様な動物を愛めでた後、ゲームセンターへ向かう。そこではリズムゲームやレーシングゲームなどに興じて時間を過ごした。

　最初の頃はどこか気乗りしない様子で、終始浮かない顔つきをしていた青海。俺が何か話しかけても、口数も少なくあまり返事をしてくれない。しかしそれでも俺は、そんな彼女に焦じれることなく、根気強く優しく接し続けた。

　すると次第に、僅かではあるが、彼女は俺の言葉に応えてくれるようになっていった。普段と違う経験をして、気を紛らわせたのが良かったのかもしれない。また俺はその間、本題、核心に触れるような話は一切しなかった。青海にこの時間を楽しんでもらうこと、それに専念したのだ。




　ゲームセンターを後にする頃には、青海と少しずつ会話ができるようになっていた。

「……次は映画館に行こうと思うんだ」

「映画、ですか……」

「ああ。何を見ると思う？」

「……何でしょう？」

「それはな……」

　そう言いながら、俺は鞄かばんの中から二枚のブルーレイディスクを取り出す。

「あっ、それは……」

「お前、このシリーズの最新作の製作が決定したって、前に嬉うれしそうに話してただろ？　それで俺も気になってさ。一作目と二作目を買って、昨日一気に見てみたんだよ」

　そう、二日前の日曜、俺が帰り際に購入した物はこれだった。美み宇うと玲れ奈なが『共通の趣味』のおかげでより仲が深まったのを見て、俺は思ったのだ。俺もこの後輩クラスメイトと、楽しさを共有できる何かが欲しいと。

　そして俺は、その作品の感想──面白かった点や考察など──を青あお海みに語る。

「それでさ、あのときの主人公のセリフ、絶対に何か意味があると思うんだよな……」

「そ、そうですね……」

　饒じよう舌ぜつに話す俺に対し、依然として口数が少ない青海。たまに帰ってくる言葉もどこかそっけない。彼女は俺から顔を逸そらしながら、やや俯うつむき加減に歩いている。しかし、やはり彼女の大好きな映画の話題だからだろうか、先程までよりは俺の話に耳を傾けてくれている、そんな雰囲気が窺うかがえた。

「……で、その三作目が、先週の土曜日から再上映されてるんだろ？　というわけで、今からそれを見ようと思うんだ」

　美宇と行った映画館で、モニターから聞こえて来た煽あおり文句が印象に残っていた俺は、今日の予定にそれを組み込んだのだ。きっとあいつは喜んでくれるだろう、そう思って。

「ホントですか？」

　俺のその提案を聞いて、こちらを振り向いた青海。一瞬その目が少し輝いたように見えたが、次の瞬間にはまた元の顔に戻っていた。

「ああ。青海は一度見たことあるみたいだけど」

「いえ……もう一回、見に行こうと思ってたんで……」

「そうか、俺は初見だからな。どんな展開が待っているか楽しみだよ」

　俺がそう言うと、青海の顔にはほんの微かすかに笑みが零こぼれた。それはすぐに消えてしまったが、少しだけ明るさを取り戻した様子の彼女に、俺も若干気持ちが楽になる。

「じゃあ、ちょっと急ぐぞ。確か上映時刻が近づいていたはず────」

「あっ、待ってください、先輩」

　とそのとき、足を速めた俺のすぐ背後から、青海の「きゃっ」という声が。

（ん？）

　振り返ると、青海と知らない女性がお互いに頭を下げているところだった。青海の鞄が揺れている。状況から察するに、どうやら彼女は人ごみの中ですれ違った人とぶつかってしまったらしい。謝り終えてから、青あお海みはすぐに俺の所まで駆けて来た。

「大丈夫か？」

「あっ、はい……ちょっと体が当たっただけですから……」

「そっか。よし、行くぞ」




「────ハラハラドキドキでしたね……」

　二時間後、映画館を出た俺たち。隣の青海は一見冷静なように見えて、その顔には抑えきれない興奮の色が表れている。俺もまだ全然、現実の世界に戻ってきた気がしない。

「ああ、まさかあんな展開になるなんて……」

「はい、私もびっくりしましたよ……」

「お前は過去に見たことあるんだろ」

「何度見ても、面白い物は面白いです」

「くそ～、またもや続きが気になるところで終わったな……」

「そうなんですよ。第四作が製作決定って聞いて、私があんなに喜んでいた理由が、これで先輩にも理解できましたよね？」

　なぜか若干すねたようにそう言ってのける青海。相変わらず俺と目を合わせてはくれないものの、いつの間にか彼女の口数は多くなっていた。大好物の映画を見て、感情が高ぶっているようだ。まだいつも通りとは到底言えないけれど、会話が弾む。やはり、俺の考えたホラー映画大作戦は当たりだったらしい。

　そんな彼女の様子を見ながら、俺は何気なく言葉を零こぼしていた。

「……だけど、楽しんでくれたみたいで良かったよ」

「あっ、それは……」

　しまった、瞬時にそう思った。俺がそのセリフを発した途端、青海は我に返ったかのように、また以前までの気まずそうな表情を蘇よみがえらせてしまったからである。

「えっと、私は……」

「と、とりあえず、次の場所へ向かうぞ。体調は平気か？」

　体力の限界を迎えて倒れ込んだ女の子を二日前に見ているだけに、念のため尋ねる。

「そ、それは、問題無いですけど……」

　少し陰りの見える彼女の顔は、本当に大丈夫なのかどうか分かり辛づらい。先程までの様子から察するに、その返答は真実だと思われるが……。と、そんなことを考えながら彼女を眺めていたとき、俺はふとあることに気付いた。

「……あれっ。青海、ストラップはどうしたんだ？」

「へ？」

　キョトンとした様子の青海の前で、俺は彼女が持つ通学鞄かばんを指差す。

「ほら、そこに付けていたあのストラップだよ。中学のときの陸上部の合宿で、俺が買ったやつ」

　あの日以来、青あお海みのバッグには常にそれがあった。高校に入ってもそれは変わらず、今日だって昼にはちゃんと付いていたはず。その見慣れた姿が、今はどこにも見当たらない。

　自分の鞄かばんを一いち瞥べつし、それが無くなっていることを確認した青海は、驚いたように目を見開いた。そしてその口からは、若干震えるような声で、小さく言葉が漏れる。

「うそ、どうして……」

　その一点を凝視したまま、青海はとても深刻そうな表情を見せていた。

「一体、どこに……」

「昼、教室ではあったと思うんだ。だから恐らく、こっちに来てからどこかで落としたんじゃないか？」

「そ、そうですね……」

　俺の推理を聞いて、小さく頷うなずく青海。その不安げな様子を見て、俺は即座に動く。

「よし、そうと分かればすぐに探すぞ。とりあえず、今まで行ったところを順に廻まわろう」

　そう言って走り出す俺の後ろから、彼女の慌てたような声が聞こえて来た。

「あっ、待ってくださいよ、先輩！」




　最終的にそれは無事見つかった。色々な場所を見て回るも、どこにも見つからず困惑していた頃、俺は落とし物センターの存在を思い出したのだ。藁わらにも縋すがる気持ちで訪れてみると、なんとそこにストラップはあった。

「誰か親切な人が届けてくれていたみたいだな」

「はい、初めからここに来れば良かったですね……」

「ははっ、そうだな。まあ見つかったんだから、問題無い」

「でも、どこで落としたんでしょうか？」

「……ひょっとしたら、あのときじゃないか？　映画を見る前に、誰かとぶつかったとき」

「なるほど……可能性は高そうです」

　納得したように頷く青海。そんな彼女は再び鞄に取り付けたそれを、じっと大事そうに見つめている。しばらくして、彼女はポツリとこんなことを呟つぶやいた。

「……先輩、このストラップのこと、覚えてくれていたんですね」

「ん？　……いや、覚えてって……そんなの当たり前だろ」

「高校でも鞄に付けていたのに、今まで一度も触れて来なかったので、てっきりもう忘れてしまったのかなと思っていました」

「何言ってんだよ……忘れるわけ、無いじゃないか」

　しんみりとした調子で話す彼女の顔には、驚きと同時に、嬉うれしい気持ちが浮かんでいるように見える。彼女はさらに言葉を続けた。

「……探してくれて、ありがとうございました」

「気にするなって」

「あの日山道で落としたときも、先輩が見つけてくれましたよね」

「ああ、そんなこともあったな……」

「私、もう二度と無くしたりしませんって、そのとき先輩に誓ったのに……」

　嘆くようにそう言ってから、青あお海みは俺の顔を見る。

「……先輩、私、今度こそもう無くしません。三度目の正直、です」

　とても真剣な目で、彼女はそう宣言した。

「……二度あることは三度ある、とも言うぞ？」

「そ、それは……」

　返答に詰まる青海の姿を見て、軽く笑いを零こぼす俺。

「はは、冗談だよ。まあ心配するな。たとえ三度目に無くしたとしても、また必ず俺が見つけてやるから」

「颯そう太た先輩……」

　そう呟つぶやいて、青海は嬉うれしいような切ないような、そんな表情を浮かべて黙り込んだ。

（青海……）

　俺は時計を見る。落とし物の捜索で少し時間を使ってしまった。だが美み宇うのような分刻みのスケジュールとは違って、俺のプランにはある程度ゆとりがあるから特に問題は無い。

「ほら、気を取り直してそろそろ行くぞ。まだまだ今日は長いんだからな」

　俺が優しく語りかけると、目の前の女の子はやがてゆっくりと頷うなずいた。

「…………そうですね」

　その彼女の顔からは、少し前まで見せていたあの浮かない表情はすっかり消えていた。

　それから行程を再開した俺たち。すると、徐々に青海の口数も増えていった。笑顔こそほとんど無かったが、序盤の気乗りしない態度はもう見られない。俺の言葉に反応し、目の前の商品に興味を示す彼女。少しずつ俺に心を開いていくような、そんな彼女の姿を見て、俺はホッと一安心するのだった。

（桜さくら井いに感謝しないとな……）

　遊びのプランと言い、映画の件と言い、今日、ここまで順調なのは全てあいつのおかげだ。ひょっとしたら、あの日リハーサルをしていたのは俺の方だったのかもしれない。

　そして夜を迎える頃には、彼女が昼頃に見せていたあのぎこちない態度は、それほど気にならないくらいにまで、なりを潜めていた。





　　　　　　　　◇






「……すごい景色ですよ」

　青あお海みはそう言葉を零こぼした。彼女は全面ガラス張りの壁の傍そばに立って、外の夜景に目を奪われている。俺も近づいて覗のぞき込こむと、眼下には夜の街の明かりが一面に広がっていた。

「確かにこれは絶景だな」

「私たちがさっきまでいた場所が、あんなに小さく見えます……！」

　まるで小さな子供のように目を輝かせながら、ビルの真下を指差す青海。その姿には、以前の元気な彼女の面影が見える。

　俺たちは今、街の中心にある高層ビルの最上階にいた。そこは展望台になっており、俺たち以外にもたくさんの観光客で賑にぎわっている。夜ということもあってか、カップルの姿が特に目立っていた……俺たちの姿は、他の人からはどのように映っているのだろう。

　ここに登ろうと言い出したのは青海の方だった。彼女は突然、

「……先輩、あれに登りませんか？」

　やや遠慮がちにそう言って、地上からこのビルを見上げながら、その頂上に人差し指を向けたのだ。

　少し興奮気味に展望台を回る青海と、その後に保護者のように続く俺。元々のプランとは違うが、これはこれで良いいだろう。やがて俺たちは一周し、また最初の場所に戻ってきた。青海は再びガラス張りの壁に近寄ると、景色に見み惚とれた様子でその場に立ち止まる。

「綺き麗れいですね……」

「ああ……」

　少しの間、俺たちの間に心地良い沈黙が流れる。やがて俺は彼女にこう尋ねた。

「……青海」

「……何ですか？」

「……今日は、楽しかったか？」

　俺のその問いに、青海は数秒間黙った後、小さな、しかしとてもはっきりとした声でこう答えた。

「……そうですね……楽しかった、です」

「そうか、なら良かったよ……」

「はい……初めはあまり気乗りしなかったですけど、途中からはそんな気持ちも忘れていて……いつの間にか私、この時間を楽しんじゃってました。本当は……」

　そこで言葉を切った彼女は、辛つらそうな表情を浮かべた顔を、俺から逸そらしつつ続ける。

「本当は……私がこんな風に先輩と楽しく遊ぶなんて、許されるはず無いのに……」

「青海……」

　辺りがしんみりとした雰囲気に包まれる。切り出すのは今しかない。俺はそう思った。




　俺はポケットから例の物を取り出すと、外の景色を見て遠い目をしている青あお海みに見せる。

「……これ、お前だったんだな」

「あっ、それ……」

　それは、一年半前の中三の冬、もうすぐ高校入試という時期に俺の下げ駄た箱ばこに入っていた、あのピンク色の封筒。それを一目見た青海は、観念したように頷うなずいた。

「……そうですよ。そのラブレターは、私があの日、颯そう太た先輩の下駄箱に入れたものです」

「やっぱり、そうだったのか……」

「あっ、そっか。この前私、これと同じ封筒を使っちゃったんですね。しまったなぁ……」

「青海……お前は────」

　そこまで言いかけた俺を、彼女は手で制止した。

「先輩、その先は、私に言わせてください」

　そして青海は体ごと俺の方を向けると、俺の目を見ながら真剣な表情でこう言った。




「────颯太先輩。私、今までずっとずっと、先輩のことが大好きでした」




「青海……」
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　そして彼女は語り始めた。これまで抱えていた、秘めた想おもいを。

「……私、中学一年生のときに陸上部で出会ってから、ずっと先輩のことが気になっていました。先輩はいつも私と一緒にいて、優しくしてくれて……。ですがその気持ちの正体に気付いたのは、その年の夏合宿のときのことです」

　続いて青あお海みは、その合宿中に山道で遭難したときのことを話す。

「──それで、そのときようやく気付いたんです。私はこの先輩のことが好きなんだって」

　彼女はそう言って、鞄かばんに付けられたストラップへと目を向けた。先程もう二度と無くさないよう丁寧に取り付けられたそれを、愛いとおしい目で見つめる。

「ですから、これは私にとって、本当に大切な物なんですよ」

　さっき無くなっていることに気付いたとき、あんなに悲しそうにしていたのはそういうことだったのか。納得する俺の前で、彼女は再び話を戻した。

「……でも、それから私はなかなか想いを告げられず……そして気付いたら、いつの間にか先輩はもうすぐ受験。それが終わったら、卒業して私と離れ離れになってしまう。そう考えたらとても怖くなって、だから私はあの日、先輩に告白しよう、そう決めたんです。それで、その手紙を先輩の下げ駄た箱ばこに入れました」

　そう言って青海は、俺が右手に持つ封筒を指差した。

「私、あの丘の上でずっと先輩のこと、待ってたんです。ですが、先輩はいつまで経たっても現れなくて……」

「…………ごめん」

　俺が謝ると、青海は首を横に振った。

「良いいんですよ、分かってますから……次第に雨も降ってきて、もうきっと来ないだろうなあと諦めた私は、丘を後にしました。するとその帰り道、意気消沈して歩いていた私は偶然目撃してしまったんです。血まみれの先輩が救急車に運ばれている姿を。それで先輩が交通事故に遭ったって知って……そして私は思いました。これは私のせいだって」

「いや、あれは別に青海のせいじゃ……」

「いいえ、私のせいです。私が呼び出したりなんかしなければ、先輩はあんな目に遭わなくて済んだはずなのに……」

　そこで一旦辛つらそうに言葉を切ってから、彼女は再び口を開く。

「……しばらく経って私は、颯そう太た先輩が浪人生となり、夕ゆう陽ひ谷だに高校を目指しているという情報を得ました。それを聞いて私は、本当に不謹慎ながら、これはチャンスかもって思っちゃったんです。先輩と同じ高校に行けば、今度は同級生、さらにはクラスメイトになれるかもしれない。私は猛勉強しました。高校でまた先輩と再会したい、その一心で」

　青海はそこで急に顔を上げると、俺にささやかな笑みを見せた。

「そしたらその努力の甲か斐いあってか、担任からは最後まで厳しいと言われていたのに、無事合格することができたんです。さらに入学式の日にクラス発表を見て、私は小躍りしそうになるほど舞い上がってしまいましたよ。だって、先輩の名前と私の名前が同じクラスの所に載っていたんですから！」

　そのときの彼女の喜び顔が想像できそうなくらい、とても嬉うれしそうにそう話す青あお海み。

（そうか、そういうことだったんだ……）

　なぜ青海がこの高校を選んだのか、ずっと抱いていたその謎もようやく解けた。千ち春はるを追ってこの高校に入学した俺を、彼女もまた追って来たのだ。あの入学式の日、彼女は俺との再会に偶然を装っていたが、全ては彼女のシナリオ通りだったというわけである。

　すると彼女は、自身の肩まで伸びたストレートな青髪を、右手で丁寧に触り始めた。

「私、色々と頑張ったんですよ？　高校に入る前に、髪型を三つ編みからストレートロングに変えたり、眼鏡もやめてコンタクトにしたり……。少しでも先輩に好きになってもらえるような、可愛かわいい女の子になるために、一生懸命努力したんですから」

「青海……」

「そして、先輩と同じクラスになれた私は決心したんです。元浪人生の先輩、きっと色々と大変なこともあるはず。だからそんな先輩を、私がしっかりフォローしてあげようって」

「フォロー、か……」

「さらに先輩の倉くら咲さき先輩への思いを聞いて、私、先輩の恋に協力しようって決めました」

「でも、どうして……」

「だって、先輩を浪人生にしてしまった張本人である私に、もう先輩の彼女になる資格なんて無いじゃないですか。だから、とても辛つらかったですけど……それが、せめてもの罪滅ぼしになるかなと思って……」

「青海、お前……」

「だけど、私ずるいですよね。フォローだとか協力だとか、そんな聞こえの良いいことを言っておいて、結局本音では颯そう太た先輩の傍そばにいたかっただけなんですよ。先輩と一緒に過ごしたこの一学期、私は本当に幸せでした。わ、私なんか、先輩の隣にいる資格無いのに……先輩を手助けするためだなんて言い訳して、いつも自分を誤ご魔ま化かして……でも先輩といたら、そんな気持ちも忘れてしまうほど、毎日が楽しくて……」

　途中から青海の話は、涙声で途切れ途切れになっていく。彼女は俺の前で、手で必死に両目を拭いながら、さらにポツリポツリと言葉を漏らした。

「私はそんな自分が嫌で……だけど今の幸せな関係が壊れるのが怖くて、何も言い出せないまま……先輩と倉咲先輩の仲も、表面上は応援するなんて言っておきながら、心の底では進展して欲しくないってずっと思ってたんです……ほんと、私って最低ですよね……」

「いや、そんなこと……」

　そこで言葉を止めた青海。次に彼女が話し始めるまで、数秒ほどの沈黙が流れた。

「……私、辛つらいけど幸せなこの状態がずっと続けば良いいのに、なんて浅はかな希望を抱いていました。だけどこの前、先輩が急に倉くら咲さき先輩に告白するって言い出して……私は一瞬、頭の中が真っ白になったんです」

　俺の決意を告げたときの、この女の子の反応を思い出す。彼女の様子は明らかにおかしかった。とても今まで俺の恋を応援してくれていたとは思えないほど、悲しそうだった。

「でも放課後、教室で先輩を待っている間、私はようやく諦めがつきました。先輩に彼女ができた今、もうこれまでのように私が先輩にベタベタ近づいて良いはずがありません。少しの間だったけど、良い夢を見られて私は幸せ者だった。そう思って、もう先輩と距離を置く、そう覚悟を決めたんです」

「……それで、あの手紙を書いたんだな」

「そうです。でも、それで私は……せ、先輩のことをきっぱり忘れよう、もう関わらないようにしようって、そう決めたのに……どうして……」

　再び溢あふれ出でる涙。しかし彼女はそれを堪こらえながら、怒ったような顔を俺に向けたのだ。

「どうして、先輩は私に優しく話しかけてくれるんですか！　この間だってそうです、なんでいきなり告白するなんて、ヘタレを卒業するなんて言い出したんですか！　先輩はヘタレのままで良いんですよ、卒業する必要なんか無いんです！　先輩はずっとそのままでいてください！　そんなヘタレな先輩が、私は大好きなんですからあぁぁ！」

　青あお海みは俺の制服の胸元を両手で握りしめ、その服に顔を隠すように俯うつむきながら、そう大声で叫んだ。俺はそんな彼女の背中に左右の手を回すと、思いっきりその華きや奢しやな体を抱きしめ、自分の方へと引き寄せる。

「あっ……」

「……青海。悪いけど、それはできない。もう俺は一歩を踏み出すって、決めたから。後戻りなんかできないんだよ」

「ううぅぅぅぅ、せんぱいぃぃ…………」

　青海は俺の腕の中で、泣き声ともうめき声ともつかない声を上げながら震えていた。俺の制服は、彼女の流す液体でどんどんと色を変えていく。周りの人たちは、皆何事かと俺たちの方を見つめていた。だが今はそんなことは心底どうでも良い。俺は右手だけを彼女の背中から離すと、その手を彼女の頭へ乗せて優しく撫なでる。

「ごめんな、青海。俺は本当に馬鹿だよ。お前がそんなに辛い思いをしていたのに、これっぽっちも気付いてあげられなかった」

「いえ、先輩は何も悪くありません。悪いのは私です！　だって、私のせいで先輩は……」

「浪人生になったことか？　気にするな、そのことならもう全く気にしてない。それにあれはただの事故だ。青海は何も関係無い。だからお前が気に病む必要は無いんだよ」

「で、でも……」

「第一、俺はお前が傍そばにいてくれて、本当に良かったと思ってるんだぞ？　理由はどうあれ、お前は俺にたくさんのことをしてくれたじゃないか。それになにより、俺だってお前と一緒に過ごした日々が最高に楽しかったんだ。一緒に無駄話をしながら登下校した時間も、テスト勉強に明け暮れた時間も、全部俺にとって幸せな時間だったんだよ」

　ここ数日、そんな時間が無くなって初めて、俺はそのことを強く実感したのだ。

「せ、先輩……」

　俺が話している間、青あお海みは俺の服をしっかりと掴つかんだまま、一切放す気配を見せない。

「だからさ、お前は俺の傍にいて良いいんだ。俺と距離を置くとか、俺のことを忘れるとか、頼むからそんな悲しいことは言わないでくれ。俺はこれからも青海と一緒にいたい」

　俺がそう言うと、彼女はゆっくりと顔を上げ、弱々しい目をこちらに向ける。

「良いんですか……？　わたし、先輩の隣にいても……」

「当たり前だろ。もう自分に嘘うそをつく必要は無いんだ。それじゃあ、明日からもまたよろしくな、青海」

　すると、俺のそんな言葉が引き金になったのだろうか、青海の目からはまたも洪水のように涙が溢あふれ出でてきた。彼女はすぐに俺の胸の中へとダイブする。

「せ、先輩は……本当に……優しすぎますよ……」

　そして青海は大きな泣き声を上げ始めた。彼女の涙が俺の服にさらにシミを作る。

「おいおい、泣くなって。もっと元気出せよ。俺はお前の笑顔が大好きなんだ。ほら、笑ってくれ」

「わ、笑う……？」

「そうだ」

　俺が優しく答えると、青海はようやく、両手と顔を俺の服から放した。そして、なおもとめどなく流れる涙をその手で拭いながら、自分を落ち着かせるように息を整え始める。

　──どれだけそうしていただろうか、しばらくすると、次第に彼女の呼吸が落ち着いてきた。気付けば既に涙も流れていない。俺は静かに息をする彼女に、小さく声を掛ける。

「……どうだ？　もう大丈夫そうか？」

　すると青海は顔を上げ、まっすぐ俺のことを見ながら、明るい声でこう言ったのだ。

「……はいっ、颯そう太た先輩！」

　その目は少し赤く、所々まだキラリと光る水滴が残っていた。しかし誰にも負けないその可愛かわいらしい笑みは、今日こいつが俺に初めて見せた、嘘うそ偽いつわりの無い心からの笑顔だったに違いない。

（そうやって一人で抱え込んで無理をしてしまうところ、やっぱりお前はあの頃からちっとも変わってないよな……）

　と次の瞬間、彼女は少し赤らめた顔を俺の顔へと近づけると、小さな声で、

「……キス、したいです……」

　そうポツリと言葉を漏らしたのである。一瞬、俺の心臓が跳ね上がる。

「はい!?　キス!?」

「私、先輩とキスがしたいんです……せんぱい、私のここに、キスしてください……」

　青あお海みはそう言って、自身の艶つややかな唇を指差した。彼女の目はとても切なくて、それを見ていると俺の心も揺れ動きそうになる。だが、ここには俺たち以外にも大勢の人がいるんだぞ。それに、俺には……。結局俺は、彼女にこう伝えるより他無かった。

「…………ごめん」

「えっ……」

「……それは、無理だ。俺からお前にそんなことはできない。俺たちの関係は、そんなことを軽々しくできる関係じゃないんだ。だからその一線は越えられない。もしそんなことをしたら、これまでの倉くら咲さきさんとのやり取りを踏みにじることになってしまう」

「そ、そんな……」

「ごめんな、青海……」

　こんな言い方をして、またこの後輩を傷つけてしまったのではないだろうか。そう不安に思ったが、しかし彼女は思った以上に健けな気げだった。ちょっぴり残念そうに俺から顔を離すと、ふっと息を吐く。

「……そうですか、しょうがないですね。まあ、ヘタレの先輩のことですから、どうせそんなことできないだろうと思っていましたけど。分かりました。じゃあこのお楽しみは、またの機会にとっておきますねっ」

　青海はそう言って白い歯を見せる。そんな彼女の姿はとても見慣れたもので、俺は、

（……良かった。いつもの青海だ）

　そう胸を撫なで下おろしたのだった。




　青海も無事平静を取り戻したところで、俺たちは展望台の中にあるレストランで夕食を取ることに。話し合いが一段落してホッと安心すると同時に、今度は食欲の方に意識が向いたのだ。午後はほとんど歩き回っていたから、とてもお腹なかがすいていた。

　俺たちは窓に近い、夜景を一望できる席を見つけると、そこに腰を下ろす。俺はカツカレー（またカレーである）、青海はオムライスを注文。

　食べ始めてからしばらくして、スプーンですくったカレーライスを口に運びながら、俺はこう切り出した。

「……そういえばさ、なんか勘違いしているようだから言っておくけど」

「はい？　何ですか？」

「……俺、別に倉咲さんと付き合うことになったわけじゃないから」

「ふぇ？」

「つまりだな、付き合ってくださいって言ったんだけど、盛大にフラれちゃったんだよ」

「あなたなんか大嫌いってひっぱたかれたんですか？」

「なんでそうなる」

「で、でも、最近お二人はいつも仲良さそうじゃないですか。なので私はてっきり……」

「まだお互いのことあまり知らないし、まずは友達から始めよう、って言われてさ」

「友達……」

「そうだ。だからここ最近のあれは、ただ友人として仲良くしているだけなんだよ」

　俺のその説明に、青あお海みはやや愉快そうに顔を上下させ始めた。

「ふむふむ、なるほど……それは私にとってはとてもラッキーな展開ですね。でも、先輩に告白されてそんな返事をするなんて、倉くら咲さき先輩ももったいないことしますね。私だったら即座にＯＫしちゃいますのに」

「お前、急に本音ダダ漏れになったな」

「そ、そうですかあ？」

「まあそんなわけだから、俺と倉咲さんはまだお前が思っているような関係じゃないんだ」

　俺がそう言うと、この分かりやすい女の子はホッとしたように肩の力を抜く。

「なんだ、そうだったんですね。私ったら、どうやら早とちりしてしまっていたみたいです。でも、良かったぁ……」

　最後は夜景の方を向いて発せられた彼女の安あん堵どの声が、ガラス窓に吸収されて小さく消えていった。




（もう九時か……）

　カツカレーを食べ終えた俺は時計を確認した。気付けばかなり遅い時刻になっている。

　表情は平静を装っているが、実のところ俺は内心ドキドキしていた。

（冷静になって考えてみると、俺はこの女の子に大好きですって告白されたんだよな……）

　異性に告白されるのなんて、当然俺には初めての経験。俺は目の前に座る青髪の女の子を盗み見る。やはり彼女は可愛かわいい。こんな美少女が、ずっと俺のことを片かた想おもいしてくれていたなんて。そう考えるとなぜだろう、なんだか胸の奥が熱くなるのを抑えられない。

　やがて、食事を終えたらしい彼女は顔を上げた。俺は至って冷静に話しかける。

「おっ、食べ終わったか。じゃあそろそろ帰ろうぜ。あんまり遅くなると────」

「先輩、ここ、何か付いてませんか？」

「なに？」

　彼女はそう言いながら、自分の右みぎ頬ほおの下辺りを指差した。オムライスのソースでも付着したのだろうか。俺はじっと目を凝らしてみる。だが……。

「……うーん、いや、特に何も汚れてないように見えるが……」

「でも、何か付いてるような感覚があるんですよお。もっと近くで調べてくださいっ」

　可愛かわいいクラスメイトにせがまれた俺は、席を立つと渋々彼女の元へと近寄った。彼女の口元に顔を近づけ、まじまじと一帯を観察するが、やはりなにも見当たらない。

（そんなこと言われたって、無いものは無いとしか……）

　と次の瞬間────




　──────チュッ




（……えっ？）

　それは俺にとってはほんの一瞬で、何も無かったなら次の瞬間にはもう忘れてしまいそうなくらい、あっという間の出来事で。だが俺はこの瞬間を一生忘れることは無いだろう。

　頭に残るのは、青あお海みの顔が俺の目を覆った残像と、頬ほおの神経が感じた甘い弾力。俺は照れ臭そうに顔を逸そらす彼女のすぐ近くで、暫しばしただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしか無かった。

　数秒後、ようやく俺の口から飛び出した言葉は、シンプルに相手の名前だけだった。人はあまりに混乱すると、とかく原始的な言葉しか発せなくなるらしい。

「青海……」
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　彼女はそれを聞いて、ふふっと笑いを零こぼした。今俺と触れたばかりの、その口から。

「私、さっき言いましたよね？　またの機会にとっておきますって」

「いや、またの機会が早すぎやしないか……？」

「ふふっ、でも良いいじゃないですか。今のは私からだったんですから。『俺からお前にそんなことはできない』でしたよね？　なら今のはセーフです。先輩はただ突っ立っていただけなんですから、自分から一線を越えたことにはならないですよね？」

　そこまで話してから、青あお海みは不意に真剣な表情になって、窓の方に目を向ける。しばらく間を置いてから、やがて彼女はポツリとこう言った。

「────先輩、私、諦めませんから」

「……え？」

　こちらに目を向けず、じっと窓の外を見つめる彼女。その口がさらに動く。

「本当は諦めるつもりでした。凄すごく辛つらいですけど、先輩と倉くら咲さき先輩の仲を陰ながら応援しよう、そんな風に思っていました。でも今日、先輩は私に言ってくれましたよね。『傍そばにいて良い』、『自分に嘘うそをつく必要は無い』って。だから私は決めました。もう逃げません。もっと自分に正直になろうと思います」

　そう話す青海の声は、小さいながらもとてもはっきりしていて、力強かった。

「それに、もう私の気持ちも全部知られてしまいましたし、今更遠慮はいらないですよね？」

　続いて俺の方を振り向いた彼女は、そう言い放って不敵な笑みを浮かべる。

「私、絶対に颯そう太た先輩のこと、振り向かせてみせます。確かに倉咲先輩は強力なライバルですが、私負けませんよ？　なので、先輩も覚悟しておいてくださいねっ」

　彼女の顔はとても晴れやかだった。抱えていた想おもいを打ち明けて、今まで背負い込んでいた呪縛から解放されて、とてもスッキリとした気持ちなのだろう。

　一方、彼女のそんな自信満々な宣言に、俺は何も言葉を発せなかった。ここではどんな返事をしたとしても、どれも正解にはならないと思ったから。俺は決意に満ちたこの後輩クラスメイトの顔を、ただ黙って見つめることしかできない。

　すると、そこで改めて自分の今しがたの行動が恥ずかしくなってきたのだろうか。急に顔を赤く染めた青海は、慌てたように立ち上がる。

「……さ、さあ、そろそろ帰りましょう！　もう九時ですよっ……っとその前に、ちょっとお手洗いに行ってきますね」

　そう言って歩き出す青海。ところがその動きは、俺から少し離れた場所ですぐにストップした。その場で立ち止まり、俺の方を振り返った彼女は、突然小さく頭を下げたのだ。

「先輩、急にこんなことしてごめんなさい。でも私、とっても嬉うれしかったです！」

　そう告げて再び前を向くと、今度は軽やかな足取りで駆けて行く。ピクリとも体を動かすこと無く、その彼女の後ろ姿をじっと見つめる俺。

　そのとき、彼女の手に持つ鞄かばんに付けられたあのストラップが、近くの照明を反射してきらりと光った。
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　こうしてついにやって来た夏休み。俺は遊びとバイトと宿題に明け暮れる毎日を送っていた。青あお海みはあの終業式の日以来、吹っ切れたように、これまでよりさらに積極的に俺に絡みに来るようになった。

『────今更遠慮はいらないですよね？』

　あの日展望台でそう宣言した通り、彼女は俺にグイグイ懐いてくるのだ。




（今日はなんだかいつも以上に賑にぎやかだな……）

　その日も、俺は喫茶店での労働に精を出していた。今日はお客さんが多い。と言っても、その多くは見知った顔だったが。

「颯そう太た先輩、このドリンクに美お味いしくなるおまじないを掛けてくださいよ！」

「だからうちはそういうサービスはやってないんだって！」

　楽しそうな表情を浮かべながら、そんな無理難題な注文を俺にぶつけてくる青海。彼女は俺のシフト当番のときを狙ってよく顔を見せる。そしてその度、俺に辱めを与えようとしてくるのだ。

「えぇ～、颯そう太た先輩のけち……」

「けちとかそういう問題じゃないんだけどな……」

　不満げに頬ほおを膨らませる青あお海みに、俺は小さく溜ため息いきをつく。彼女は今日も元気だ。

　俺は青海から目を離すと、店内をぐるっと見回した。

「やっぱりこの店は落ち着くねぇ……」

　そう呟つぶやきながら、新聞片手にトーストをかじっているのは雄ゆう介すけだ。部活の練習帰りに立ち寄ったらしい。その口調と言い仕草と言い、とても高校生とは思えない。俺が初期の頃から睨にらんでいた通り、あいつはやはり四十五歳なのだろうか。今は夕方なのに、彼の周囲だけはまるで朝のような雰囲気が醸し出されている。

　一方別のテーブルでは、ウエイトレス姿の美み宇うが、席に座る玲れ奈なに料理を提供しているところだった。

「玲奈ちゃん、ホットケーキ食べる？　サービスよ。代金はいらないわ」

「えっ、良いいの、美宇ちゃん？」

「大丈夫よ、これくらい。大した量の材料使ってないから」

　あっちは店員が公私混同してるし。年齢詐称疑惑の少年（？）に加え、青海とかいうクレーマーもいるし、大丈夫かよこの喫茶店は。

　だけど、美宇と玲奈が仲良くしているのを見ると、俺も心が温かくなる。あの日以降も二人の関係はしっかりと続いているらしい。夏休みに入って疎遠にならないか気がかりだったのだが、あの様子を見る限りその心配は無さそうだ。

「高たか村むら君、お疲れ」

「お疲れ様です」

　カウンターで皿洗いをしていると、俺はマスターに声を掛けられた。

「今日はお客さんが多いね」

　店内を見渡しながら、彼はそう呟く。

「まあ、ほとんど俺の知り合いですけどね……」

「いや、本当に助かるよ。もちろん売上という意味でもだが、なにより店内が活気づく」

　そう答えてから、マスターは嬉うれしそうに目を細めた。その視線の先には、あの仲良し女子高生二人がいる。

「……美宇のこと、感謝するよ。あいつが友達を作れたのは、高村君が力を貸してくれたからだそうだね。美宇は神かん林ばやしさんとのこと、私にもよく話してくれるんだよ。最近のあいつはますます毎日が楽しそうで、私もとても嬉しいんだ」

「いえ、俺は特に何も……あいつが頑張ったんですよ。勇気を出して声を掛けたり、遊びに誘ったり……」

　それは謙遜でも何でもない。まさにその通りだからだ。俺が絡んだことと言えば、自分の過去の悪行を暴露されたり、二人の休日をストーカーしたことくらいか……ろくなことしてないな、俺。

　だけど……俺は以前マスターにした約束を思い返す。

『俺に任せてください。必ず、美み宇うもマスターも喜ぶ結果をお見せしますから』

　つい格かつ好こつけてあんなことを言ってしまったが、途中経過はさておき、結果的に俺はその約束を果たせたのかもしれない。今の桜さくら井い親子の笑顔を見れば、そう思える。

「高たか村むらー」

　新聞紙から顔を出した雄ゆう介すけが俺の名を呼ぶ。俺はそのお客さんの元へ向かった。

「最近調子はどうだ？　倉くら咲さき先輩とは夏休みに入ってからも上う手まくやってるのか？」

「まあな、それなりに」

「……もう一回告白したら、今ならいけるんじゃねーか？」

「どうだろうか……」

　すると雄介は青あお海みの方をチラリと見た。彼女は魔法のかかっていないオレンジジュースをゴクゴクと飲んでいる。

「……藤ふじ本もとさんとも、無事仲直りできたみたいだな」

「別に喧けん嘩かしてたわけじゃないけどさ。だけど、以前のあいつに戻ってくれて、俺はホッとしてるんだ」

「……それで、彼女の気持ちに応えてあげる気は無いのか？」

「柏かしわ木ぎ、お前は俺をどうさせたいんだよ」

　雄介には、これまでの事の顛てん末まつについて一通り話してある。俺が千ち春はるに告白してフラれたということも、終業式の日の青海とのやり取りについても、彼は既に知っている。すると彼は腕組みをしながら、達観したような笑みを見せた。

「それにしても、美少女二人に挟まれて、高村も憎い男だねぇ……」

「そういう柏木はどうなんだ？」

　ちょっと意地悪な質問をしてみた。だが彼は含み笑顔を絶やさない。

「確かに今のところはまだ音沙汰無しだ……だがな、ほら、もうすぐ海に行くだろ？」

　そう、以前千春とした海に行くという約束。それがついに実現することになったのだ。メンバーは俺、青海、千春、雄介、美宇、栄えい子こ、そして玲れ奈なの七人。全員の予定が合う日を見つけるのに一苦労したが、なんとか開催に漕こぎ着つけることに成功した。そしていよいよ、そのイベントが来週に迫っている。

「海で必ず可愛かわいい女の子をゲットしてやろう、俺はそう思ってるんだ」

「そうか、頑張れよ」

　俺がそう答えると、雄ゆう介すけはこちらに笑顔を向けた。

「……海、楽しみだな」

「ああ、そうだな……」

　雄介の言葉に、俺も海での光景を想像する。大好きな千ち春はると一緒に砂浜を歩いているところを思い浮かべるだけで、ワクワクが止まらない。単純に大勢で遊びに行くのが楽しみ、というのももちろんあるが。

「────そうね、楽しみね」

　俺たちの会話に割って入って来たのは美み宇うだ。何も載っていないトレイを携えて、彼女もまた同意するようにそう言って頷うなずいた。

「桜さくら井い、神かん林ばやしさんは良いいのか？」

「大丈夫よ。彼女は今、脱獄の仕方を一生懸命研究している最中だから」

　見ると、椅子に座る玲れ奈なは夢中になって本を読よみ耽ふけっているところだった。例の『世界脱獄全集』とかいう本だろう。てか同じ本を何周するんだよ。なんて思っていたら、そんな俺の考えを読まれたのか（は分からないが）、美宇はこう続けた。

「あれ、第二巻らしいわ」

　シリーズ化してたのかよ。なかなか売れ行き好調らしい。

「……神林さんも一緒に海に来ることになって、良かったな」

　俺のその言葉に、美宇は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。その反応だけで彼女の気持ちが全て伝わってくる。この女の子もまた、俺と同じ心情なのだろう。

「颯そう太た先輩、ちょっと来てくださいよ～」

　そのとき、そんな青あお海みの声が聞こえてくる。

「ほら、可愛かわいい後輩がお呼びよ。早く行って来なさい」

　美宇にそう言われ、俺はその後輩の元へ歩き出した。今日はやけに忙しい。またクレームじゃないだろうな……そんなことを思いながら彼女の所まで来ると、こんな提案が。

「先輩、もうすぐお仕事終わりですよね？　この後一緒に買い物に行きませんか？」

「買い物だと？」

　俺が聞き返すと、青海は白い歯をキラリと光らせる。

「はいっ。来週海に行くじゃないですか。それで、新しい水着を買いに行こうと思うんですよ。私、先輩の意見が欲しくて……だから付いて来てくださいっ」

「いや、み、水着って……そんなの一人で行けよ。女子の水着選びに男の俺を誘うなって」

「えぇ～そんなぁ～。せっかく、先輩の好みの水着を聞こうと思ってたのに……」

　俺の返事を聞いて、途端に残念そうな表情を浮かべる青海。しかしやがて、

「……そうですね、では私の水着は当日のお楽しみってことにしましょう。期待していてくださいね？　私のセクシーな身体からだで、先輩のこと、悩殺しちゃいますからっ」

　満面の笑みを浮かべながら、彼女は楽しそうにそう宣言した。

（セクシー、ねぇ……）

　とてもそのワードが似合うような体形ではないような気がするが……そんな失礼なことを思いながら、目の前の女の子を眺める俺。しかし今の私服姿の彼女を見つつ、この後輩クラスメイトが水着を着た姿を何気なく想像したら、俺は不覚にもドキッとした。





　　　　　　　　◇






　そして今日、俺は家を出て駅に向かっていた。八月上旬のとある日の朝。セミの鳴き声が耳を突き刺し、照り付ける太陽が肌にじんわりと汗を滲にじませる。そんな中、俺は大きめのリュックサックを抱えて歩いていた。

「あっ、颯そう太た先輩～！　こっちですよ～！」

　俺の姿に気付いた青あお海みが、元気いっぱい俺に向かって手を振った。そのもう片方の手には、やはり大きめのバッグが握られている。

「おはようございます、先輩！」

「おはよう。しかしまだ朝だというのに暑すぎないか？」

「そうですね～。でも、その方が良いいじゃないですか！　なんてったって、今から私たちが行くのは海なんですから！」

　そう言って顔を綻ばせる青海。今日は海イベントの当日だ。俺は空を見上げた。雲一つない快晴。絶好の海日和である。

「夏真っ盛りですね～」

「もう八月だからな。そういえば青海、夏休みの宿題はちゃんと進んでるのか？」

　俺がふと思いついてそう尋ねると、この女の子は途端に頬ほおを膨らませた。

「ちょっと先輩、今から遊びに行くってときに、勉強の話なんかしないでくださいよ～」

「…………」

（……大丈夫かな、こいつ）

　そんな俺の心配をよそに、彼女の顔はまたあっという間に笑顔に戻る。

「楽しみですね、海。先輩、私の水着姿を見て、興奮して倒れたりしないでくださいよ？」

「し、しないって！」

「本当ですかぁ～？　なんなら、ここで水着をお見せしちゃいましょうか？　先輩の大好物のビキニですよ、ビキニ！」

　青海はそう言いながら、その魅惑の布切れを取り出そうとバッグの中に手を入れた。それを見て、俺は慌ててその手を静止させる。

「お、おい、別に今見せなくて良いだろ！　周りに人だってたくさんいるし。それに、俺がいつビキニが大好物だって言ったんだよ？」

「え～？　本音は見たくてしょうがないくせにぃ～。ホント、先輩ってヘタレですよね～」

　意地悪な笑みを浮かべる彼女。こいつ、俺の反応を見て楽しんでいるな？

「颯そうくん、青あお海みちゃん、お待たせ～！」

　俺たちがそんな話をしていると、千ち春はるもその場に現れた。地元が同じの三人で待ち合わせしていたのだ。ちなみに、他のメンバーとは途中で合流することになっている。

「おはよう、倉くら咲さきさん」

「颯くんはビキニが好きなの？」

「大いなる捏ねつ造ぞうだ」

「またまたぁ～、そんなこと言っちゃって～」

　顔の前で手を振りながらにやける青海に、明るく話しかける千春。

「青海ちゃんは今日も元気だね」

「倉咲先輩、颯そう太た先輩の舐なめ回まわすような視線には注意してくださいよ。どんな妄想をしてるか分かったもんじゃありませんから」

「……わ、分かったよ！　気を付けるね」

「こら、倉咲さんに勝手なこと言うんじゃない、青海！」

「…………」

「そうだ、急ぎましょう。電車が来ちゃいますよ！」

「あっ、おい！」

　青海はそう言うとサッと俺の手を取った。その腕を引っ張りながら、小走りで駅のホームへと駆けだす。それに引っ張られる俺はふと後ろを見た。すると先程までいた場所で、千春が佇たたずみながらこちらを見つめている。何か考えている様子だ。どうしたのだろう？

「倉咲さんも、早く！」

「あっ、ごめんね！　すぐ行く！」

　そんな俺の声を聞いて、彼女はハッとしたように走り出した。




　約一時間後、俺たちの目の前には、見渡す限り一面の、白い砂浜と青い海が広がっていた。多くの水着を着た老若男女が、その白い地面の上を我が物顔で闊かつ歩ぽしている。色とりどりのビーチパラソルやテントの数々が、この空間をより華やかに彩っていた。

　ここは兵庫県、神戸市にある須す磨ま海岸。毎年この時期になると多くの若者で賑にぎわう、関西有数の海水浴場だ。駅から外に出ると、すぐ目と鼻の先にそれは現れる。途中の駅で合流した俺たち七人は、今そこに降り立ち、その光景を眺めていた。

「海ですよ、先輩！」

「人が多いね～」

「凄すごく賑にぎわっているわね……」

　皆がそれぞれ思い思いの感想を述べていると、雄ゆう介すけが元気に言う。

「よし、じゃあ早速着替えるか！」

　──そしてその数分後、着替え終わったメンバーは再び砂浜に集合した。

　正直に言わせてもらうと、女の子たちの水着姿は確かに刺激的だった。約束通りビキニを着た青あお海みに、可愛かわいらしいワンピース姿の玲れ奈な。特に栄えい子こと千ち春はるは、その引き締まったスレンダーな体つきに加え、見る者の目を奪う胸がとてもセクシーだった……青海よりも。

　学校でいつも接している彼女たちの、普段は見られない露出の多い格かつ好こうに、俺の胸の鼓動は激しくなる。あまり直視してはいけないような気がして、彼女たちに目を向けられない。舐なめ回まわすような視線など到底できるはずも無かった。

「……へ、変じゃないかしら？」

　この中で一番恥ずかしそうにしているのは美み宇うだった。彼女も玲奈と似たような装いである。二人で買いに行ったらしい（美宇はスクール水着しか持っていなかったそうだ）。

「いや、似合ってると思うぞ」

「そ、そうかしら……」

　俺がそう返すと、彼女は困ったように顔を赤らめた。こんな場所に来るのは初めてなのだろう。その緊張感が伝わってくる。
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「颯そう太た先輩、私の水着はどうですか？」

　一方こちらの青髪の女の子は、フリフリと体を揺らしながら、恥ずかしげもなく俺にその白い肌を見せつけていた。爽やかな水色のビキニは、彼女の清せい楚そ感を際立たせるにはぴったりのアイテムだ。その申し訳程度の胸の谷間に目がいきそうになって、俺は慌てて目を逸そらしつつ答える。

「ああ……似合ってると思うぞ」

「なんかあまり気持ちが感じられないんですけど……」

　そりゃそうだ。だって抑えているんだから。




　そして俺たちは、真夏の太陽の下で思いっきり楽しんだ。海に入って泳ぐのはもちろん、砂の城を作って遊んだり、ビーチバレーをしたり。どれも海での定番メニューだ。男二人と女五人のグループは、今日を満喫していた。俺も皆と一緒に、この非日常空間をエンジョイする。だが一つ、俺には気がかりなことが。

（さっきから、倉くら咲さきさんとあまり話せないんだよな……）

　俺はずっと、大好きなその女の子とあまり絡めずにいた。というのも、俺の傍そばには常にあいつがいたからだ。

「颯太先輩、次あっち行ってみませんか？」

「先輩、今から（泳ぎで）競走です！」

「先輩、ビーチバレーのペアを組みましょう！」

　そんな感じで、俺は終始この後輩クラスメイトと一緒に行動していたのだった。

（ったく、青あお海みのやつ……）

　もちろん嫌というわけではない。自分を好きと言ってくれている女の子にこんなに懐かれて、邪険になどできるわけがない。だけど……。

　そんな風に俺が青海と仲良く触れ合っている姿を、千ち春はるは遠くからじっと眺めていた。

　しばらくして、少し遊び疲れた俺は、休憩のために自分たちの領土へ戻る。ビーチパラソルによって日陰になっているレジャーシートの上では、栄えい子こが座った状態で何やら作業中。俺もその隣に腰を下ろした。

「高たか村むら君、今日は誘ってくれてありがと」

「どういたしまして」

「こんな風に大勢で遊びに行くことなんて滅めつ多たに無いから、なんだか新鮮だわ」

　友達が少ない女の子がここにもう一人いたことを、俺は思い出す。

「あなたって案外泳げるのね。もっと運動音痴なのかと思っていたのだけれど」

「大したことねえよ。あいつと比べたらな」

　そう言って、俺は海の方に意識を向けた。岸から少し離れた沖合を、俺らのよく知る青髪の女の子がスイスイと泳いでいる。先程からずっと泳ぎ続けているのに、疲れ知らずな彼女。さすが元陸上部のエースだ。フィールドが水中になっても、その実力は変わらないらしい。

「……ところで、さっきから何やってんだ？」

「見れば分かるでしょ。日焼け止めクリームを塗り直してるのよ」

　スラリとした脚を前に伸ばし、両手でそのクリームを撫なでるように塗っている栄えい子こ。俺は横目にその全身をチラリと見た。普段からテニス部で運動しているだけあって、やはり彼女の身体からだはとても健康的だ。くっきりとしたくびれに、余分な肉の一切無い手足。クリームを塗ろうと前かがみになる度に、彼女の胸が揺れる。この角度ゆえに見える、背中から首筋にかけてのラインが妙に色っぽい。

「……何、ジロジロ見てんのよ」

「えっ、いや、別に……」

「なんだか『男』の視線を感じたんだけど……」

「き、気のせいじゃないか？　そのクリームの塗り方を勉強していただけだよ、あはは」

「……」

　怪しむ視線を向けてくる栄子の前で、俺はそう言って笑って誤ご魔ま化かした。




「玲れ奈なちゃん、そういえばその大荷物は何なの？」

　美み宇うが友達に尋ねる。玲奈は最初に合流したときから、標準装備の他に、何やら大きめのバッグをずっと抱えていた。

「これ？　スイカだよ」

　彼女がバッグを開けると、中からは真ん丸な緑のスイカが一つ、待ってましたとばかりに飛び出した。

「みんなでスイカ割りしようと思って」

「わざわざ家から持ってきたのかよ……」

　こうして、俺たちはスイカ割りをすることに。視界の奪われた雄ゆう介すけが同じ場所を何度も廻まわっている様子を見ていたら、隣に立つ青あお海みが俺に囁ささやく。

「懐かしいですね～。中学のとき、陸上部の合宿でしましたよね」

「いや、お前がしたのは『目隠しをして、長い棒を振り回すプレイ』じゃなかったのか？　入学式の日にそう言ってただろ」

「？　何の話ですか？」

　キョトンと首を傾かしげる彼女。確信犯なのか、それとも天然なのか。まあ別にどっちでも良いいが。

　盛大に失敗した雄介に続いて、今度は千ち春はるが挑戦。彼女は栄子の助言を受けながら、一歩一歩慎重に歩みを進めていた。俺はそんな彼女の姿をじっと見つめる。申し訳ないと思いつつも、彼女が目隠しをしている今こそが、その美しい肢体を拝むチャンスなのだ。

　改めてよく見ても、やはり千ち春はるの水着姿は可愛かわいい。今からこの場でポーズを取って水着グラビアを撮影したとしても、他のプロのモデルに遜色無い出来栄えになるんじゃないかと思えるくらいに。灼しやく熱ねつの太陽の下で、彼女の白い肌は眩まぶしく輝いていた。

　────ちなみに、最終的に棒を見事スイカに命中させたのは栄えい子こだった。




　しばらく遊んだ後、俺たちは海の家で昼食を取ることに。体を動かした後の、みんなとの食事はとても美味である。

「なるほど、こういうメニューを出すとお客さんの評判が良いい、と……」

　美み宇うは海の家の様子を観察しながら、何やらメモを取っている。彼女はこんな場所でも、父親の店の商売繁盛のため情報収集を欠かさない。その姿はとても健けな気げだ。

　俺はいつの間にか、この七人での時間にとても居心地の良さを感じていた。みんな凄すごく仲良くて、性別や学年の壁など全く関係無い。こうしていると、自分が元浪人生だという事実も忘れてしまいそうになる。それくらい、この空間は落ち着けたのだ。

　俺はうどんをすすりながら（たまには違うメニューにしてくださいと青あお海みに見み咎とがめられて、今日はカレーではなくうどんになった）、千春の方を見る。今日はずっと栄子と行動を共にする彼女は、今も二人で横並びに座って料理に舌鼓を打っていた。すると彼女が顔を上げた瞬間に、ふと視線が合ってしまう。何となく気まずくて、すぐに目を逸そらす俺。

（舐なめ回まわすように見てたと思われたかな……）

　代わって俺の視界に入った雄ゆう介すけの頭部を無意識に見ながら、俺はそんなことを思った。




　昼食後、一人で近くの自販機にジュースを買いに行った俺。少し息をつく。しばらく青海が隣にいた時間が長かったせいか、周りに人が大勢いるのになんだか静かに感じられる。

　するとその帰り道、俺はとある場面に遭遇した。

（あれは…………青海と……倉くら咲さきさん？）

　砂浜の少し人通りの少なくなったスペースに、その二人はいた。向かい合うように立って、何か話している。その表情はどちらも笑っているが……。

（なんだ？　何話してるんだ？）

　その珍しい光景が気になった俺は、彼女たちの近くの物陰に身を潜め、耳を澄ませる。幸い、二人の会話は周囲の雑踏にかき消されること無く、俺の耳まで届いた。

「────そっかあ、陸上部で同じ種目だったんだね」

「はい、そうです。色々教わったりして、一緒にいることが多かったんですよ」

「だからそんなに仲良いんだ……ところで、青海ちゃんは何でこの高校に進学したの？」

「そ、それは……」

「えっ？　何か答えられない理由でもあるの？」

「い、いえ、成績がちょうど良かったので、それで……」

「ふーん」

「……く、倉くら咲さき先輩って、美人さんじゃないですか。結構モテますよね？」

「そ、そんなこと無いよ？　でもありがとう、青あお海みちゃん」

「彼氏とか、作ったりしないんですか？　二年の同じクラスの男の子と付き合ったりとか……」

「うーん、今はまだ考えてないかな……私、恋愛経験無いから、そういうのよく分からないんだよね」

「そうですか……」

（青海と倉咲さん、一体何の話を……）

　あくまで和やかな感じの二人の雰囲気。だけど何だろう、この微妙な違和感は。

「……そういや、青海ちゃんってさ────」

「何してんのよ」

「んなああああ！」

　突然背後から声を掛けられて、俺は思わずそんな大声を出してしまった。だってしょうがないじゃないか。隠れて話を盗み聞きしている今のこの状況に、少し神経が敏感になってしまっていたのだから。しかしこれはまずい。完全に気付かれてしまっただろう。

　後ろを振り返ると、そこにいたのは美み宇うだった。慌てふためく俺の様子を見て、不思議そうに首を捻ひねる。

「どうしたのよ？」

（こ、こいつ……今良いいところだったのに！）

「あれっ、颯そうくん？」

「颯そう太た先輩！」

　気付けば二人が俺の方を向いていた。そしてこちらに近寄って来る。万事休すだ。どうしようかと辺りに意識をやると、自分の手元に二本の缶ジュースが握られていることに気付く。先程自販機で購入し、まだ手を付けていない新品だ。

「いや、えっと、二人にジュースでもどうかなって思ってさ」

　機転を利かせた俺がそれらを彼女たちに差し出すと、二人は揃そろって笑顔を見せた。

「「ありがとう（ございます）、颯くん（颯太先輩）！」」

「と、ところで、青海と倉咲さんは、な、何してたんだ？」

「倉咲先輩に呼び止められて、ちょっとそこでお話ししていたんですよ」

　俺の質問に、青海が先程までいた場所を指差しつつ答えた。千ち春はるの方もそれに頷うなずく。

（倉くら咲さきさんの方から声を掛けたのか……）

「……そっか……それで、もう話は良いいのか？」

「うーん、そうだね。もう大丈夫だよ。結構お話しできたし……」

「お、おう……じゃあ、柏かしわ木ぎたちの所に戻ろうぜ」

　こうして俺たちは歩き出した。二人の会話は途中で終わってしまったが仕方ない。最後まで聞いてみたかったという心残りはあるが……。

（やれやれ、何とか盗み聞きしてたことはバレずに済んだかな……）

　俺がホッと胸を撫なで下おろしていると、そんな俺の横に近づいてくる呑のん気きな女の子が一人。

「悪かったわね……ところで、美み宇うの分のジュースは？」

「……ねえよ、そんなの」




　それからしばらくして、俺は雄ゆう介すけからある物を受け取った。

「ほれ、高たか村むら」

「なんだ？」

　差し出される彼の手に掴つかまれたそれを、俺は手に取った。見ると、彼が手渡してきたのは二枚のチケットのようだ。水族館の名前と、その入場料が印字されている。

「これは……？」

　いきなりこんな物を渡してきて、意図がよく分からない。俺が疑問に思って雄介の顔を見ると、彼はニンマリと笑みを浮かべながら口を開く。

「ここから少し歩いた所に水族館があるのは知ってるよな？」

「ああ。これって、そこのチケットだよな。でもどうしてこんなものを俺に……」

　すると、雄介は数秒ためてから、ポツリとこう呟つぶやいたのだ。

「……行って来いよ。倉咲先輩と、二人っきりで」

「えっ……？」

　驚く俺の表情を見て、彼はさらに満足げに頷うなずく。

「お前も本当は、もっと彼女と一緒に過ごしたいんだろ？」

　そして彼は続けた。俺がこれまでずっと青あお海みに絡まれて、千ち春はると話せていなかったことに、彼は気付いていたのだと。それで、俺のためにこのチケットを用意してくれたらしい。

「だからさ、こっそり抜け出して、倉咲先輩と二人で水族館を楽しんで来いよ。その間、藤ふじ本もとさんのことは俺たちが相手しておいてやるから」

「柏木……」

　俺はこの友人に頭が上がらない。どうして俺なんかのためにここまでしてくれるのか。だが今の俺にできるのは、ただ彼にこう伝えることだけだ。

「……本当に、ありがとな」

「良いいってことよ。その代わり俺はその間、高たか村むらが消えて男一人になったこっちで、誰もが羨むハーレムを築かせてもらうぜ」

　おそらくその発言も、彼なりの冗談なのだろう。俺は何も言わずに小さく笑った。

「颯そう太た先輩～、今度はあっちで遊びましょうよ～」

　俺たちの間でそんな計画が秘密裏に始動しているとも知らず、早速俺の元へ出没する青あお海み。すると、雄ゆう介すけがそんな彼女の言葉を遮るように言った。

「藤ふじ本もとさん、悪いけど高村はちょっと用事があってな。だから俺たちと一緒に遊ぼうぜ。ほら、向こうでみんなとゾンビごっこするぞ。じゃあそういうわけで、行くぞ～」

　彼はその女の子の手を掴つかむと、水族館とは反対側の方向へ引っ張って行く。

「えっ？　はい？　ちょっと急になんですか、颯太先輩～！」

　有無を言わさず連行されていく青海。そんな彼女の叫び声が徐々に小さくなる。その姿を見つめながら、チケットを持つ俺の手には自然と力が入っていた。





　　　　　　　　◇






　そして今、俺は水族館の中を、千ち春はると一緒に二人っきりで回っていた。大小さまざまな魚が、見上げんばかりの巨大な水槽の中を泳いでいる。適度な暗さの照明により、青（紺だろうか）に染め上げられた空間はなんとも幻想的で、見慣れない魚たちの姿は神秘的ですらあった。水族館がデートコースの定番だと言われるのも納得だ。この雰囲気はまさに、まだ若くて初々しいカップルにとっては、非常に心ときめく空間に違いない。

　────俺たちはどうだろうか？




　俺から誘ったので最初は多少びっくりしていた千春も、今は魚たちの美しさに心惹ひかれている様子だ。俺たちはいくつか言葉を交わしつつも、時折沈黙が訪れる。だがその静かな時間もまた、今いるこの場所の空気と合っているように思えて、気まずさは特に感じられなかった。

「見て見て、颯そうくん！　私の所に寄って来たよ。可愛かわいい～」

　水槽の中の魚を指差す千春。なんだか楽しそうだ。

「近くで見ると結構大きいな」

「そうだね～」

　彼女はガラスにツンツンと指を当てながら、その生き物を可愛がっている。その光景はいつまでも見ていられた。

「……倉くら咲さきさんは水族館には来たりするのか？」

「小学校の遠足以来かな～」

　そんなたわいもない話をしつつ、俺たちは順路に沿って歩いて行く。

　気になった水槽を見かけると、その場に立ち止まって興味深そうに眺める千ち春はる。その無邪気な姿はまるで小学生のようだ。

「……そういえば、青あお海みちゃんと仲直りできたんだね」

「へ？」

「ほら、この前の学校ではなんかぎくしゃくしてたみたいだったから」

「ああ……まあ、別に喧けん嘩かしてたわけじゃないけどな」

「そっか……ふふっ」

「？」

「ホント、仲良いいよね、颯そうくんと青海ちゃんって。今日だってずっと一緒だったし」

「そ、そうかな……」

「……ねえ、ぶっちゃけ二人ってどういう関係なの？」

「それは…………」

　純粋な目をした千春の前で、俺は暫しばし逡しゆん巡じゆんする。ここは、何と答えるのが正解なのだろう。やがて言葉を選ぶように、俺はこう答えた。

「……先輩と後輩、兼、クラスメイト、な関係かな」

「あははっ、何よそれ」

　俺のその返答に、千春はそう言って小さく笑っていた。




　数分後、俺たちはまた別の巨大な水槽の前に佇たたずんで、その美しさに目を奪われていた。

「迫力が凄すごいね……」

「壮観だな……」

　俺はそう呟つぶやいて、ふと視線を魚たちから隣の女の子へ向ける。水槽から放たれる光に照らされ、紺青色に浮かび上がる千春の顔もまた、とても美しかった。正直俺から言わせれば、目の前の景色に負けないくらい、この女の子も綺き麗れいだと思う。まあ、比較するようなものじゃないかもしれないけど。

　するとそんな横顔に見み惚とれていたら、不意に彼女はその俺の視線に気付いた。

「……私ばっかり見てないで、もっと目の前のお魚さんたちのこと見てあげてよ」

　若干照れながらそう話す千春。少し口を尖とがらして、自分の顔の前に上げた人差し指で水槽を指し示す。そのあどけない仕草を見ていたら……。

「いや、可愛かわいくて、つい……」

　思わずそんな言葉が出てしまっていた。

「も、もう……颯くんってば……」

　俺のそんな言葉に、千春はぽっと頬ほおを染めて、俺から顔を逸そらすように前を向いた。
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　少しの沈黙。ガラスを一枚隔てた向こう側では、魚たちが広々とした水槽の中を自由気ままに泳ぎ漂っている。その光景は美しくて、懐かしくて、そしてどこか羨ましかった。

「…………颯そうくんは────」

　俺がそんな光景を眺めていたとき、千ち春はるが何かを言いかけた。しかしその瞬間、突然聞こえて来た大きな泣き声が、そんな彼女の言葉をかき消してしまう。

「う、うぅぅ、うえぇぇぇん！」

（なんだ？）

　俺と千春がその声のした方向を振り返ると、俺たちのすぐ近くに一人の男の子が立っていた。まだ小学校低学年くらいだろうか、Ｔシャツに短パンを穿はいたその小さな男の子は、泣き声を上げながら両手を目にやり必死にその涙を拭っている。

「……どうしたの、ぼく？」

　その子の存在に気付くや否や、千春はすぐに駆け寄って話しかけた。俺も後に続く。

「マ、ママがいなくなっちゃって……さっきまでは一緒だったのに……」

　苦しそうに嗚咽おえつを漏らしながらも、男の子はポツリポツリと言葉を返してくれた。その内容を聞いて千春は言う。

「迷子、みたいだね」

「どうする？　迷子センターに連れて行くか？」

「それも良いいけど、まずはこの辺りを探してみようよ。さっきまで一緒だったってことは、まだ近くにいらっしゃるかもしれないし」

　千ち春はるは男の子の目線の高さまで腰を下げると、彼の顔を見ながら優しく話しかけた。

「安心して、大丈夫だよ！　お姉さんたちが君のママを見つけてあげるからね！」

「……ホント？」

「もちろん！　お姉さんたちに任せて！」

「……う、うん」

　その彼女の優しい言葉と笑顔が功を奏したのだろうか、先程まであんなに激しかった男の子の涙はピタリと止まったのだった。




　母親探しはあっさり終了した。始めてからわずか数分後、俺たちは不安そうな表情で辺りを見回している女性の姿を発見する。案の定、その女性は男の子の母親だった。

「本当にありがとうございました。何とお礼を言ったら良いか……」

「いえいえ、お気になさらず。無事お子さんと再会できて良かったです」

　ペコペコと頭を下げる母親の前で、千春はそう言って謙遜する。彼女は水族館の中を捜索する間、ずっと男の子と手を繋つなぎ、明るく声を掛けていた。すると次第に彼の顔からは悲しそうな表情が消え、口数も多くなる。たった数分の間で、千春は男の子とすっかり打ち解けている様子だった…………俺の出る幕なんて全く無かった。

（倉くら咲さきさんって、本当に人と仲良くなるのが得意だよな……）

　そして今、大好きな母親と再会した彼は、安心しきったように笑顔を浮かべていた。母親の服の裾をつまみながら、その視線は俺たちの方を向いている。

　すると、そんな彼は次の瞬間、周囲に聞こえる大声で突然こう言ったのだ。

「ありがとう、カップルのお姉ちゃん、お兄ちゃん！」

（なっ……！）

　俺の心臓が大きく脈を打つ。千春も同じだったのだろう。先程までの笑顔から、ちょっぴり驚いた表情へと変わる。俺たちはどちらからともなく互いに顔を見合わせた。

「えっと……」

　困ったようにそう漏らしてから、再び男の子の方を向く千春。

「じ、じゃあまたね！　もうママとはぐれないようにするんだよ？」

「うん！」

　そんな別れの言葉を告げて、彼に手を振ってから、彼女は歩き出す。

「ほら、行こっ。颯そうくん！」

「お、おう！」

　千春の後を追いながら、俺がふと後ろを振り返ってみると、男の子はいつまでもこちらに向かって、元気に大きく手を振っていた。




「……」

「……」

　二人とも何も言葉を発しない。なぜか立ち止まりたくなくて（どうやら千ち春はるも同じ気持ちだったらしい）、俺たちは水族館の中を、当ても無くただひたすら歩き続けていた。

（カップル、か……）

　俺は横を歩く千春の顔をチラリと盗み見る。先程の千春の反応。あのときの彼女はどういう心境だったのだろう。口をつぐんで黙々と歩くこの女の子の表情を見ても、しかしそれは読み取れそうにない。

　やがてさすがに疲れてきたのか、千春はとある水槽の前で立ち止まった。呼吸と心を落ち着かせるためか、ふうと息をつく。その視線は水の中へと向いているが、彼女の意識はそれとは別のところにあるように見える。ややあって、彼女は小さく苦笑いを浮かべながら、俺の顔を見た。

「……カップルって言われちゃったね」

　千春ははっきりと、そう言った。

「ああ、そうだな……」

「やっぱり、そういう風に見えるのかな、私たちって」

　どうしてだろう、そのとき俺はなぜか、彼女のその言葉を否定したくなった。

「いや、小さい子だったから勘違いしちゃっただけじゃないか？　だって俺たちは──」

　しかし俺がそこまで言ったとき、千春はポツリと呟つぶやいた。ゆっくりとした、絞り出すような声で。

「……ねえ、颯くんは……私の、どういうところが好きなの？」

「えっ……」

　俺の手の動き、声、呼吸、あらゆる動作が一時停止する。その目は彼女の顔の一点を凝視したまま動かない。

「……教えて、欲しいな」

　目の前の美少女が言葉を発する度に、その唇がプルンと魅惑的に動く。彼女の少し切なそうな目が、俺を捉えて放さない。思わず瞳に吸い込まれそうになる。彼女のその美しい目には、今の俺が一体どんな風に映っているのだろう。

「倉くら咲さきさんの好きなところ……それは……」

　俺は息を呑のんでから、改めて真剣な目でこの想おもい人のことを見た。今から言うことを考えると、自然と目頭が熱くなる。それを抑えることもせず、俺は大きく息を吸い込んだ。

「……いつも元気で明るいところ。気さくで周りのみんなと仲良しなところ。なのに実際は一人でアニメを見るのが好きだとか、そんな可愛かわいらしい趣味を持っているところ。それに、俺なんかに優しく接してくれるところ。颯そうくんって呼んで話しかけてくれるところ。そしてなにより一番は、天使のように可愛らしいところ！」

　そこまで一気に言い切って、俺は息をついた。呼吸が荒い。途中からは何も考えずに喋しやべっていた。考えるより先に、想おもいが口から溢あふれ出でて来たのだ。

　千ち春はるはピクリとも体を動かすこと無く、俺を見ながらそこに佇たたずんでいた。

「……つ、つまりだな、色々言ったけど、俺は倉くら咲さきさんの全てが好きってことだ」

「颯くん……」

　俺の名を囁ささやいて、彼女はその赤面した顔を俺から逸そらす。

「そ、そこまで教えて欲しいなんて、言ってない……」

　それは、少し息の加減を間違えれば壊れてしまいそうな、そんな小さく震えた声だった。

「悪い。つい……」

　しかし再びこちらに顔を向けたときの彼女の、その幸せそうな表情を俺は忘れられない。

「ふふっ、でも嬉うれしかったよ。ありがとう、颯くん……」

「倉咲さん……」

　死んでもこの笑顔を守ろう、そのときそう心に誓った俺。近くに寄って来た多くの魚たちが、そんな俺たち二人のやり取りを静かに見守っていた。




　水族館を後にした俺たちは、皆のいる場所まで砂浜を歩いて戻る。いつの間にかすっかり夕方になり、西日が辺りを紅あかく染め上げていた。水族館に行く前とは世界が変わったかのような光景だ。さっきまで人工の青の世界にいたためか、なおさらそう思える。

「綺き麗れいだね……」

　千春はふと海の方に体を向けて立ち止まった。波はひっきりなしに砂浜を洗い、その色を濃く塗りつぶす。遠くの方では何人かの若者がサーフィンを楽しんでいた。昼間より涼しく、静かになった砂浜の上に、ポツンと佇む二人の男女。その影は数分前より若干長くなっているように感じられる。

「今日は誘ってくれてありがとう」

「何言ってんだよ。元々倉咲さんが提案したイベントじゃないか」

「提案って言っても、咄とつ嗟さの思い付きなだけだから。それを企画して日程まで決めてくれたのは颯くんでしょ？　私、こんなに大勢で遊びに来られるなんて思ってなかった」

「……楽しいか？」

　なぜか「楽しかったか？」とは聞けなかった。もう一日も終わりの時間帯なのに。

「……うん。楽しいよ、凄すごく」

　落ち着いた、それでいてハッキリとした声で、千春は返事をした。

「今日、こうやってみんなで遊べて良かった。大切な思い出になったよ。来年は多分、もうこんなことをしている余裕は無いだろうから」

「来年……」

　俺がその単語を繰り返す横で、彼女は続ける。

「一年後の夏休みは、きっと勉強漬けの毎日なんだろうなぁ……」

　その声色から感じられる、どこか物悲しげな雰囲気。その言葉を聞いて、俺の胸には陰りが走った。どうしてだろう、やけに体が重い。なんだかとても嫌な気分だ。

「……倉くら咲さきさんは、進路、どうするんだ？」

「もちろん大学に進学するつもりだよ。でも、まだどこに行くかは決まってないんだ。まあ、えいっちが目指してるようなレベルの高い大学は、私には無理だと思うけどね」

「そっか……」

（大学、か……）

　否いや応おうなしに呼び覚まされる現実。千ち春はるにとって、今はもう高二の夏。つまりあとたった一年半もすれば、彼女も高校を卒業して、新たな道へと旅立ってしまう。俺がこの想おもい人と一緒に高校生活を送れる期間も、ほんのそれだけしか残されていない。

　中一のとき、初めて彼女を好きになってから既に四年以上。ようやく、ここまで仲良く話せる関係にまでなれた。でも……。

（本当に俺は、今まで何をしてたんだよ……！）

　ふと思ってしまうことがある。もし高校浪人なんてせず、千春と同学年で高校に進学できていたら、彼女ともっと一緒にいられたのだろうか、と。同じクラスになって一緒に授業を受けたり、校外学習に行ったり、修学旅行に行ったり……。学年の壁なんて感じることなく、より幸せな毎日が待っていたのだろうか、と。

　だけどそんな考えが頭をよぎる度に、俺は首を振ってそれを払い落とすのだ。だって、そんな有りもしないことを想像したって無意味だから。

　それに以前青あお海みたちにも話したように、俺はもう浪人のことは全く気にしていなかった。そのおかげで出会った人、手に入れたものがたくさんある。それらがあってこその、今の俺だ。生活はとても充実しているし、後悔の気持ちなどこれっぽっちも無い。

　だから今の俺にできることは、この時間を思う存分楽しむこと、それだけなんだ。

「あっ」

　不意に何かを思いついたようにそう言って、海に向かって駆け出す千春。

「颯そうくんも来てよ！　冷たくて気持ち良いいよ！」

　足首だけ海水に浸し、パシャパシャと足踏みする。その冷たさに目を閉じる姿がなんとも愛いとおしい。

　俺も彼女の傍そばまで駆け寄って、両足を水中に入れた。ちょうどくるぶしの上くらいまでの深さだ。ひんやりとした足先の感覚が、ジメジメした夏の暑さを忘れさせてくれる。

「ねっ？　気持ち良いいでしょ？」

「確かに……」

「じゃあ、このままみんなの所まで走って行くよ！」

「水の中を行くのか？　……って、おい！」

　突然走り出した千ち春はるの後を、俺も慌てて追いかけた。駆ける二人が作る水みず飛沫しぶきが、俺たちの体を濡ぬらしていく。

（楽しいな……）

　俺の目の前を走る、大好きな女の子。その想おもい人の向こうには、まさに今水平線の彼方かなたに沈もうとしている真っ赤な太陽が見える。この瞬間、急に地球の自転が止まって、この夕暮れの時間が永遠に続けば良いのにな……俺は、そんな荒唐無稽なことを思わずにはいられなかった。
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「あっ、颯そう太た先輩！　探したんですよ！　もう、どこに行ってたんですか────」

　俺の姿を発見した青あお海みは怒ったように声を上げる、とそのとき……。

「……！」

　俺の後ろから現れた千春の存在に気付いた途端、彼女はハッとしたように口をつぐんでしまった。彼女の動きが止まる。その表情の変化は明白だった。

「悪い、悪い。ちょっと用事があってな」

「……倉くら咲さき先輩と、何かしてたんですか？」

「い、いや、まあな……」

「そうですか……」

　ポツリとそんな言葉を零こぼした青海。やや俯うつむき加減なその姿に、胸が少し痛い。

（……悪いな、青海。だけど今日はずっとお前と一緒にいたんだから、少しくらい許してくれよ）

　ところが、次に顔を上げたときの彼女は、既に笑顔だった。

「……と、とにかく夕食の時間です！　お二人が戻ってきたら、みんなで食べに行こうって話してたんですよ」

　というわけで、七人での夕食タイムが始まった。俺の隣はやはり青海の指定席だ。楽しそうな様子で、先程俺がいない間にやったという、ゾンビごっこなる遊びについて話してくる。あまり聞き慣れない単語だが、要するに鬼が増えていくタイプの鬼ごっこらしい。

「桜さくら井いさんの逃げ足が異常に速くて……ホント、大変でしたよ～」

　ゾンビ役をしたらしい青あお海みがそう言って嘆く。俺にはその光景が容易に想像できた。

　その食事の合間、雄ゆう介すけが俺に話しかけてくる。

「……どうだ、高たか村むら？　倉くら咲さき先輩とは上う手まくいったのか？」

「ああ。おかげで最高の時間を過ごせたよ。ありがとな、柏かしわ木ぎ」

「そいつは良かったな。俺の粋な計らいに感謝しろよ」

「夕食代、おごらさせていただきます」

「なんか俺が無む理り矢や理り言わせたみたいになってねえか……？」

　でも実際、本当にありがたかった。もし雄介が手配してくれなかったら、俺はきっと青海に邪魔されて、あれだけ長い間、大好きな人と二人っきりの時間を過ごせなかっただろうから。

（そういえば……）

「ところで、可愛かわいい女の子をゲットするって言ってたのは、結局どうなったんだ？」

　ふと思い出したそんな疑問を、俺は雄介にぶつけてみる。すると彼は、突如真面目な顔つきになって語り始めた。

「……俺、今日大切なことに気付いたんだよ。こんな場所で素性も分からない女性と出会うより、もっと堅実に、同じ学校の女子とお付き合いする方が良いいじゃないか、ってな」

「そ、そうですか……」

　俺の口からはそんな言葉が漏れる。……よし、これ以上は何も言わないでおこう。

「颯そう太た先輩、これ美お味いしいですよ！　食べてみてください！」

　そう言いながら、唐揚げの載った皿をこちらに差し出す青海。

「なんだと、どれどれ……」

　その一つを口に入れてみると、確かにそれは絶品だった。たった一ひと噛かみで、ジューシーな味わいが口いっぱいに広がる。カリカリとした外側が俺の好みにピッタリだ。

「美味しいな」

「ですよね！」

　するとそのとき、そんな風に和やかな時間を過ごしていた、俺たち七人の空間に突然爆弾が投下された。俺と青海の一連のやり取りを静かに眺めていた、向かい側に座る玲れ奈ながいきなりこんな発言をしたのだ。

「────藤ふじ本もとさんって、高村君のこと、大好きなんだね」

（[image: ]）

　一瞬で場の空気が固まった。皆に緊張が走る。彼らの視線はまず玲奈に向かい、それからその発言を受けた本人へと飛んだ。皆の視線を浴びる彼女は小さく言葉を零こぼす。

「ど、どうして……？」

「だって今日一日中、ほとんど高村君の傍そばにいたなーって思って……って、みんなどうしたの？」

　俺たちの雰囲気の変化にようやく気付いた玲れ奈なが、キョトンとしてそう言った。一方、青あお海みは暫しばし躊躇ためらった後、ようやくその口を動かし始める。その際、彼女がチラリと千ち春はるの顔を窺うかがったように見えたのは気のせいだろうか。

「え、えっと……大好きって言うか……私は、先輩をフォローしなくちゃいけないので……だ、だから私が付いてあげているだけで……その、好きとかそういうのは……」

「へえ、そうなんだ……」

　そう返して口を閉じた玲奈。周りの反応を見て、自分が地雷を踏んでしまったことを察したのか、彼女はそれ以上追及しようとしない。どうやら変な意図があるとかではなく、ただ純粋に気になって言っただけっぽい。

「まあまあ、仲良しなのは良いいことじゃねーか。今日せっかくこうやって七人で遊べたんだから、これからもみんな仲良くやっていこうぜ！」

　少し気まずくなったこの空間を盛り上げるかのように、雄ゆう介すけが明るく声を出す。

「そうそう、実は俺、花火を持ってきたんだよ。食い終わったらみんなでやろうぜ～」

　続けて彼がそう提案すると、場の空気が若干和らいだような気がした。するとそれがきっかけになったのだろうか、再び誰からともなく話し始め、この空間はあっという間に、また元の明るい雰囲気に戻って行ったのだった。




　そして夕食後、俺たちはすっかり日の沈んだ砂浜で花火を楽しんだ。暗闇の中に浮かび上がる七つの光。パチパチと火花が散る音が、辺りに小さく響く。ささやかな線香花火を片手に、俺たちはそのカラフルな美しい光を見つめていた。

　先程の微妙な空気はもはや完全に消え去り、今はまた賑にぎやかで楽しい空間だ。やはり落ち着く。目の前で煌きらめく炎を見ていると、とてもリラックスできた。

「……花火といえば、来週はお祭りですね」

　隣に座る青海が、ふと思い出したようにそんなことを言う。

「そういえばそうだな」

　俺は頷うなずいた。それは、俺の地元で毎年八月中旬に行われる夏祭りのことである。毎回多くの屋台で賑わい、日が暮れてから打ち上げられる花火は地域の風物詩だ。

「必ず一緒に行きましょうね、先輩！」

　そんな元気な声と共に、彼女の笑顔が明るく輝いた。
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　それから数日が経過した。時は八月中旬に差し掛かっている。気付けば、夏休みもあともう少しで終わりだ。なんだかとても短かったような気がするのはなぜだろう。少し心残りに感じつつも、でももうすぐ学校が再開されることが俺は嬉うれしい。だって、また学校で千ち春はるに会えるのだから。

　そして今日は例の夏祭りの日だった。俺たちの地元で行われる、この時期の恒例行事。俺は青あお海みと千春の三人で出かける約束をしていた。ところが……。

『颯そう太た先輩、すみません～！　夏休みの宿題がまだ全然進んでいないのが親にバレちゃいまして、指定された量を終えないと祭りに行ったらダメって言われちゃったんですよ～！』

　電話越しに、青海のそんな苦しそうな声が聞こえてくる。当日の夕方、突如掛かって来たこの怠け者からの欠席連絡だった。

「そうかい。まあ頑張ってくれ」

『ちょっ、酷ひどくないですか、先輩!?　可愛かわいい後輩が困ってるんですよ？　助けてくださいよ～。私の家に来て、ちょっと宿題を手伝ってくれるだけで良いいですから～！』

　なにが『だけ』なんだろう。俺は溜ため息いきをついて答える。

「悪いけど、倉くら咲さきさんが待ってるんでそれは無理だ。青海が来られないんなら仕方ない。今日は倉咲さんと二人で屋台を廻まわることにするよ」

『そんなぁ～、先輩には人の心ってのが無いんですかあ～!?』

　そんな嘆きの訴えが俺の耳に響く。

（やれやれ、自業自得だろ……）

　海に行った日の朝に俺が感じた不安は的中した。どうやら今、彼女は携帯を肩と耳の間に挟んで、その両手は必死になってノートにペンを走らせているらしい。そんな器用なことする暇があったら、さっさと電話を切れば良いのに。

『し、しょうがないですね、分かりましたよ！　絶対超特急で終わらせて、途中から先輩たちに合流しますからね！　待っていてください！』

「はいはい……」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残して唐突に電話は切れた。超集中モードに入ったのだろう。最後は若干泣きそうな声になっていたが、大丈夫だろうか。

（……まあ、青海が来るまで、倉咲さんとの二人デートを楽しむとするか）




「そっか～。大変だね、青海ちゃん」

　俺の説明を聞いて、そう呟つぶやく千春。彼女が歩くのに合わせて、石畳がカツカツと音を立てる。蒸し暑い空気の中で、夜の涼しい風が幾分心地良い。辺りの賑にぎやかさと人の多さ、そして立ち並ぶ屋台の多彩さには、来る者の心を掻かき立たてる独特の魅力がある。

「今までサボってたあいつが悪いんだけどな」

「うーん。でも、楽しみにしていた夏祭りに行けないのはちょっと可哀かわい想そう、かな」

　千ち春はるは気の毒そうにそう言った。今、この女の子は浴衣姿だ。和の装いに身を包んだ彼女もまた似合っていて美しい。そう伝えたら、彼女は恥ずかしそうに照れていた。水着姿も魅惑的だったが、こちらもなかなか……。

「まあ遅れて来るって宣言してたし、先に俺たちで色々見て廻まわろうぜ」

「うん、そうだね！」

　それから俺たちは様々な屋台を廻った。フランクフルトやかき氷といったお決まりのメニューを味わい、金魚すくいや輪投げといったこちらも定番のゲームで童心に帰る。

　驚いたのは、千春の金魚すくいの腕前がピカイチだったことだ。彼女はスイスイと水中の中の金魚たちを掬すくっていく。しかも彼ら（彼女らか？）の方から、千春の持つ網（「ぽい」という名称らしい）に引き寄せられているような気がするから不思議である。この女の子の可愛かわいさには、こんな小さな生き物たちですら惹ひかれてしまう魅力があるらしい。

　また彼女の知らない一面を見ることができて、俺は嬉うれしくなったのだった。

　────と、そんな風に祭りを満喫していたとき、

「あれっ、もしかして高たか村むらじゃね？」

　その声に振り向くと、そこには懐かしの面々がいた。

「やっぱり高村だ。久しぶりだな～」

「元気してたか？」

　それは中学時代の陸上部の同期メンバーたちだった。中学の頃はよくつるんでいたが、俺が交通事故に遭い、皆が先に高校に進学してからは接点も無くなり、いつしか連絡も取り合わなくなっていた。

「おう、久しぶり」

「いつ以来だ？　去年の春、入院してたお前をみんなでお見舞いに行ったとき以来かな」

「もうそんなになるのか」

「今まだ一年生なんだよな？　高校はどうだ、楽しめてるか？」

　その質問に、俺は笑顔を見せる。

「ああ、もちろん。とっても充実してるぜ。大切な仲間にも巡り合うことができたしな」

「そっか……そう聞いて安心したよ。見た目も元気そうだし……俺たちだけ先に高校生になって、何となく気まずかったんだ」

「いや、そんなの気にしなくて良いいさ。俺は俺なんだから」

「……ところで、一緒にいるのって、倉くら咲さきさんだよな？」

　別の一人がそう言いながら、俺の後ろにいた彼女に目を向ける。

「ああ、そうだよ。一緒の高校なんだ」

　俺が答えると、千春も手を振った。

「川かわ井い君じゃない。久しぶり～。中三のとき、同じクラスだったよね」

「同じ高校って……ってかちょっと待てよ。なんで高たか村むらが倉くら咲さきさんと二人で……」

「おい、まさか高村、お前倉咲さんと付き合ってるのか!?　あの中学一の美少女と！」

　にわかに色めき立つ彼ら。少し興奮した様子で、俺に群がりながら質問の嵐を浴びせてくる。千ち春はるの可愛かわいさは学年中に知れ渡っていたから、この反応になるのも無理は無いだろう。勘違いして暴走するこいつらを抑えるため、俺は正直に答えた。

「いや、誤解だって！　別に俺たち、付き合ってるわけじゃないから！」

「そうなのか……？　証明できるのか？」

　そういやこいつは理系だった、そんなどうでも良いいことを思い出す。

「証明とか言われても……とにかく、俺と倉咲さんはただの友達だから！」

　俺のその言葉と熱意が届いたのだろうか、それを聞いた彼らは徐々に落ち着いていく。

「友達、ねぇ……まあ、『倉咲さん』って呼んでいるところから推測するに、あながち嘘うそをついているわけでも無さそうだが……」

　そんな鋭い分析をしてみせてから、彼はふと笑顔になって続けた。

「まあ良いや！　とにかく高村の元気そうな顔が見られて良かったよ。じゃあまたな！」

「お、おう、またな！」

　そして彼らは俺たちに手を振って、そのまま立ち去って行った。俺はふうと息をつく。なんだかよく分からないが、どうやら誤解は晴れたらしい。屋台巡りを再開しようと、俺は千春の方を振り返る。すると彼女はその場に突っ立ったまま、何やら考え込んでいる様子だった。その口がゆっくりと動く。

「友達……」

「く、倉咲さん？　ほら、行こうぜ」

「あっ、うん」




　それからも俺たちは、何人かの顔なじみとすれ違った。やはり地元のお祭り、中学のときの知り合いに遭遇する可能性は高い。俺は高校浪人生になって以降、同じ中学の人とはほとんど連絡を取っていなかったから、皆かなり久しぶりの再会だった。

　そして、過去の知り合いと顔を合わせる可能性が高いのは、当然千春も同様だった（千春は俺より交友関係が圧倒的に広いので、むしろその確率は俺以上と言って良い）。

「颯そうくん、見て見て！　あの子だよ！」

　射的の屋台にて、千春が華麗に弾を命中させてゲットした、手のひらサイズのぬいぐるみ。そのキャラクターはまさに、彼女お気に入りの例のアイドルアニメに登場する女の子の一人だった。確かこの子は、以前彼女が推しメンだと豪語していたキャラのはず。

「一発で命中は凄すごいな」

「やった、嬉うれしいなぁ～」

　千ち春はるはそう言いながら、そのぬいぐるみを頬ほおにスリスリさせている。本当に愛しているのだろう。人目をはばかるそぶりも見せない。とそこへ、急にこんな声が飛んできた。

「あっ、千春ちゃんだ！」

　そう叫んで、俺たちの方を指差す三人の女子。そして彼女たちは笑顔でこちらに近づいて来る。その女子の挨拶に、千春もにこやかな顔で答えた。

「久しぶりだね～、千春ちゃん。元気？」

「元気だよ。みんなは？」

「「「まあまあっかな～」」」

　彼女たちの揃そろったその返事に、千春は思わず笑みを零こぼす。浴衣姿の彼女たちもまた美少女集団だった。その髪型に浴衣の着こなし方一つとっても、普段からオシャレ女子なのが分かる。さすが中学時代に千春が所属していた、クラスの中心グループの人たちだ。

　すると不意にその女子の一人が、千春が手に何かを持っていることに気付く。

「……って、景品ゲットしてるじゃん。凄すごいね、何取ったの？」

　そう言って、興味深そうに千春の手の中を覗のぞき込こもうとする彼女。

「あっ、えっと……これは……」

（しまった、倉くら咲さきさんはアニヲタを周りに隠しているのに……このままじゃ）

　俺は咄とつ嗟さに、千春を庇かばうようにその前へ立った。

「まあまあ、別に何だって良いいじゃないか」

「えっ、だれ？」

「俺か？　俺は高たか村むら颯そう太たって言って、倉咲さんと同じ高校の一年生だ」

「高村颯太……？　何か聞いたことあるような……一年生……」

　別の女子が俺の言葉に反応した。一方、千春に詰め寄った女の子は俺に言う。

「そんなことより私、千春ちゃんが射的で何をゲットしたのかなー、って思っただけなんだけど」

「いや、だからそんなの気にしてもしょうがな────」

「────大丈夫だよ、颯そうくん」

　俺たちがそんな押し問答をしていたとき、後ろからポツリとそんな声が聞こえた。

「倉咲さん……？」

　そして疑問に思う俺を越えて、千春は彼女たちの前へ歩み出る。

「多分みんなは知らないと思うけど……」

　そんな前置きを据えてから、彼女は右手を前に出した。その手を広げると、中から現れたそのぬいぐるみが、祭り提ぢよう灯ちんの明かりを受けて紅あかっぽく光る。

「この子はね、とあるアニメに出てくるキャラクターなんだけど──」

「──へぇ～、可愛かわいいね～」

「……えっ？」

　彼女の明るいそのセリフに、千ち春はるは少し驚いたように言葉を止とめた。

「アニメのキャラクターなんだ。どんな子なの？」

　続いてその女子から尋ねられた質問に、千春は言葉を選びながらゆっくりと答える。

「えっとね、この子の名前は、雫しずくちゃんって言って──」

　そして千春は、以前アニメショップで俺に語ったのと似たような説明を始めた。勢い良く饒じよう舌ぜつだったあのときとは違い、声のトーンは控えめだったが。

　すると他の二人もそれが気になってきたのか、千春の周りに集まって来る。千春の手の中を覗のぞき込こむ彼女たちは、その可愛かわいらしいぬいぐるみに興味津々な様子だ。

「ふむふむ、確かにクールそうな見た目だね」

「衣装がオシャレで綺き麗れい……」

　やがて、最初の女子が意外そうな表情で再び問いかけた。

「ふーん、そうなんだ。千春ちゃんって、そういうアニメとか見るんだね」

「う、うん、まあね……」

　やや彼女から目を逸そらしながら、そう言って肯定する千春。やはり勇気を出して打ち明けたものの、彼女たちのリアクションが気になるのだろう。しかしその女子は言った。

「知らなかったよ。でも話を聞いてたら、私も興味が出て来ちゃった」

「えっ……ホ、ホントに？」

　千春が目を丸くして聞き返す。心の底からびっくりしているようだ。だがそう発言した本人は、至極自然な口調で言葉を続ける。

「うん。なんか面白そう。今度見てみよっかな～」

　その彼女の言葉に、さらに他の二人も同意するように大きく頷うなずいた。

「私も！　千春ちゃんがそこまで好きになるってことは、絶対神アニメでしょ」

「どうせ夏休みで時間もあるしね。雫ちゃんのこと、もっと知りたくなったよ」

　なんてこと無いように明るく話す三人。その姿からは、アニメへの偏見とか、それを好きな千春に対する接し方の変化とか、そういったものは微み塵じんも感じられない。そんな彼女たちの反応を見て、やや緊張気味だった千春の顔からは、次第にその硬さが解ほぐれていく。

「みんな……」

「ねえ、もっといろんな話、聞かせてくれない？」

「…………うん、もちろん」

　千春は微笑ほほえんでそう答えた。彼女の顔に、先程までの不安な表情はもう見えない。

　それからしばらく、彼女たちはアニメの話で盛り上がった。話しながら、とても楽しそうな千春。その顔はどこかホッとしたような、そんな解放感に包まれた表情をしている。

（……良かったな、倉くら咲さきさん）

　俺はそんな彼女たちの様子を、一歩引いた位置から優しく見守っていた。




「……どうしてあのとき、あの子たちにアニメのことを明かしたんだ？」

　俺が問いかける。三人と別れた俺たちは再び、両側に屋台が並ぶ賑にぎやかな道を歩いていた。その質問に、俯うつむき加減に答える千ち春はる。

「だって、颯そうくんが勇気をくれたから……」

「俺が？」

　聞き返すと、彼女は俺を見て小さく首を縦に振る。

「以前アニメが好きなことを打ち明けたとき、颯くんは一切変に思うこと無く、私の趣味を受け入れてくれたよね。おまけにカラオケにまで連れてってくれてさ。私、嬉うれしかったんだ。それで、少し自分に自信が持てるようになって……」

「倉くら咲さきさん……」

　千春は手に持ったぬいぐるみを見つめながら、さらに続けた。

「それだけじゃないの。颯くんは自分の殻を破って、私に浪人生だったことを告白してくれたじゃない？　だから私だって、颯くんみたいに前を向かないとって、そう思ったんだ。まあ、颯くんと私とでは、秘密のレベルが違い過ぎるんだけどね」

　そう言って苦笑いする千春の話に、俺は黙って耳を傾ける。

「……でも、なんだか呆あつ気けなくてびっくりしちゃった。まさかみんながあんなに興味を持ってくれるなんてね……私、一人で心配し過ぎだったのかも」

　頬ほおを緩める彼女の顔には安あん堵ど感かんが広がっている。彼女もまた、自ら一歩を踏み出した達成感を味わい、その結末の意外さに驚いているようだ。

「こんなことなら、もっと早く打ち明ければ良かったなぁ……」

「今からでも、全然遅くないさ」

「……本当に？」

「ああ」

「どこまでも優しいね、颯くんは」

　そう呟つぶやいて微笑ほほえんでから、彼女は俺の目を見て言葉を紡いだ。

「……私ね、お返しがしたいんだ。颯くんは私のためにたくさんのことをしてくれたでしょ？　交通事故のときだって、サッカーの試合のときだって、演劇部の勧誘のときだって……数えたらきりが無いくらい。だから私も、颯くんのこと守りたいの。非力な私じゃ、できることは限られてるかもしれないけど……でも、そのために私も勇気を出そうって」

（倉咲さん……）

　すると、彼女がそこまで言ったときだった。急に俺たちの間に、男の声が割って入って来たのは。




　前述したように、交友関係が広い千ち春はるは必然的に知り合いと出会う可能性が高い。ましてや、美しい彼女の姿はこの場所で尚なお更さらよく目立つ。そして当然ながら、そんな彼女の姿に気付くのは、必ずしも彼女にとって良いい思い出のある人物ばかりとは限らなくて……。

「────あれっ、もしかして千春ちゃん？」

　次に遭遇したその人物を見て、千春の顔には即座に困惑の色が浮かんだ。男子高校生らしき人物が、彼女の目の前には立っている。

「やっぱり千春ちゃんだ。久しぶり」

「ひ、久しぶり、音おと羽わ君。中学のとき以来だね」

　千春は答える。それは親しみを込めているように思えて、その実微かすかな警戒心を裏に含ませた声だった。

　俺はその男子を眺める。身長は百七十五センチほどだろうか、スラリとした体形に整った顔立ちはまるでモデルのよう。その堂々としたたたずまいと表情からは、彼の自信家っぷりが初見の俺にさえすぐに伝わってくる。彼は両脇に、これまたモデルのようなプロポーションの女子二人を従えていた。華のある男女三人、誰もがそんな印象を抱くだろう。

「相変わらず可愛かわいいね、千春ちゃん。高校生活はどう、楽しくやってる？」

　彼の口から挨拶のように飛び出る褒め文句。普段から使い慣れている感じだ。

「うん、楽しいよ。音羽君も、相変わらずモテモテだね」

　彼の両側に立つ女の子たちを交互に見つつ、千春は答えた。

「この子たちは、僕と同じ高校の遊び仲間なんだ」

　俗な言い方をすれば『イケてる女子』とでも言うのだろう、そんな女の子二人に挟まれて、彼は至極ご満悦な様子に見える。彼と女の子たちとの距離は近く、彼女たちが彼を見る目は、好意を持つ異性を見るときのそれだった。

「翔しようくん、この可愛い女の子誰？」

　俺たちから見て右側の女子が彼に尋ねると、翔くんと呼ばれた彼はさらりとこう告げる。

「中学のとき付き合ってた、倉くら咲さき千春ちゃんだよ」

　その発言に、俺は思わず目を見開いてしまった。えっと、今何とおっしゃいましたか？

「へえ～、元カノなんだ～」

　女の子はそう言って、千春の全身をまるで品定めでもするかのようにジロジロと眺め始めた。顔も手足もその服装も、頭のてっぺんからつま先に至るまでまんべんなく。あたかも、宝石やネックレスなどの高級品の価値を査定する鑑定士のように。その行動には、一体どういう意図があるのだろうか。

「ちょっと、前にも言ったでしょ。それは誤解だって。私、音羽君と付き合っていたつもりなかったの。私はちゃんと告白をお断りしたのに、音羽君が勝手に勘違いして……」

　千ち春はるはそう言い返して、彼の言葉を否定する。そこまで聞いて俺はやっと確信できた。

（そうか、この男子は……）

　一か月ほど前に、電車の中で栄えい子こから聞いた千春の過去エピソード。中学時代に、彼女がクラスの二番手グループのイケメンに告白されたという、あの話を思い出す。このやり取りから推測するに、今千春の目の前にいるこの男（音おと羽わ翔しようという名前のようだ）こそが、その勘違い野郎に違いない。

「でも、僕が遊びに誘っても、あまり嫌そうな顔をしなかったよね。それどころか、笑顔を見せてくれていたときもあったし」

「そ、それは……」

　言いい淀よどむ千春。だけど俺は知っている。他人に気を遣ってしまう彼女は、はっきりと拒絶することができなかっただけなんだと。そんな優しい女の子なんだ、この子は。

「……でも、急に私の前から姿を消したのは音羽君の方じゃない」

　するとそれには答えず、彼はチラリと俺に目を向けた。ついに来た。俺は身構える。

「ところで、この冴さえない地味な男は誰だい？」

　彼のその発言に、一瞬ムッと口を尖とがらせたように見えた千春。やがて彼女は言った。

「……颯そうくんだよ、私と同じ高校の」

「へえ、それで、千春ちゃんは何でこんな男と一緒に歩いているわけ？」

「どういう、意味？」

「だってさ……」

　俺と千春を見比べながら、数秒後、このイケメンはこう言い放った。

「──千春ちゃんみたいな可愛かわいくて人気者な女の子には、こんな頼りなさそうな平凡な男は不釣り合いだなって思ってね」

　辛辣すぎる彼のそんな一言が、俺の胸に突き刺さった。あまり考えないようにしていたその感情が湧き上がり、俺の心を支配する。

（……悔しいが、確かに彼の言う通りだ。客観的に見れば、俺なんかではこの美少女とはとても釣り合わない）

　がそのとき、千春のはっきりとした言葉が、俺の耳に届いた。

「……颯くんのこと、悪く言わないで」

　その声色には明らかに怒気が含まれていた。こんなに冷たい彼女の声、これまで聞いたことが無い。彼にとって予想外の返事だったのだろうか、翔は不思議そうに目を丸くした。

「なに、ひょっとして千春ちゃん、このダサい男のことが好きだったりするの？　教室でいつも黙って隅にいるような、そんな目立たない男を？　まさかあの千春ちゃんに限って、そんなこと無いよねぇ……」

　そう話して彼は、半ば小馬鹿にしたような、見下すような目を俺に向けて来る。それにしても、彼の言葉は全くもって容赦が無い。俺、何かあなたに嫌われるようなことしましたっけ？　しかし俺は彼に反論できなかった。なぜなら……。

（……そう、倉くら咲さきさんは俺のことを別に『好き』なわけじゃない。だって俺たちは、あくまでただの『友達』なんだから）

　そう思うとなんだか何も言い返せなくなって、俺は押し黙る。ふふんとにやけるような笑みを浮かべる翔しよう。その両隣では彼の取り巻きの女の子たちもまた、俺のことを見ていた。その視線には一見毒が無いように見えて、実際は、自分たちとは違う世界の人間を見るような、そんな距離感をうっすらと含ませたような目つきだった。

　ところがそんな沈黙の空間に、千ち春はるの小さな声がポツリと落とされる。

「…………好き、だよ」

「へ？」

　俺たちは一斉にそちらを向いた。その皆の視線を浴びながら、彼女はさらに続ける。

「……悪いけど、私たちの関係は、あなたたちみたいな上辺だけのものじゃないの」

「なに、それってどういう……」

　そして次の瞬間、千春は精一杯の力を振り絞って、こう叫んだのである。




「────だって私は、颯そうくんのことが本当に大好きなんだから！」




（なっ……!?）

　あんなに鮮明に耳に聞こえて、聞き間違えるはずが無い。震える声で彼女は確かにそう言ったのだ、俺のことを『大好き』だと。

　呆あつ気けにとられた俺はその場で固まってしまう。どう振舞えば良いいか分からない。その発言をしてからの千春は、ずっと黙りこくったままだ。

　一方、彼女のその言葉を聞いた途端、翔の表情は明らかに変化した。それまでの愉快そうな様子から一変、おもちゃに飽きた子供のようなつまらなそうな顔つきになる。小さく溜ため息いきをついてから、彼はついに言葉を発した。

「ふーん。そっか、残念だよ……まさか千春ちゃんが、そういう人だったなんてね」

　そんなセリフを零こぼして後ろを振り返った彼は、両隣の女の子たちに声を掛ける。

「行くよ、二人とも。もうこれ以上話していてもしょうがないしね……。ほら、向こうで僕が綿菓子をおごってあげる」

　先程の千春の言葉に思うところがあったのか、どことなく気まずそうにしていたその二人の女子高生は、しかしその彼の提案を聞いて気を取り直したように歓声を上げた。

「やったー」

「翔くん大好き！」

　綿菓子よりも甘そうなそんなやり取りをしつつ、三人は俺たちの前から立ち去って行った。女子二人は何回か俺らを気にするように振り向いていたが、翔しようは結局一度もこちらを振り返ることは無かった。

「く、倉くら咲さきさん……」

　彼らの姿が完全に見えなくなってから、俺はようやく千ち春はるに声を掛けた。彼女は先程から目を伏せたまま、一歩も動かずにその場に立ち尽くしている。その体は小さく震えていた。熱を帯びているのか、顔も赤い。

　すると俺が名前を読んだ直後、彼女は不意に体の向きを変えると、翔たちが去って行ったのとは反対の方向へスタスタと歩き出した。俺は慌ててその後を追う。

「あっ、おい！」

　黙々と歩き続ける千春。その足取りは決して軽くない。下を向いたまま、足早に屋台の道を抜けていく。そのすぐ後ろから、彼女に付いて歩く俺。やがて少し人通りの途切れた場所まで来たところで、まるで全身の力が抜けてしまったかのように、千春は突如地面に座り込んでしまった。

「倉咲さん、大丈夫か!?」

　俺は瞬時に彼女の傍そばまで駆け寄って、その顔を覗のぞき込こむ。息が荒い。そんなとき、彼女は見つめる俺の顔に不意に視線を向けた。そして……。

「私、颯そうくんに……お返し、できたかな……？」

　疲れ切った様子で、それでも満足げな笑みを浮かべて、千春はそうポツリと言葉を零こぼしたのだった。

（……この女の子は本当に、どこまで純粋なんだよ……！）

　先程の翔たちとの会話、そしてあの発言で、完全に気力を使い果たしてしまったらしい彼女。色々な感情が交錯して、心が限界を迎えてしまったのだろう。

　俺はその華きや奢しやな体を支え、この健けな気げな女の子を近くのベンチへと連れて行く。そこに安静に座らせてから、すぐ傍にあった自販機でミネラルウォーターを購入すると、彼女の手に持たせた。彼女はゆっくりとその液体を、喉に流し込んでいく。

（そういや一ひと月つきほど前にも、別の人間で似たようなことがあったな……）

　ぐったりしながら座る目の前の女の子を見ながら、俺はふとそんなことを思った。




　それから数分間、俺たちは一言も言葉を交わすこと無く、ベンチに並んで座っていた。隣の女の子の様子を心配しながら見つめる俺。するとそのとき、彼女は動いた。突然体を横に倒したかと思うと、俺の膝の上に頭を乗せてきたのだ。足は地面に付けたまま、上半身だけを寝かせて……これはいわゆる、伝説に聞く膝枕という体勢じゃないか？

（ちょっ、ちょっと、倉咲さん!?）

　心臓が跳ね上がりそうになる。視線を下げると、ほんの数十センチ先には大好きな人の寝顔が。絹のように美しい彼女の明るい茶髪が、俺の膝の上を流れる。さらには浴衣がはだけて、その襟元の隙間からは見えてはいけないものが顔を覗のぞかせそうだった。そんなコンボに、ますます上昇していく俺の心拍数。この暴れる胸の鼓動を、密着した彼女に聞かれやしないだろうか。

　俺は背筋をまっすぐ伸ばして顔を前に向けると、木々が立ち並ぶ目の前の風景に意識を集中させることにした。必死に心を落ち着かせ、邪念を追い払おうとする。

　すると、俺がそんな精神の格闘をしている間に、しばらくして彼女はだんだんと回復してきたようだ。呼吸は安定し、身体からだも落ち着いてきた様子。

「ねえ、颯そうくん」

「はい!?」

　未いまだに今の状況に慣れない。前方を見つめていた俺は、急に下の方から呼びかけられて、思わずそんな返事をしてしまう。ふと顔を下げると、すぐ近くの彼女と目が合った。

「ありがとう……」

「……何言ってんだよ。お礼を言うのはこっちの方だって」

　俺は少し視線を逸そらしながら答える。この距離で見つめ合うのはかなり恥ずかしい。

「……もう、落ち着いたか？」

「……うん」

　視界の端で、彼女が小さく頷うなずいたのを感じた。するとその数秒後、自分のお腹なかの辺りから再び千ち春はるの声が聞こえて来る。

「……さっきの男子はね、音おと羽わ翔しよう君って言って、中学のとき私と同じクラスだったの」

　そして彼女は、その視線を空に向けながら、少しずつ語り始めた。中学時代に起きた、その男子との一部始終を。彼の一番の目的が自分のステータスだったと知ってショックを受けたことまで、彼女は丁寧に話してくれた。

　実際のところ、その多くは以前栄えい子こから聞いた通りで、俺にとって特段初耳ではなかった。だが、それを伝えて話の腰を折ることはしない。俺は彼女の話に静かに耳を傾ける。

「────でね、それがきっかけで、恋愛ってなんだろう、そう思うようになったの。人を好きになるって、本当はどういう気持ちなのかなって。でも私は今までそんな経験一度も無かったから、いつまで経たっても全然分からなかったんだ」

　そこまで言ってから、千春は俺の目を見た。

「……颯くんは、今まで何度も私のこと助けてくれて、気になる存在だったの。だけど先月学校で告白されたときは、まだ自分の気持ちがよく分かってなかった。でもここ最近、颯くんと一緒にいて、私はとても楽しかったんだ。アニメのことも受け入れてくれて、優しく話も聞いてくれて……」

　そこで彼女はふふっと笑みを零こぼす。

「水族館で、私聞いたでしょ？　私のどこが好きなのって。颯そうくん、いっぱい答えてくれたよね。凄すごく恥ずかしかったけど、でも私はそれを聞いて、こう思えたの。この男の子は、表面的なものだけじゃない、本当の私を好きになってくれたんだって」

「……」

「それでね、私は気付いたんだ。自分も、この人のことが大好きなんだってことに」

「倉くら咲さきさん……」

　少し恥ずかしそうに顔を赤らめながら、千ち春はるははっきりとそう言った。その美しさに、俺の脈拍はさらに上昇する。

　するとそこで、彼女はようやく俺の膝から頭を離した。体を起こし、小さく伸びをする。俺は少しホッとするも、軽くなった膝がどことなく寂しい。その数秒前までの柔らかい感触に名残惜しさを覚えていたら、彼女は俺を見て嬉うれしそうに笑った。

「……えへへ、私、あの人たちに言ってやったよ。私たちの関係は、あなたたちみたいな上辺だけのものじゃないって」

「あれはなかなか痛快だったな」

　俺はそう答えた。そのときの女子二人の様子が思い出される。あの若干慌てたような彼女たちの表情は、実に愉快だった。

「大好きな颯くんのこと、あんな風に言われて、私本当に怒ったんだからね」

　僅かに頬ほおを膨らませながら、千春はそう呟つぶやいた。

　その言葉を最後に、俺たちの間には再び沈黙が訪れる。二人並んで座りながら、前方の木々をじっと眺める俺。徐々に冷静になってきた脳内には自然と、先程彼女がみんなの前で放った、あのセリフが蘇よみがえって来る。

（俺のこと、大好きだって、言ってくれたんだよな……）

　その声の音色から一字一句に至るまで、正確に思い出せる。それくらい強烈に刻み込まれた記憶。そのことを考えると、またもや俺の鼓動は速くなる。そして俺はあのことを考えずにはいられない。

（倉咲さんが俺のことを好き……ってことは、俺たち……）

　否いやが応おうでも、その先の展開を妄想してしまう。彼女はどう考えているのか、気持ちを確認したい。その想おもいが溢あふれんばかりに強くなったとき、気付いたら俺は隣に座る女の子の名前を口にしていた。

「く、倉咲さん、あのさ……」

　なに？　そんな声が横から聞こえて来る。俺は前を向いたまま言葉を続けた。

「その、さっきの話だけど……」

「……うん」

「えっと、倉くら咲さきさんが俺のことを好きってことは、つまり……」

「……颯そうくん、こっち見て」

　名前を呼ばれて、俺は隣に視線を動かした。こちらに顔を向ける千ち春はるは、どこか切ない表情を浮かべている。潤んだ目が俺を捉えて放さない。口は僅かに開かれ、その艶つややかな唇は微かすかに震えていた。それを見た俺の脳裏には、とある考えが浮かぶ。

（えっ、これって……）

「颯くん……」

　俺は試しにほんの少しだけ背筋を屈かがめると、自分の顔を彼女のそれへと近づけてみた。しかしその行動に対して、彼女は嫌がるそぶりを全く見せない。視線を逸そらすことも、反射的に俺から顔を遠ざけることもせず、ただ黙って俺を見つめている。

　俺はさらに距離を縮めた。すると、目の前の美少女は目を瞑つぶる。その唇の形は、数秒前より幾分丸くなっていた。彼女の小さな息遣いが、俺の鼓膜を揺らす。

（倉咲さん……）

　大好きな女の子の顔が、すぐ目の前にあった。俺は覚悟を決めると、そのまま顔を極限まで接近させて────

　そのときだった。二人の唇の距離があとほんの数センチの所まで来たとき、この静かな空間に、突如あいつの大声が響き渡ったのである。
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「──颯そう太た先輩～、お待たせしました！　やっと指定の量の宿題が終わりましたよ～」




　その明るい声は突然途切れた。咄とつ嗟さに千ち春はるから顔を離した俺がその声の方を見ると、浴衣に身を包んだ俺らのよく知る人物が、驚きよう愕がくの表情を浮かべてそこに佇たたずんでいる。俺たち二人を見る目は大きく見開かれ、その脚の震えはここからでも容易に確認できた。

「あっ、えっと……お、お邪魔でしたね。ご、ごめんなさい！　失礼します！」

　その女の子はそれだけ言い残すと、すぐに後ろを振り返って、一目散にこの場から走り去ってしまう。

「おい、青あお海み！　待てって！」

（ったく、なんてタイミングで現れるんだよ、あいつは……！）

　だが俺は彼女を追いかけるどころか、立ち上がることすらできなかった。なぜなら、腰を上げようとした俺の腕が、千春によってがっしりと掴つかまれたからだ。その彼女の手に込められた形容しがたい力強さを感じて、俺は動きを止める。

「く、倉くら咲さきさん……？」

　不思議に思った俺は千春を見た。こちらに向けられた彼女の顔には、何かを訴えかけるような、そんな悲痛な表情が浮かんでいる。そして次の瞬間、その女の子の切ない声が、この二人っきりの空間に静かに落とされた。




「──今はまだ、このままで、いさせて……」




「えっ……？」

「お願い、颯そうくん……」

　懇願するような目で俺を見つめながら、千春はそう呟つぶやいた。彼女の今の心境を表しているかのように、儚はかなく揺れる瞳。額には一滴の汗が流れている。

　…………なぜだろう、そんな彼女の顔をじっと見ていたら、次第に何かに納得したような気分になって、やがて俺は優しく頷うなずいたのだった。

（……分かったよ、倉咲さん）

　俺は何も言わずに、千春にささやかな笑みを見せた。するとその俺の気持ちが伝わったのか、彼女も安心したように笑みを返してくれる。

　その姿が無性に愛いとおしくなって、俺はこの大好きな女の子の艶つややかな髪に、思わず手を触れてしまった────これっぽっちも怒られなかった。
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　その後、俺たちは屋台巡りを再開した。千ち春はるを心配した俺は、家に帰って休んだ方が良いいんじゃないかと提案したのだが、彼女は大丈夫と言って首を横に振る。その際、切ない表情で「まだ颯そうくんと別れたくないの……」なんて言われて、もう俺にそれ以上反論できるはずが無かった。というわけで、ベンチを後にした俺たちは、また多くの人で賑にぎわう祭り会場へと戻って来たのである……キスは結局お預けになってしまった。

　千春は計三十分ほどの休憩ですっかり元気を取り戻したらしい。先程の一件のせいか、多少恥ずかしそうにしつつも、時折俺に笑顔を見せる。その明るさに一安心する俺。

　するとそんな風に祭りを楽しんでいたとき、突然目の前に現れた一人の女の子が、俺と千春の進路を塞いだ。それは先程俺たちの前から逃走したばかりの、あの人物だった。

「青あお海み……」

　驚く俺たちに向かって、彼女は告げる。

「颯そう太た先輩、倉くら咲さき先輩、付いて来てくださいっ」

「なに？」

　そう言うが早いか、後ろを振り返った青海は急に走り出した。俺は慌てて呼び止める。

「ちょっと待ってくれ、今の倉咲さんは──」

「心配しないで、颯くん。もう大丈夫だから」

「でも……」

　俺の制止に一旦足を止とめた青海だったが、こちらの様子を見てまた動きを再開した。それを見て、千春もその後を追いかける。

「ほらっ、行くよ、颯くん」

「お、おう！」

　軽めのランニングをするくらいのスピードで、夜道を駆ける俺たち。数メートル前を走る青海の後ろに、俺と千春が並んで付いていた。夏の熱気に包まれた体からは、徐々に汗が噴き出してくる。前を走る女の子の後ろ姿に向かって、俺は声を掛けた。

「一体どうしたんだよ、青海。どこに向かってるんだ？」

「行けば分かります。すぐそこですよっ」

　前方からそんな返事が返って来る。どうやら今は教える気は無いらしい。俺は仕方なく口を閉じ、彼女の後ろに付いて走り続けた。

　走り出して三分後、上り坂に差し掛かる。どこか懐かしい景色が、俺の前に続く。

（この先って、確か……）

　やがて俺たちの前には小高い丘が見えてきた。軽々とその坂道を登っていく青あお海み。一方、だんだんと疲れてきた俺と千ち春はるは、次第に彼女との距離を離されていく。軽快に駆け上がって行くその子の後ろ姿を見ながら、俺の脳内には昔の映像が呼び覚まされていた。

（なんか、懐かしいな……）

　中学時代、放課後にこの後輩と、よくこうやってランニングしたっけ。この丘はそのときの定番コースだった。いつもあいつの方が速くて、今のように、毎回俺は彼女の後ろ姿を追いながら走っていたことを思い出す。その立ち位置は今も変わらないらしい。

「颯そう太た先輩、倉くら咲さき先輩、早く～！」

　先に頂上に到達した青海が、こちらに向かって大きく手を振る。これも当時のお決まりの光景だった。俺は千春のペースに合わせながらも、何とか最後の力を振り絞って、青海の元まで駆け上がる。これでも元陸上部（それも長距離走の選手）だ、これくらいで音を上げていてはその名が廃る。

　そしてついに俺と千春も、その場所、『夢ゆめ見みの丘おか』の頂上にたどり着いた。

「……やっぱり速いね、青海ちゃん」

「倉咲先輩はしょうがないですけど、颯太先輩は元陸上部なのに遅すぎですよぉ」

「元浪人生の体力の無さを舐なめるなって、いつも言ってるだろ」

「そんなこと、自慢げに言わないでください。それに、先輩は中学のときから遅かったじゃないですか」

　そう返されると言い訳のしようが無い。俺は話題を変える。

「……それで、こんな所に呼び出して、何の用だ？」

　俺がそう尋ねると、青海は丘の反対側を向いた。なだらかな斜面の先には、眼下に夜の街の明かりが延々と広がっている。それを見ながら、青海はホッとしたように言う。

「何とか間に合って、良かったです」

「間に合った、って何が……」

　俺がそう疑問を返した次の瞬間、目の前の西の空が明るく光った。さらに、それとほぼ同時に聞こえてくる、お馴な染じみの爆発音。

「あっ……」

　それは、この夏祭り最大のイベント、打ち上げ花火だった。そしてその最初の一発を皮切りに、次々と打ち上げられる花火によって、西の空はカラフルに彩られていく。遮る物の全く無いこの場所からは、その美しさはより際立って見える。

「凄すごく大きく見えるね～」

　感動の声を上げる千春。その目は花火に釘くぎ付づけだ。

「……どうですか、絶好の鑑賞スポットですよね？」

　青あお海みのその言葉に頷うなずいてから、俺は彼女に問いかけた。

「これを俺たちに見せたかったのか？」

「もちろんそれもあります。ですが、私から先輩に伝えたいことがあって……」

「伝えたいこと……」

　そして青海は改めて俺の方に向き直ると、俺の目を見ながら、とても真剣な表情でこう叫んだのである。




「────颯そう太た先輩！　私、先輩のことが大好きです！」




　小高い丘の上で、大音量の花火の音以上に、その声は本当によく聞こえた。それを聞いた千ち春はるは、ハッとしたように青海を見つめる。

「中学の頃から、ずっと先輩ばかり見てきました。部活で一緒に過ごした時間、本当に楽しかったです。先輩といるときの私は、心の底から幸せで……それは今でも一つも変わりません。一度は諦めようとしたこともありました。ですが、もうこの気持ちに嘘うそはつきたくないです。だって、先輩のことがこんなにも好きで好きでしょうがないんですから」

　そこまで話して、一呼吸置いてから、さらに彼女は続ける。

「……だからお願いします、先輩。私と付き合ってください！」

　震える声でそう言って、青海は頭を下げた。彼女の想おもいが俺に突き刺さる。

　だけど、俺は……。正直、ここまで自分のことを想ってくれている相手に、この言葉を告げるのは非常に胸が痛い。しかし、今の俺にそれ以外の選択肢は無かった。

「…………ごめん、青海」

　頭を下げたままの彼女の体が、一瞬ピクリと動いたような、そんな気がした。

「お前の気持ちは凄すごく嬉うれしい。だけど、俺はそれに応えることはできないんだ。だって、俺は────」

　そのとき、ゆっくりと頭を上げた青海によって、そんな俺の言葉が遮られる。

「────良いいんです、分かってましたから。私、嬉しいんですよ。一年半前できなかった告白のリベンジが、今やっとできたんですもん。この場所で、この想いを、颯太先輩にようやく伝えられました……！」

　彼女の顔は、長い間抱いていた夢を達成できた、そんな吹っ切れた笑顔だった。

「あの冬の日、颯太先輩がここに現れなかったときは、まさかそれからこんなに時間がかかるなんて思ってもいなかったですよ。また翌日に告白しよう、当時はそんな風に思ってたんです。本当に、人生って何が起こるか分からないものですね」

　青海のその話を聞いて、俺は周囲を見渡した。あの日この近くでトラックに轢ひかれて、結局ここにたどり着けなかった俺。それ以来何となく怖くて、この丘に登るのを避け続けていた。しかしそう考えれば、俺も今日ようやく、あのときできなかったリベンジを果たせたと言えるのかもしれない。

「先輩知ってますか？　この丘の上で、西日が差しているときに想おもい人に告白すると、必ず成功するっていう言い伝えがあるんですよ」

「ああ、知ってるよ。俺たちの中学の生徒なら、誰しも一度は耳にしたことがあるんじゃねーか？」

　俺がそう言うと、青あお海みは残念そうに小さく溜ため息いきをついた。

「はぁ……私、ちゃんとその言い伝え通りにしたのになぁ……」

「いや、言い伝え通りって……もう完全に夜だぞ？」

「ですから、これですよ」

　彼女はそう言って、西の空を指差した。なおも続く打ち上げ花火によって、辺りはまるで夕暮れのように紅あかく照らし出されている。

「なるほど……」

「やっぱり、人工の光じゃダメなのかなぁ……」

　ブツブツとそんなことを呟つぶやきながら、何やら言い伝えの分析を始めた青海。一方千ち春はるは、そんな俺たちのやり取りを終始黙ったまま見つめていた。しかし花火に照らされたその顔を見ても、彼女の感情までは窺うかがい知しれない。やがて数秒後、青海は顔を上げる。

「気付いてましたか？　実は私、途中からずっと先輩方のこと、尾行してたんですよ」

「なんだって？」

「言いましたよね？　超特急で宿題を終わらせますって。それで急いで祭りの会場に行って、先輩たちを見つけたんですが、そのとき何やら不穏な空気が漂っていて……」

　詳しく話を聞くに、どうもそれは俺たちが音おと羽わ翔しようと対たい峙じしていた場面のようだった。そのピリピリした空間に出て行き辛づらくて、陰からそっと様子を見守ることにしたのだという。そしてその後も青海は、ずっと俺たちの後をつけていたらしい。

「私、びっくりしましたよ。先輩方が膝枕を始めたんですから。それでもずっと観察していたら、あるとき急にお二人が見つめ合ったかと思うと、顔を近づけて……」

　その瞬間、彼女の足は自然と動いていた。

「今出て行かなかったら、絶対に後悔する。そんな恐怖に襲われて、私は二人の前に飛び出したんです。あたかもたった今、先輩方を発見したばかりの雰囲気を装って」

「じゃあ、あのときの反応は演技だったってことか」

「はい…………ごめんなさい」

　小さく顔を俯うつむかせる青海。なるほどと俺は納得した。偶然にしては出来過ぎたタイミングで現れたと思っていたが、そもそも偶然ではなかったらしい。

「いや、謝る必要は無いけどさ……」

　そのせいでキスがお預けにされたのだが、そのことを言うほど俺は馬鹿ではない。

「……私はその後もお二人の後を追っていました。それで、花火の時間が迫って来たのに気付いた私は、覚悟を決めてお二人の前に現れたんです。この丘の上で、今日こそあの日のリベンジをしよう、そう思って」

「そういうことだったのか……」

「……でも、やっぱりダメでしたね。あの終業式の日から、先輩に結構アタックしてきたつもりだったんですけど……本当に、『先輩』は手ごわいです」

　悲しそうな笑みを浮かべてそう言って、青あお海みは不意に千ち春はるの方を見た。傍そばでずっと俺たちの会話を聞いていたその女の子の目を見ながら、この後輩はポツリと言葉を零こぼす。

「……私、負けませんから」

「青海ちゃん……」

「気を付けてくださいね。もたもたしていたら、いつか後悔するかもしれませんよ？」

　そう呟つぶやく青海の顔には、いつぞやの夜に俺に見せた、あの不敵な笑みが浮かぶ。しかしそれも一瞬だった。次の瞬間には、彼女はまた普段の明るい調子に戻っていたのだ。

「それより先輩、せっかくの特等席なんですから、堪能しないと損じゃないですか！」

　その視線は遠く空の方を向いている。彼女が言っているのは、当然花火のことだ。

「倉くら咲さき先輩もこちらで一緒に見ましょうよ！」

　千春に元気良く手招きする青海。それを見て、彼女もまた笑顔で俺の隣までやって来た。西の空から見て、左から千春、俺、青海の順に並んで立つ。目前の花火に注がれる、三人の視線。するとそれを眺めながら、俺の心は次第に落ち着いていく。

（なんだろう、どうしてか分からないけど、凄すごく心地良いいな……）

　色々複雑な関係の俺たちだけど、今だけはそんなことなど忘れて、この光の芸術を楽しみたい。俺はそんな風に思い始めていた。そしてそれは他の二人も同じようだった。いつの間にか俺たちは、純粋に花火に夢中になっていたのだ。

　ふと左隣から、俺を呼ぶ声が聞こえる。

「先輩っ」

　そこには、見慣れた後輩クラスメイトの可愛かわいらしい顔があった。それを見ると、

（昔もこうやって、練習帰りにこいつと二人で、夕焼けの空を見たんだったな……）

　そんな映像が脳裏に蘇よみがえって来る。あの頃から、俺たちはどう変わったのだろうか。

　そして彼女は、俺に満面の笑みを見せながら、こう言ったのだった。

「────花火、とっても綺き麗れいですね、颯そう太た先輩！」

「────ああ、そうだな」

　そんな青海の手に握られた小さめのバッグ。そのバッグに付けられた例のストラップが、花火の光を反射して、今の彼女の表情のようにキラキラと輝いていた。
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　はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。凪なぎ乃の彼方かなたです。『同い年の先輩が好きな俺は、同じクラスの後輩に懐かれています』二巻をご購入いただき、ありがとうございます。いかがでしたでしょうか？　一巻よりもさらにパワーアップした（はず……）ストーリーを楽しんでいただけたら幸いです。

　振り返ってみますと、二巻ではいろんな場所に出かけるイベントが多かったなと感じます。内容も盛りだくさんでしたが、プロットの段階ではさらにエピソードを入れる予定でした。色々と調整した結果、いくつかお蔵入りになっています。颯そう太たが自室で千ち春はると……みたいなシーンも用意していたものの、尺の都合で泣く泣くカットすることに。それでも本来はもう少し短くする必要があったのですが、私の技量不足でこのページ数になりました。無駄な文章、場面を省き、もっとテンポの良いい話を作れるように頑張りたいですね。

　実は二巻の製作期間は一巻のときの半分ほどしか無く、執筆は時間との戦いでした。正直かなりきつかったのですが、こうしてなんとかあとがきまでたどり着くことができ、凄すごくホッとしています。今になって思えば、遅筆な私があの短期間で原稿を書き上げられたことが驚きです。ですがそれも、多くの方の協力あってのものだと思います。

　というわけで、一巻同様、残りのスペースを使って謝辞を述べさせていただきます。

　まず担当編集様。今回も無理言って締め切りを伸ばしてもらったり、他にもたくさんご迷惑をおかけしてばっかりで、誠に申し訳ありませんでした。時間の無い中、こちらのペースに配慮してくださり助かりました。また、私の原稿に対する的確なアドバイスなど、担当様の多大なるお力添えのおかげで、この作品を無事完成させることができたと思います。本当にありがとうございました。まだまだ未熟な点も多々ありますが、これからも精進して参りますので、どうかよろしくお願いいたします。

　次に葛くず坊まち煽あおる先生。二巻でも可愛かわいらしい素敵なイラストをありがとうございます。執筆中の励みになりました。私の稚拙な文章からキャラの見た目や特徴を拾い上げ、魅力的なイラストに仕上げてくださりとても嬉うれしいです。今後ともよろしくお願いいたします。

　そして、この本の出版に携わられた全ての方々にお礼申し上げます。このコロナ禍の大変な状況の中、本を出させていただけることに心から感謝しています。皆が元気になれるようなより良い作品を作らなければと、身が引き締まる思いです。

　それでは最後になりましたが、読者の皆さん、応援してくださっている皆さん、ここまで読んでくださり本当にありがとうございました！
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